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令和４年度の実践記録（国語）

－実践記録（第３学年）－

１ 題材名

「故郷」 －「私」のものの見方や考え方を批評的に捉え直せるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) ＩＣＴの三つの特質

コラボノートを使って、追究課題に対する互いの意見の違いを視覚的に捉えることで、対立

点を明確に意識できるようにした。

(2) 対話の三つの方向性

ペアや小グループで意見を伝え合う場面では自分の思考を外化するための対話、クラス全体

で議論する場面では自他の考えを広げ深める対話を目指した。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

問 １ 本時で追究する課題を確認する。

い 「前の時間にコラボノートを使って、本文

の の末尾に表れた『私』の考えに納得でき

練 る人は青、できない人はピンク、中立の

り 人は黄色の付箋に理由を書いてもらいま

上 した。それを踏まえて今日はクラスで議

げ 論しましょう。」

２ 議論の準備として、同じ立場の友達と

意見交流を行う。

「議論の前に、準備として議論の材料集

めをしましょう。納得できる派、できな 〇立ち上がって教室内を移動しながら、相手を

い派それぞれ同じ立場の人とペアを作っ 見つけて考えを伝え合っている。

て意見を交流し、自分の意見の根拠を強

化しましょう。ペアは次々に交代して、 （コラボノートへの記載から）

なるべくたくさんの人と意見交換をしま 〇「『私』は自分では何もしていない。次の世

しょう。」 代に期待するだけでなく自分で行動してほし

■全ての生徒が考えを外言化できるよう、 い。こうすればルントウとの関係がよくなる

柔軟な形態の学び合いの場を設ける。 だろうという終わり方の方が納得できた。」

〇「『旦那様』と言われて否定しなかった『私』

■積極的に自分の考えを伝えたり、相手の は、その時点でルントウを下に見ている。そ

コラボノートをモニターに映して、意見の

違いや肯定派・否定派の人数を視覚的に捉え

られるようにする。

本文末尾の拡大本文をホワイトボードに掲

示しておく。

ババヘラカードを胸ポケットに入れて、同

じ意見の仲間を見つけられるようにする。
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考えを理解して次の議論に生かそうとい して社会を変えるのは無理だと言っている。

う意欲をもって学び合いに参加している それなのに希望を語るのは納得できない。」

生徒が多い。 〇「『歩く人』の中に自分はいるのか。最後ま

でルントウの変化だけにこだわり、自分の変

■自分の考えの根拠を本文中に見出して説 化には気付けていない。『私』の考えはある

明できている生徒を見つけておく。 程度の身分や教養があるから言えることだ。」

〇「『私』は自分のバカさや自分の希望に気付

けたのだから評価できる。」

〇「新しい希望は、ルントウとの関係にけじめ

をつけられたからもてたものだ。」

〇「少しの希望をもって帰ってきたが、昔のル

ントウはいなくなってしまっていたのだから

そりゃ複雑な気持ちにもなるよな。」

〇「道を先に歩いた者（『私』）から後の人へ

の願い。ホンルとシュイションが新しい生活

を送るために二人は何をすればいいか考えさ

せられる終わり方だ。」

追 ３ 学級全体で議論を行う。 〇「『私』が思っていることを述べていて、ち

究 「それでは、クラス全体で議論をしてみ ゃんと解決しているから良い。」

と ましょう。それぞれの立場から何人かの 〇「希望に向かって挑戦していくという前向き

問 意見を聞いてみます。まず納得できる派 さが見えるのでよい。」

い の意見を発表してください。」 〇「今の自分が原点になって、これからにつな

直 がっていく。ホンルとシュイションの未来も

し 何も決まってはいない。これからにつながる

まとめになっている。」

〇「ルントウと離れたままになるからこそ、次

の世代では良くなることを思わせるし、迷っ

た結果、希望を見出した『私』の思考はいい

と思う。」

■「納得できる派」から全体の場で出てき

てほしいと思っていた視点がいまひとつ

出切らないので、とりあえず「納得でき

ない派」の意見を聞いてみる。

「では納得できない派の意見をお願いし

ます。」 〇「ルントウとのことをあっさり諦めてしまっ

た。『希望』という言葉で自分の心に嘘をつ

いてしまっている。」

〇「ルントウに自分から歩み寄る努力を何もし
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ていないのに、他の人が努力すれば希望がか

なうと言っているようで、自分の力でかなえ

ようとしていない。」

〇「『歩く人』の中に自分はいるのかという疑

問を感じる。」

「出てきた意見を踏まえて、周りの人とも

話し合いながら考えてみましょう。」

「これまで出た意見に対する質問や反論な 〇「納得できる派が言うように『私は自己解決

どを発表してください。」 に向かっている』というなら、自分が何か具

体的に行動できていなければいけないと考え

る。どのような点で自己解決できているとい

うのか説明してほしい。」

〇「努力していないという意見があったが、ど

こからそう言えるのか。」

〇「自分から距離を詰める行動ができていない。

『旦那様』と言われて否定していない。」

■一つ出てきた質問への応答から深めてい

きたかったが、その前に別の質問が出て

きてしまい、論点がしぼれない。議論が

深まらず散漫になってしまっているので

補助発問を試み考える時間を取る。

「『私』は努力していないのか、それ

とも努力しているんだ、と『私』を擁護

する意見などありますか？少し周りと話

し合ってみましょう。」

「出てきた意見を発表してください。」 ○「『むだの積み重ねで魂をすり減らす』とあ

るから、無力感を感じているからこそ、『歩

く人』の中に自分はいないし、希望を自分で

実現しようとはしていないのではないか。」

「今の意見は納得できる派、できない派

のどちらですか。」

〇「言いたいことは理解できるけど、もしかし

たら納得できないのかなと思います。」
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■「むだの積み重ね」という表現に着目し

ていたので、「私」もこれまでに社会を

変えようと努力してきたのだという「私」

を擁護する意見かと思いきや、「私」は

自分が努力していく気はないという意見

だった。「私」の努力に着目させること

から、再評価する視点を出させようとい

う意図があったのだが、ややとんちんか

んに感じられる発言が出てきて、うまく

処理できない。

「『むだの積み重ねで魂をすり減らす』

ということに着目すれば、『私』は何も

努力していないわけではないとも言える

かもしれませんね。」

■希望を抱き、それをいったんは否定し、

第三の結論としてもう一度希望にたどり

着くという「私」の思考過程に論点をし

ぼる方針が浮かぶ。そこで最初に出た納

得できる派の「私」の思考過程を評価す

る意見に再度戻ってみる。

「最初に出た陽奈子さんの『私の解決は

具体性が無い』という批判に対して反論

はありませんか？」 〇「希望に気づいたばかりだから、まだ具体的

にはならないのでは。解決に向かっていると

いうだけでまだ解決しているわけではない。」

〇「希望に気づいてうまくいくと盲信している

ところ、根拠がないのに信じているところが

納得できないところだ。」

「納得できる派の人、どうですか？」

〇「主人公は希望に気づいた。それでこれから

いろいろやっていくことになる。今までは無

駄の積み重ねをしてきて、故郷に戻って身分

の差などを体験して、希望をもったというこ

とを受けて、これからにつながっていく。」

〇「『彼らは新しい生活をもたなければならな

い』とあり、主語が自分でなく『彼ら』だか

ら、自分が何かしようとしていないのでは。」

■生徒はがんばって意見を発表しているが

論点が定まらず議論がかみ合わず深まら

126

Akita University



ない。別の発問を試す。

「納得できない派の人たちは、どんな終

わり方なら納得できますか？」

〇「こうすればルントウとの関係が良くなった

という反省とかこうすれば良くなるだろうと

いうことがあれば納得できる。」

■時間がなくなってきたので、いい考えを

もっている生徒の意見を出させて締めく

くりたいと考える。

「二三人の意見を最後聞いてみたいと思 〇「今まで下に見ていたルントウと自分も何も

います。」 変わらないということに気付けているし、自

分の希望の意味を自分なりに出すことができ

ているので納得できる。『私』の希望は自分

ひとりで解決できるものではない。それに気

付いたことが解決への第一歩だと思う。」

○「納得できない派が納得できる結末は、ホン

ルとシュイションが身分の違いに隔てられず

に暮らしている、みたいなことだと思うが、

それだと『私』による希望の定義とずれてし

まうし、未来に含みをもたせているのであり、

断定的なことは書かないほうがいい。」

４ 本時の学習を振り返り、考えたことや ◎エピローグにおける「私」の思考について、

気付いたことをまとめる。 議論を踏まえて評価できる点や批判されるべ

■議論がかみ合わずまとまらないまま、時 き点に新たに気付き、その上で本文を根拠に

間になってしまう。 批評できている。

振 「まとめをしましょう。コラボノートの新

り しいページに、『私』のものの見方や考

返 え方をどう批評するかについて、話合い

り を踏まえて書いてください。」

「今日の感想をお願いします。」 〇「自分は納得できるが、本文を比較しながら

納得できない派がそう思うのかなと、別の視

点から考えることができたのでよかった。」

〇「納得できない派の意見があまり理解できな

かった。もうちょっと深めることができれば

よかった。でも『私が努力していない』とい

う意見は理解できた。」

≪生徒の振り返りから≫
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・最後の「私」が気づいた希望については、何度も迷って、そして「気づく」ことができたのが

一番の収穫だと思うから、納得できるというよりはすごいと思った。「私」を批判もしたけど、

私自身主人公と似ているところがあると思う。私も彼のように自分を客観的に見て、自分なり

の結論をみつけて、さらにそれを実行してベストを尽くせるような人になりたいと思った。

・最初はただ単に主人公やルントウのことをかわいそうに感じたけれど、読んでいくうちに主人

公の悪い部分も見えてくるような感じがして、おもしろかったです。

・この作品の終わり方の評価できる点は、主人公が知識人という設定を生かして、深い考えを展

開している点だ。また、「希望」に対する記述は筆者の考えと合致していて、立体的になって

いる。一方で、これらはある程度の身分や余裕があるから考えられているということや、主人

公が自分の変化には気づいていないことは納得できない。作者は主人公を知識人にすることで、

深い考えの展開、多角的な視点を用いた作品づくりをした。主人公のさまざまな経験からくる

考えが、この作品に深みや含みをもたせ、ひとりよがりで非現実的なハッピーエンドになるこ

とを防いでいる。希望に対する最後の記述も同様である。

４ 批判的・実践的省察

コラボノートを使って「納得できる派」「納得できない派」で色分けをして視覚的に対立点を

捉えられるようにしたことにより、互いの考えの違いを明確に意識することにつながり、話合い

への意欲を高めることができた。また議論の準備として全員に自分の意見をもたせるための時間

を確保し、同じ立場の仲間と考えの根拠を伝え合う活動を取り入れたことで、批評という難しい

活動においても全員がなにがしかの発言をし、自分の思考を外化することができていた。

授業後のまとめの時間の中で「なぜ作者はこのように書いたのか考えてみよう」と投げかけた

ところ、上に挙げたような振り返りが出てきた。作者の意図や設定の効果から作品の評価にまで

つなげて多角的に批評することができている感想もあれば、主人公の目線に同化した共感的な読

みから主人公を批判的に捉える読み方への転換が見て取れる感想もあり、生徒たちが各々の読解

力・思考力や経験に応じ、それぞれのレベルで批評的な読みを深めていたことが伝わってきた。

研究授業の中では、クラス全体での議論をうまくコーディネートできず、生徒の良い視点を生

かすことができなかったことが反省点である。事前に書かれていた生徒の意見の中には、鋭い気

付きや批評が多くあったが、実際の議論では出てほしいと考えていた意見がなかなか出ず、論点

が絞りきれずに時間だけが過ぎていく焦りの中で、膠着状態を打開する問い直しの発問を出せな

いまま授業が終わってしまった。議論を活発にするために生徒どうしが対面する形を作りたいと

考え、机を普段とは違うコの字型の配置にしたことで、研究授業である上に非日常感が高まって

しまい、生徒が緊張したり力んだりしてしまったことが一つには考えられる。想定とは大きく違

う発言が次々と出てきたことで授業者自身も落ち着いて対処することができなかったことが悔や

まれる。またもう一つには、自分自身の理想へのこだわり（教師が決めた道筋を実現するような

議論ではなく生徒の主体性を大切にした自由闊達な議論を教室で実現したいという思い）が強す

ぎたことも議論にうまく手を入れられなかった要因であると考えている。

改善の方策の一つとして、例えば初めのたたき台となる意見を教師の指名で何人かに出させ、

それを基に議論を進めていく形をとれば、論点がある程度定まり、収拾のつかない事態は避けら

れるとも考えられる。気付かないうちに自分のこだわりに囚われてがんじがらめになっていない
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か、常に自己点検する姿勢をもっていたい。

今回の実践を通して、議論のコーディネートの難しさと大切さを改めて感じた。日々の授業実

践の中で自分に力を付けていくしかない。生徒が楽しく議論をしつつ、納得して学習を終えられ

るような学び合いを目指して試行錯誤していきたい。
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国
語
科
学
習
指
導
計
画

学
級

３
年
Ｄ
組

３
６
名

授
業

者
松
渕

烈
子

共
同
研
究
者

阿
部

昇

Ⅰ
題
材
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
故
郷
」
の
評
価
読
み

－
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
批
評
的
に
捉
え
直
せ
る
か
－

Ⅱ
題
材
に
つ
い
て

１
・
２
年
次
に
学
習
し
た
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
や
「
ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
な
ど
の
作
品
を
通
し
て
、
生
徒

た
ち
は
一
人
称
語
り
の
小
説
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
き
た
。
そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
く
ま
で
語

り
手
の
見
た
世
界
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
語
り
手
を
批
評
的
に
捉
え
直
し
て
深
い
読
み
取
り
に
つ
な
げ
、
作
品
の

お
も
し
ろ
さ
を
よ
り
多
角
的
に
味
わ
う
深
い
学
び
を
経
験
し
て
き
た
。

「
故
郷
」
の
主
人
公
「
私
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
自
己
認
識
が
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
」
と
い

っ
た
批
判
が
一
部
で
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
「
私
」
が
感
じ
て
い
る
ル
ン
ト
ウ
と
の
隔
絶
は
、
当
の
ル
ン
ト
ウ
や

「
母
」
以
上
に
「
私
」
自
身
が
誰
よ
り
も
強
く
感
じ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
ル
ン
ト
ウ
や
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拒
絶
し
て
い
る
の
は
「
私
」
の
方
で
あ
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
。
近
代
的
な
思
想
を

身
に
付
け
て
帰
郷
し
た
「
私
」
は
故
郷
の
過
酷
な
現
実
に
触
れ
、
記
憶
の
中
の
少
年
ル
ン
ト
ウ
に
象
徴
さ
れ
る
「
美

し
い
故
郷
」
を
喪
失
す
る
。
作
品
の
末
尾
で
絶
望
と
希
望
と
の
間
で
揺
れ
る
「
私
」
の
内
省
は
、
一
部
の
指
摘
に
あ

る
よ
う
に
「
矛
盾
に
み
ち
た
『
近
代
の
知
識
人
』
」
の
姿
と
し
て
批
判
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
っ
た
面
を
も
ち
つ
つ
、

一
方
で
は
社
会
に
対
す
る
「
私
」
の
真
摯
な
姿
勢
や
、
自
己
を
不
断
に
相
対
化
す
る
知
性
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き

る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
作
品
を
批
評
的
に
読
む
の
に
は
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

生
徒
た
ち
に
は
、
「
私
」
の
思
考
を
批
評
的
に
読
み
、
文
章
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
考
え
る

活
動
を
通
じ
て
、
困
難
な
状
況
下
で
も
知
性
を
も
っ
て
考
え
る
こ
と
で
よ
り
よ
く
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
主
人
公
の

姿
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
教
材
と
し
て
の
普
遍
的
な
価
値
の
一
つ
で
あ
り
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
学
び
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
、
一
人
称
語
り
の
小
説
に
お
い
て
描
か
れ
た
世
界
が
客
観
的
な
も
の

と
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
知
識
と
し
て
は
理
解
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
促
さ
れ
な
け
れ
ば
語
り
手
の
目
線
に
同
化

し
た
共
感
的
な
読
み
に
終
始
し
て
し
ま
う
生
徒
も
多
く
、
自
力
で
批
評
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
力
が
身
に
付
い
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
よ
い
読
み
の
視
点
を
も
っ
て
い
て
も
、
意
見
の
対
立
を
恐
れ
て
自
分
の
考
え
を
発
信

で
き
な
い
生
徒
や
、
意
見
の
違
い
を
焦
点
化
で
き
な
い
ま
ま
話
合
い
に
参
加
で
き
ず
に
終
わ
る
生
徒
が
見
ら
れ
、
集

団
で
の
深
い
省
察
に
至
ら
ず
に
授
業
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。

こ
の
教
材
を
通
し
て
、
批
評
的
に
読
む
力
の
い
っ
そ
う
の
育
成
を
図
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
小
説
を
読
み
解

く
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
観
点
を
用
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
作
品
の
構
造
を
精
査
す
る
こ
と
、
叙
述
を
根
拠
に
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
、
場
面
の
意
味
や
つ
な
が
り

に
つ
い
て
作
者
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
読
み
取
る
こ
と
、
情
景
描
写
の
効
果
を
考
え
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
小
説
学
習
の
ま
と
め
と
位
置
付
け
て
こ
れ
ら
の
読
み
の
観
点
を
網
羅
し
つ
つ
、
個
々
の
意
見
の
違
い
を
焦
点
化

し
て
対
立
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
全
員
参
加
の
学
び
合
い
を
創
り
出
し
、
ク
ラ
ス
集
団
だ
か
ら
こ
そ
の
評
価
読
み
を

実
現
し
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
個
々
の
意
見
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
互
い
の
意
見
の
違
い
を
認
識
し
や
す

い
形
で
提
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
可
視
化
さ
れ
共
有
さ
れ
た
個
々
の
思
考
の
違
い
を
焦
点
化
し
て
い
く
た
め
に
、
生

徒
が
互
い
の
意
見
を
比
較
し
た
り
関
連
付
け
た
り
す
る
過
程
を
重
視
す
る
。
全
て
の
生
徒
が
自
分
の
思
考
を
外
言
化

し
、
他
者
と
対
話
す
る
機
会
を
も
て
る
よ
う
に
、
適
切
な
難
易
度
の
発
問
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
学
び
合

い
の
形
態
を
柔
軟
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
的
・
実
践
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
全
員
参
加
の
話
合
い
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
自
分
の
生
き
方
や
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
支
え
る
読
書
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
し
、
自
己
の
生
活
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
文
章
を
批
評
的
に
読
み
な
が
ら
、
作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
考
え
、
作
品
の
価

値
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
わ
り
、
国

語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
1
0
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
本
文
を
通
読
し
て
、
初
発
の
感
想
を

○
・
既
習
の
小
説
や
読
み
の
観
点
と
結
び
付
け
て
考

も
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
交

え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う
と
し

流
す
る
。

て
い
る
か
を
見
取
り
、
個
々
の
感
想
を
受
け
止

め
て
気
付
き
や
視
点
を
評
価
す
る
。 （
ｺ
ﾗ
ﾎ
ﾞ
ﾉ
ｰ
ﾄ
）

・
時
間
の
流
れ
に
着
目
し
て
場
面
に
分

○
・
回
想
場
面
に
注
意
し
な
が
ら
適
切
に
場
面
分
け

け
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
全
体

３
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
ｼ
ｰ
ﾄ
）

・
人
物
関
係
図
を
つ
く
り
、
登
場
人
物

○
・
人
物
の
関
係
を
適
切
に
捉
え
る
こ
と
を
通
し
て

の
関
係
を
捉
え
る
。

作
品
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
て

い
る
か
を
見
取
り
、
称
賛
し
た
り
全
体
に
紹
介

し
た
り
す
る
。

（
ﾐ
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
、
ｼ
ｰ
ﾄ
）

・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
ど
こ
か
を
考
え

○
・
主
要
な
事
件
を
捉
え
た
上
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

て
作
品
全
体
の
構
造
を
把
握
す
る
。

は
ど
こ
か
を
考
え
、
構
造
を
把
握
で
き
て
い
る

か
を
見
取
り
、
全
体
で
共
有
す
る
。

（
ｼ
ｰ
ﾄ
、
話
合
い
で
の
発
言
）

・
ル
ン
ト
ウ
と
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
の
人
物

○
・
「
母
」
「
私
」
が
ル
ン
ト
ウ
と
ヤ
ン
お
ば
さ
ん

像
と
、
「
私
」
に
と
っ
て
二
人
の
存

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
ま
た
二
人
の
存
在
の

３
在
が
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か

「
私
」
に
と
っ
て
の
意
味
は
何
か
を
批
評
的
に

を
読
み
取
る
。

読
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
称
賛

し
た
り
全
体
に
紹
介
し
た
り
す
る
。

（
ﾐ
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
、
ｼ
ｰ
ﾄ
、
話
合
い
で
の
発
言
）

・
ル
ン
ト
ウ
と
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
に
対
す

○
・
ル
ン
ト
ウ
と
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
に
対
す
る
「
私
」

る
「
私
」
の
認
識
や
思
い
を
批
評
的

の
言
動
を
叙
述
に
即
し
て
読
み
取
り
、
「
私
」

に
読
み
取
る
。

の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
批
評
で
き
て
い
る

１
か
を
見
取
り
、
称
賛
し
た
り
全
体
に
紹
介
し
た

り
す
る
。

（
ﾐ
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
、
ｼ
ｰ
ﾄ
、
話
合
い
で
の
発
言
）

・
ホ
ン
ル
と
シ
ュ
イ
シ
ョ
ン
に
託
し
た

○
・
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え

「
私
」
の
希
望
と
、
そ
れ
を
「
手
製

方
に
つ
い
て
、
批
評
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
て

の
偶
像
」
と
考
え
直
し
た
「
私
」
に

い
る
か
を
見
取
り
、
称
賛
し
た
り
全
体
に
紹
介

つ
い
て
考
え
る
。

し
た
り
す
る
。

１
（
ﾐ
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
、
ｼ
ｰ
ﾄ
、
話
合
い
で
の
発
言
）

・
「
第
三
の
結
論
」
が
ど
の
よ
う
な
も

・
叙
述
を
踏
ま
え
て
的
確
に
読
み
取
れ
て
い
る
か

の
か
を
読
み
取
る
。

を
見
取
り
、
全
体
で
共
有
す
る
。

（
ｼ
ｰ
ﾄ
、
話
合
い
で
の
発
言
）

・
「
希
望
→
希
望
の
否
定
」
を
経
て
至

○
・
「
私
」
の
思
考
を
批
評
的
に
読
む
こ
と
を
通
し

本
時

っ
た
第
三
の
結
論
に
つ
い
て
批
評
す

て
、
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い

9
/
1
0

る
。

て
考
え
を
深
め
て
い
る
か
を
見
取
り
、
称
賛
し

た
り
全
体
に
紹
介
し
た
り
す
る
。

（
ｼ
ｰ
ﾄ
、
話
合
い
で
の
発
言
、
チ
ー
ム
ズ
）

・
作
品
の
価
値
を
評
価
す
る
文
章
を
書

○
○
・
読
解
を
踏
ま
え
て
作
品
の
価
値
を
評
価
す
る
こ

１
く
。

と
が
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
コ
メ
ン
ト
と

し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

（
ｼ
ｰ
ﾄ
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

エ
ピ
ロ
ー
グ
に
お
け
る
「
私
」
の
思
考
を
批
評
的
に
読
み
な
が
ら
、
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い

て
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
前
時
の
内
容
を
振
り
返
る
。

・
前
時
の
学
習
内
容
を
想
起
し
て
、
「
私
」
の
思
考

に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
確
認
し
て
い
る
。

問

問
い の 練

い
り

２
第
三
の
結
論
に
至
っ
た
「
私
」
の
も
の

・
「
最
後
に
『
私
』
が
到
達
し
た
の
は
ど
ん
な
境
地

上
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
、
自
分
の
考

な
の
だ
ろ
う
」

げ
え
を
も
つ
。

・
「
一
度
は
希
望
を
否
定
し
た
『
私
』
が
、
も
う
一

度
『
地
上
の
道
』
の
可
能
性
を
考
え
た
の
は
ど
う

し
て
だ
ろ
う
」

３
同
じ
色
の
付
箋
に
書
き
込
ん
だ
生
徒
ど
う

・
同
じ
意
見
を
も
つ
友
達
と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た

し
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
そ
う
考
え
る
理
由

理
由
を
話
し
合
い
、
共
有
し
て
い
る
。

を
話
し
合
っ
て
共
有
す
る
。

・
同
じ
意
見
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
考
え
と
は
違
っ

た
根
拠
に
触
れ
て
い
る
。

４
学
級
全
体
で
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
行
う
。

・
他
の
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
聴
き
、
疑
問
を
感
じ
た

問
追

り
、
納
得
し
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
少

究
し
ず
つ
更
新
し
て
い
る
。

い
と 問

・
「
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
納
得
で
き
る
と
考
え
た
根
拠

直
い

は
何
だ
ろ
う
」

直
・
「
そ
の
根
拠
は
妥
当
な
も
の
だ
ろ
う
か
」

し
し

５
第
三
の
結
論
に
至
っ
た
「
私
」
の
も
の
の
・
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
に
よ
り
得
た
新
し
い
視
点
や
思
考

見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

の
深
ま
り
を
整
理
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
て
い
る
。

・
話
合
い
を
終
え
て
、
「
私
」
の
も
の
の
見

方
や
考
え
方
を
ど
う
批
評
す
る
か
。

振
６

本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
考
え
た
こ
と
・
「
『
私
』
が
た
ど
り
着
い
た
第
三
の
結
論
に
つ
い

り

振
や
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

て
、
肯
定
的
に
読
む
こ
と
も
否
定
的
に
読
む
こ
と

返

り
も
で
き
る
の
だ
と
思
っ
た
」

り

返
・
「
『
私
』
の
も
の
の
見
方
に
つ
い
て
、
新
し
い
考

り
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
」

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

「
希
望
→
希
望
の
否
定
」
を
経
て
第
三
の
結
論

に
至
っ
た
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を

ど
う
考
え
る
か
。

・
若
い
世
代
に
希
望
を
託
し
、
そ
の
直
後
に

そ
れ
を
否
定
す
る
「
私
」
の
思
考
に
つ
い

て
ど
ん
な
考
え
を
も
っ
た
か
。

・
な
ぜ
「
私
」
が
至
っ
た
第
三
の
結
論
に
納

得
で
き
る
、
ま
た
は
納
得
で
き
な
い
の
か
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
対
話
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

○
「
私
」
の
思
考
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
評
価
の
視
点

前
時
の
全
員
の
ま
と
め
を
共
有
し
て
違
い
に
着
目

を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

で
き
る
よ
う
に
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
で
互
い
の
意
見

・
何
も
せ
ず
次
の
世
代
に
託
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
「
私
」

を
見
合
う
よ
う
に
指
示
す
る
。

は
無
責
任
と
も
言
え
る
。

・
希
望
を
「
手
製
の
偶
像
」
と
し
た
の
は
、
厳
し
い
現
実
を
認

識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
「
私
」
は
自
分
自
身
を
相
対
化

で
き
て
い
る
と
思
う
。

○
「
私
」
が
到
達
し
た
第
三
の
結
論
に
つ
い
て
の
自
分

意
見
の
違
い
を
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
コ
ラ
ボ
ノ

な
り
の
評
価
を
、
根
拠
を
示
し
て
書
い
て
い
る
。

ー
ト
を
活
用
し
、
「
私
」
の
考
え
方
に
納
得
で
き

・
現
実
の
厳
し
さ
を
考
え
れ
ば
、
希
望
を
否
定
し
て
終
わ
っ
て

る
場
合
は
青
、
納
得
で
き
な
い
場
合
は
赤
い
付
箋

し
ま
い
そ
う
だ
が
、
諦
め
な
い
と
こ
ろ
に
「
私
」
の
真
面
目

に
意
見
を
書
き
込
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

さ
を
感
じ
る
。

・
一
度
は
自
分
の
希
望
を
批
判
し
た
「
私
」
が
、
結
局
は
他
力

・
本
願
に
行
き
着
い
た
の
は
、
現
実
逃
避
で
は
な
い
の
か
。

・
全
員
が
自
分
の
思
考
を
外
化
で
き
る
よ
う
に
、
適
切

○
自
分
と
は
異
な
っ
た
視
点
に
触
れ
て
、
な
ぜ
納
得
で

な
人
数
の
グ
ル
ー
プ
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
。

き
る
、
ま
た
は
納
得
で
き
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
同

・
個
々
の
思
考
を
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
、
ミ
エ
ル
ボ

じ
立
場
の
友
達
と
考
え
を
深
め
て
い
る
。

ー
ド
に
メ
ン
バ
ー
全
員
の
意
見
を
書
き
出
す
よ
う
に

○
論
拠
を
明
確
に
し
、
自
分
の
考
え
を
強
化
し
て
い
く

指
示
す
る
。

過
程
を
経
験
し
て
い
る
。

・
集
団
で
の
深
い
学
び
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
考
え

○
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
対
す
る
さ
ま
ざ

の
違
い
の
焦
点
化
に
つ
な
げ
る
意
図
的
な
指
名
を
含

ま
な
評
価
が
あ
り
得
る
こ
と
を
理
解
し
、
多
角
的
に

め
た
柔
軟
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
心
掛
け
る
。

思
考
し
て
い
る
。

・
結
論
を
先
送
り
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
が
、
何
事
も
決
め

・
互
い
の
思
考
を
視
覚
的
に
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

つ
け
ず
、
自
問
自
答
し
て
批
判
を
繰
り
返
す
思
考
は
客
観
的

よ
う
に
、
構
造
的
な
板
書
を
工
夫
す
る
。

だ
と
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
な

・
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
私
」
は
ル
ン
ト
ウ
や
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
に

対
し
て
実
際
の
行
動
を
起
こ
そ
う
と
は
せ
ず
、
抽
象
的
な
結

論
で
お
茶
を
濁
し
て
い
る
終
わ
り
方
と
も
言
え
そ
う
だ

個
々
の
生
徒
の
思
考
を
可
視
化
し
て
共
有
で
き
る

よ
う
に
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
に
書
き
込
む
よ
う
に
指

示
す
る
。

・
授
業
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
こ
の
作

○
文
章
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
考

品
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
も
ま
と
め
る
よ
う

え
る
こ
と
を
通
し
て
、
作
品
の
価
値
を
評
価
す
る
こ

に
指
示
す
る
。

と
に
つ
な
げ
て
い
る
。

○
批
評
的
に
読
む
た
め
の
観
点
を
身
に
付
け
て
い
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
に
お
け
る
「
私
」
の
思
考
を
批
評
的

に
読
み
、
「
私
」
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ

い
て
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
い
る
。

131

Akita University



―本実践から見えてくること―

小説を批評的に読むことによって

多様で豊かな解釈が生み出されていた

－「故郷」（魯迅）の授業の先進例

研究協力者：阿 部 昇

（秋田大学名誉教授・東京未来大学特任教授）

小説を批評的に読む授業が今求められている

これまでの小説の授業には、批評的な観点が

欠落していた。「名作を子どもが批評するなどお

こがましい」「それは大学に行ってからでよい」

などの思い込みから作品を批評的に読むことを

授業で忌避してきた。

しかし、どんな「名作」であっても、読み手

には主体的に評価する権利がある。そこには作

品の良さをメタ的に評価するという要素と、作

品の弱点や限界を批判するという要素が含まれ

る。批評的に読むことをしない読みは何と言お

うと受動的な読みであり、主体的な読みとは言

えない。子どもが作品に違和感を感じることを

大切にする必要がある。また、批評的に読まな

ければその作品の本当の良さも見えてこない。

2017 年学習指導要領の国語に「文章を批判的
に読みながら、文章に表れているものの見方や

考え方について考えること。」という内容が位置

付けられた。画期的と言える。しかし、実際に

これを十分に生かした授業は、まだまだ少ない。

松渕先生の今回の「故郷」の授業は、その批

評的な読みを前面に打ち出したものであり、先

進的なものと言える。作品のエピローグの「私」

の考えに納得できるか納得できないかという明

確な軸を立てながら、子どもたちは多面的に論

議を展開していった。

納得できるという子どもからは「絶望で終わ

ってない」「いろいろ考えて結論を出している」

「現実に挑戦する姿勢が見える」「希望への第一

歩が感じられる」「伏線が最後に回収されている」

などの意見が出た。納得できないという子ども

からは「自分では何もしていない」「『私』はル

ントウと自分の関係をよくしようと努力してい

ない」「最後まで迷っていてはっきりしない」「曖

昧な終わり方だ」などの意見が出た。これらを

巡ってスリリングな論議が進んでいった。

作品を深く多面的に読むことを大事にしつつ

批評を展開している

「批評」と言っても、作品を深く読まないま

まに、表層の印象で納得できる納得できないと

いう論議をさせている授業もある。それでは子

どもたちに批評をする力をつけることはできな

い。松渕先生の授業では、構造上のクライマッ

クスに着目している。また、ルントウと「私」、

ヤンおばさんと「私」、ホンルとシュイションな

どの関係性や事件展開を丁寧に読んでいる。そ

れらを重視しながら、その延長線上に本時の批

評を位置付けている。だから、子どもたちの意

見にそれぞれ重さがあり多様性がある。

エピローグの「私」の「希望」についての試

行錯誤も丁寧に読んでいる。ただの希望でもな

い。絶望でもない。いずれをも否定した上で「歩

く人が多くなれば、それが道になるのだ。」とい

う第三の結論を導き出している。そこを丁寧に

読んでいるから、学習課題を「『希望→希望の否

定』を経て第三の結論に至った『私』のものの

見方や考え方をどう考えるか」とすることがで

きた。優れた学習課題である。

子どもたちの発言の整理と焦点化

あえて改善点を言えば、子どもたちの発言を

整理し焦点化する場面がもう少しあってもよか

ったかもしれない。子どもたちの発言を大事に

している点は高く評価できるが、「ここで子ども

たちの発言を整理し焦点化すると論議が深まる」

と感じられる箇所があった。

たとえば「『挑戦する姿勢が見える』のは本文

のどこから？」「『自分では何もしていない』は

本文のどこからわかる？」「意見が変わることを

『コロコロ変わる』と言う人と『深く考えてい

る』と言う人といるけど、それぞれどう思う？」

などの整理・焦点化である。

132

Akita University



令和４年度の実践記録（社会）

－実践記録（第２学年）－

１ 単元名

「世界と比べた日本の地域的特色」

－深める「問い直し」により、社会的事象をより自分事として捉えることができるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) ＩＣＴの三つの特質

本授業の前半では、Ｃ－ラーニングのクイックアンケート機能で自他の意見の差異を瞬時に

共有化した。また終末では、コラボノートのリアルタイム共有機能を活用することで、自他の

思考の差異を可視化するとともに、全ての生徒が自分の考えをアウトプットできるようにした。

(2) 対話の三つの方向性

自分とは異なる意見を「聴き合う」体験を通じて視野を広げ、全ての生徒が授業のねらいを

達成して満足感を得られるように、「少人数グループの話合い→全体での情報共有→個人の考

えをまとめる」展開にした。また、個々の意見を互いに共有化できるようにして、集団での深

い学びを目指した。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ これまで学習した日本の地域的特色

を捉えるための「４つの視点」を再確

認する。 （全体）

「『４つの視点』とは何だったかな？」

「一つでも答えられる人はいるかな？」

■生徒の反応は予想通り。挙手しやすい発 ○プレートの一部を見て「あれか！」と思い出

問から授業に入ることで、多くの生徒が したような反応を示す生徒が複数見られた。

挙手した。発表が苦手な生徒も含めて、

意図的に指名した。

「今日は、これまで学んだことを異なる観

問 点から捉え直すことで、より深く学び、

い 本質を捉えることを目指します。」

の

絞 ２ 日本の地域的特色を「持続可能性」

り という観点から捉え直し、本時の学習課

込 題を確認する。

み 「世界の中で、今の日本人の暮らしが幸せ ○ほぼ全員が挙手した。

これまでの学習内容を生徒が思い出しやす

くなるように、前時までの授業で使った学習

プレート（自然環境 人口 資源・エネルギ

ーと産業 交通・通信）を用いる。

生徒が学習課題を「自分事」として捉えら

れるよう、補助発問を行う。
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なほうだと思う人は？」

「では、今の幸せな暮らしが、今後も維持 ○挙手は無し。表情がやや引き締まる。

できると思う人は？」 ○ほぼ全員が「維持できない」方に挙手した。

「維持できないと思う人は？」 ○４枚のプレートをちらちら見る生徒も。前時

「なぜ、そう思いましたか？」 までの学習内容を思い出し、関連性を思考し

ている様子も窺えた。

■生徒が学習課題を自分事として受け入れ

る雰囲気が醸成されるタイミングを図り

つつ、学習課題を提示する。

課題『持続可能な日本社会をつくるため、

最優先で取り組むべきことは何だろう？』

「課題を考える際の条件を３つ示します。」

①自分たちが社会に出て活躍する時代まで

②日本国および日本国民の範囲

③現在と同程度の生活水準以上ならＯＫ ○「うんうん」と頷きながら条件を見る生徒が

複数見られた。「これならできそう」という

様子も窺えた。

３ 現時点で最優先と考える視点を１つ

選択し、同じ視点を選んだ人どうしで

グループをつくる。

「同じ視点を選んだ人どうしでグループを

作って考えをまとめます。」 ○投票結果が瞬時にグラフ化され、変化してい

「途中で移動するのも自由です。」 く画面に目線が集中し、笑顔や興奮などの反

応が伝わってきた。自分の意見が学級でどの

個 ような位置付けか比較する様子が窺えた。

人

や

協

働

に

よ

る

追

究

課題について考える際の同一条件を３つ示

し、生徒の思考を学習のねらいに焦点化する。

Ｃ-ラーニングのクイックアンケート機能

で現時点の意見を入力させ、学級全体の傾向

を瞬時に共有する。
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４ 既習事項を活用しながら、４つの視 ○予想通り、４つの視点のうち「交通・通信」

点と将来の日本社会との関連性を考察 を選択する生徒はいなかった。しかし、活動

し、班の考えをまとめる。（個→班） の途中で数名が移動してきて、ミエルトーク

を始めた。

○教室の中央で、どのグループに入るか迷って

いる生徒が数名見られた。理由を聞くと、

「どの分野も大事なので、一つに絞れない」

○資料を活用している生徒もいたが、ノートや

既習知識でトークしている生徒もいた。

５ 各班の結論を聴き合いながら、根拠

に基づいて考察する。 （全体）

■各グループの中で、始めにミセルさんや

アシスタントさん役の生徒が説明し、さ ○自分の思いを優先して話す生徒もいたが、話

らに発言したい表情の生徒に補足説明を 型を意識して話す生徒も見られた。

依頼する。

○他グループの発言に耳を傾け、頷いたりメモ

を取ったりしながら、自分の考えを深めよう

とする姿が見られた。

◎仲間の意見を参考にしつつ、最終的な自分の

考えを、根拠を示しながら論理的に表現でき

ている。

６ 自分の思考を再構成し、本時の学習

課題に対するまとめを自分の言葉で記

入し、共有する。 （個→全体）

「今日の授業で『気付いたこと』は、何だ

ろう？」

各グループ毎に資料を準備して活用を促す

とともに、終末に全ての資料を配付すること

を予告する。

根拠に基づいて発表できるように、基本的

な話型（結論＋根拠）を提示する。

生徒が他者の感想や意見をリアルタイムで

共有しながら入力できるように、コラボノー

トの共有表示機能を使って入力する。
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○生徒個人の思考能力やキーボード入力速度の

思 違いによって、表示される入力結果に時間差

考 があった。

の

再 ○早めに入力し終えた生徒の多くは、満足げな

構 表情で余韻を味わいつつ、他者がまとめた意

成 見を読んで参考にしている様子が窺えた。

≪生徒の振り返りから≫

・どの視点も大事だな…と思えたので、選ぶのが難しかったし、迷った。

・他の視点を選んだグループの発表を聞いて、それぞれ「その通りだな」と感じる部分があった。

・全部（の視点）が大事で、どれ一つでも欠けると日本が成り立たないし、持続可能ではないこ

とが分かった。

・一つを選ばなければならなかったが、組み合わせて考えることで、全体像が少し見えてきたよ

うな気がしました。

４ 授業の省察

○カードを使って学習過程を可視化していたので、生徒は現在の学習進度や立ち位置を自覚するこ

とができ、安心感をもって授業に参加できていた。

○グループ内のミエルトークでは、これまでの授業の蓄積が生かされていた。またアナログならで

はの良さ（即時性や修正しやすさ等）も感じられた。

○互いの考えを聴き合う場としての「協働的な学び」を経て、「個別最適な学び」を実現できた。

○Ｃ-ラーニングやコラボノート、書画カメラなど、ＩＣＴを場面に応じて積極的に活用しながら

主体的に学ぶ姿が見られた。

●資料から生徒の問いを引き出し、事実や既習事項を根拠に問題解決に向かう授業を更に追究して

いく必要がある。

●展開部におけるＩＣＴ活用を研究することで、「導入-展開-終末」と一貫して効果的な活用法が

確立できるのではないか。
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社
会
科
学
習
指
導
計
画

学
級

２
年
Ｄ
組

３
１
名

授
業

者
幸
野
谷
憲
司

共
同
研
究
者

外
池

智

加
納

隆
徳

Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色
」

－
深
め
る
「
問
い
直
し
」
に
よ
り
、
社
会
的
事
象
を
よ
り
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
－

Ⅱ
単
元
に
つ
い
て

本
単
元
は
、
学
習
指
導
要
領
の
地
理
的
分
野
Ｃ
「
日
本
の
様
々
な
地
域
」
の
(
２
)
日
本
の
地
域
的
特
色
と
地
域

区
分
に
該
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
①
自
然
環
境
、
②
人
口
、
③
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
、
④
交
通
・
通
信
、

の
４
つ
の
小
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
４
つ
の
視
点
か
ら
、
世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色
に
つ

い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
表
現
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
授
業
で
は
、
教
科
書
に
従
っ
て
個
別
・
並
列
的
に
特
徴
を
押
さ
え
る
こ
と
が
主
に
な
り
が
ち
で
、
単
元

全
体
を
通
し
て
我
が
国
の
国
土
の
地
域
的
特
色
の
全
体
像
を
捉
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
授
業
で
は
、
①
～
④
の
小
項
目
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能
性
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
考
え

直
す
こ
と
で
、
我
が
国
の
特
色
を
よ
り
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
取
り
組
む
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
３
年
時

に
学
習
す
る
公
民
的
分
野
「
こ
れ
か
ら
の
地
球
社
会
と
日
本
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
ま
た
中
学
校

３
年
間
で
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
上
で
も
大
切
な
単
元
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

本
学
級
の
生
徒
は
、
社
会
科
の
学
習
に
お
お
む
ね
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
度
に
実
施
し
た
生
徒
へ

の
意
識
調
査
で
は
、
9
0
.
6
％
の
生
徒
が
社
会
科
の
授
業
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、

授
業
中
の
発
表
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
諸
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

の
定
着
率
も
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
❶
社
会
的
事
象
の
捉
え
方
が
一
面
的
な
生
徒
が
多
く
、
❷
複
数
の

「
事
実
」
か
ら
見
え
に
く
い
「
概
念
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
ま
た
、
昨
年

度
の
後
期
か
ら
、
❸
授
業
中
の
発
表
者
が
固
定
化
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
単
元
で
は
、
４
つ
の
小
項
目
で
学
ん
だ
基
本
的
な
知
識
を
用
い
て
、
「
世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域

的
特
色
」
の
全
体
像
を
表
現
す
る
学
習
に
取
り
組
む
。
複
数
の
事
実
か
ら
全
体
像
を
捉
え
る
学
習
を
不
得
手
と
し

て
い
る
生
徒
で
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
、
始
め
は
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
中
心
に
行
い
、
最
終
的
に

個
人
の
ま
と
め
を
行
う
よ
う
に
段
階
的
に
学
習
す
る
。
さ
ら
に
、
個
人
の
意
見
を
発
表
す
る
手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
生
徒
が
表
現
し
た
り
互
い
の
考
え
を
共
有
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

(
1
)
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
三
つ
の
特
質
」
に
関
連
し
て
（
❷
❸
解
決
の
た
め
に
）

社
会
科
の
授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
時
、
特
に
「
思
考
の
可
視
化
」
「
瞬
時
の
共
有
化
」
と
い
う
点
で
有
効
で

あ
る
。
本
授
業
で
は
、
Ｃ
－
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ク
イ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
で
自
他
の
意
見
の
差
異
を
瞬
時
に
共
有
化

す
る
。
ま
た
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
共
有
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
他
の
思
考
の
差
異
を
可
視
化
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
あ

く
ま
で
生
徒
の
学
習
を
手
助
け
す
る
手
段
で
あ
り
、
目
的
化
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。

(
2
)
「
対
話
の
三
つ
の
方
向
性
」
に
関
連
し
て
（
❶
❷
解
決
の
た
め
に
）

自
分
と
は
異
な
る
意
見
を
「
聴
き
合
う
」
体
験
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
、
全
て
の
生
徒
が
授
業
の
ね
ら
い
を
達
成

し
て
満
足
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
少
人
数
グ
ル
ー
プ
の
話
合
い
→
全
体
で
の
情
報
共
有
→
個
人
の
考
え
を
ま
と

め
る
」
展
開
に
す
る
。
ま
た
、
個
々
の
意
見
も
互
い
に
共
有
化
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
集
団
で
の
深
い
学
び
を
実
現

し
た
い
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
①
自
然
環
境
、
②
人
口
、
③
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
、
④
交
通
・
通
信
の
４
つ
の
視
点
か
ら
、
日
本
の

国
土
の
特
色
を
大
観
し
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色
を
、
①
自
然
環
境
、
②
人
口
、
③
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
、
④
交

通
・
通
信
、
の
４
つ
の
視
点
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
表
現
で
き
る
。

(
3
)
日
本
の
地
域
的
特
色
と
地
域
区
分
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
視
野
に
入
れ
、
そ
こ
で
見
ら
れ

る
課
題
を
主
体
的
に
追
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
１
０
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
主
題
図
や
分
布
図
等
か
ら
、
日
本
の

・
自
然
環
境
に
関
す
る
特
色
を
簡
潔
に
ま
と
め
て

自
然
環
境
に
関
す
る
特
色
を
読
み
取

い
る
か
を
見
取
り
、
全
体
に
紹
介
す
る
。

２
り
、
理
解
す
る
。
世
界
と
比
べ
た
日
○

○
・
単
元
課
題
を
見
い
だ
し
、
そ
の
理
由
を
予
想
し

本
の
地
域
的
特
色
を
追
究
す
る
単
元

て
い
る
か
を
見
取
り
、
全
体
に
紹
介
す
る
。

課
題
を
設
定
す
る
。

（
ノ
ー
ト
、
小
テ
ス
ト
）

・
日
本
列
島
が
６
つ
の
気
候
区
分
に
分

・
地
形
と
気
候
区
分
の
関
係
性
を
考
察
し
て
ま
と

１
類
で
き
る
理
由
に
つ
い
て
多
面
的
に

○
め
て
い
る
こ
と
を
見
取
り
、
そ
の
妥
当
性
を
検

考
察
し
て
説
明
す
る
。

証
す
る
。

（
ノ
ー
ト
、
小
テ
ス
ト
）

・
日
本
は
自
然
災
害
が
多
く
、
そ
の
分

・
身
近
に
自
然
災
害
が
あ
り
、
防
災
・
減
災
に
取

１
防
災
・
減
災
対
策
に
努
め
て
い
る
こ
○

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
か
を
見

と
を
理
解
す
る
。

取
り
全
体
に
紹
介
す
る
。
（
発
表
、
ノ
ー
ト
）

・
少
子
高
齢
化
や
過
疎
・
過
密
問
題
の

・
こ
れ
ま
で
の
推
移
に
加
え
て
今
後
を
予
測
す
る

１
実
態
を
読
み
取
り
、
日
本
の
人
口
に
○

○
な
ど
、
時
系
列
に
整
理
し
て
考
察
し
て
い
る
か

関
す
る
課
題
を
理
解
す
る
。

を
見
取
る
。

（
ノ
ー
ト
、
小
テ
ス
ト
）

・
日
本
と
世
界
、
ま
た
日
本
国
内
の
交

・
交
通
・
通
信
網
の
広
が
り
や
分
布
に
着
目
し
て

１
通
・
通
信
網
の
発
達
の
特
徴
を
資
料
○

日
本
の
中
心
拠
点
や
整
備
の
進
み
方
を
捉
え
て

か
ら
読
み
取
り
、
理
解
す
る
。

い
る
か
を
見
取
る
。

（
発
表
、
小
テ
ス
ト
）

・
日
本
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

・
他
国
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
の
比
較
か

１
現
状
や
日
本
の
発
電
方
法
に
着
目
し

○
ら
日
本
の
現
状
と
課
題
を
捉
え
、
現
在
の
取
り

て
、
日
本
の
課
題
に
つ
い
て
多
面
的

組
み
や
将
来
の
展
望
を
考
察
し
て
い
る
か
を
見

・
多
角
的
に
考
察
す
る
。

取
る
。

（
ノ
ー
ト
、
小
テ
ス
ト
）

・
日
本
の
産
業
が
抱
え
る
課
題
や
そ
の

・
食
料
自
給
率
の
低
下
や
産
業
の
空
洞
化
に
着
目

１
背
景
を
諸
資
料
か
ら
読
み
取
り
、
多
○

し
て
課
題
を
捉
え
て
い
る
か
を
見
取
り
、
全
体

面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
。

に
紹
介
す
る
。

（
ノ
ー
ト
、
小
テ
ス
ト
）

本
時
・
持
続
可
能
性
を
考
え
る
上
で
最
重
要

・
選
択
し
た
視
点
と
理
由
に
整
合
性
が
あ
り
、
根

9
/
1
0

と
思
う
視
点
を
選
び
、
根
拠
を
示
し

○
○

拠
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
に
説
明
し
て
い
る
か

な
が
ら
論
理
的
に
説
明
す
る
。

を
見
取
る
。

（
発
表
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
）

・
単
元
課
題
に
対
す
る
自
分
の
ま
と
め

・
複
数
の
視
点
か
ら
日
本
の
特
色
を
捉
え
、
各
地

１
に
基
づ
い
て
、
日
本
の
地
域
区
分
を

○
○

域
の
分
布
や
特
色
が
分
か
る
よ
う
に
表
現
し
て

示
す
主
題
図
を
作
成
す
る
。

い
る
か
を
見
取
る
。

（
白
地
図
、
ノ
ー
ト
）

単
元
課
題
：
世
界
か
ら
見
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
地
域
的
特
色
の
あ
る
国
だ
ろ
う
。
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
上
で
日
本
が
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
「
視
点
」
を
選
択
し
、
そ
の
理
由
を
、

根
拠
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
日
本
の
地
域
的
特
色

・
「
何
が
あ
っ
た
か
な
」

を
捉
え
る
た
め
の
「
４
つ
の
視
点
」
を
再
確

・
「
視
点
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
も
あ
っ
た
は
ず
だ
」

問
認
す
る
。

（
全
体
）

問
い

「
４
つ
の
視
点
」
と
は
何
だ
っ
た
か
な
？

の 絞 り
２

日
本
の
地
域
的
特
色
を
「
持
続
可
能
性
」

・
「
何
年
間
く
ら
い
の
期
間
な
ら
、
持
続
可
能
と
言

い
込

と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
、
本
時
の
学
習

っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
？
」

み
課
題
を
確
認
す
る
。

学
習
課
題
：
自
分
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
最

・
「
自
分
、
家
族
、
地
域
、
国
全
体
…
、
ど
の
規
模

優
先
で
取
り
組
む
べ
き
視
点
は
ど
れ
だ
ろ
う

で
考
え
た
ら
い
い
の
か
な
」

３
現
時
点
で
最
優
先
と
考
え
る
視
点
を
１
つ

・
「
自
分
た
ち
の
班
の
考
え
が
正
し
い
は
ず
だ
」

選
択
し
、
同
じ
視
点
を
選
ん
だ
人
ど
う
し
で

・
「
日
本
は
自
然
災
害
が
多
い
か
ら
、
ま
ず
は
生
き

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
。

る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
」

個
・
「
少
子
高
齢
化
は
秋
田
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
問

問
人
４

既
習
事
項
を
活
用
し
な
が
ら
、
４
つ
の
視

題
。
社
会
を
支
え
る
根
本
の
問
題
だ
」

や
点
と
将
来
の
日
本
社
会
と
の
関
連
性
を
考
察

・
「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
を
も
っ
と
上
げ

い
協

し
、
班
の
考
え
を
ま
と
め
る
。
（
個
→
班
）

な
い
と
、
将
来
が
不
安
だ
」

働
持
続
可
能
な
日
本
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
最
優

・
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
後
発
展
す
る
上
で
不
可
欠
。
成
長

直
に

先
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

の
鍵
に
な
り
そ
う
だ
」

よ

し
る 追
５

各
班
の
結
論
を
聴
き
合
い
な
が
ら
、
根
拠

・
「
他
班
の
主
張
に
も
一
理
あ
る
。
視
点
を
１
つ
に

究
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
。

（
全
体
）

絞
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
」

・
「
日
本
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
国
だ
」

・
「
ど
の
視
点
も
大
事
な
の
で
、
迷
っ
て
し
ま
う
」

６
自
分
の
思
考
を
再
構
成
し
、
本
時
の
学
習

・
「
や
っ
ぱ
り
、
自
分
た
ち
の
考
え
が
正
し
い
」

課
題
に
対
す
る
ま
と
め
を
自
分
の
言
葉
で
記

・
「
他
班
の
発
表
も
根
拠
が
あ
っ
て
、
間
違
い
と
は

思
入
し
、
共
有
す
る
。

（
個
→
全
体
）

言
え
な
い
な
」

振
考

今
日
の
授
業
で
｢
気
付
い
た
こ
と
｣
は
、
何
だ
ろ

・
「
自
分
た
ち
の
将
来
と
考
え
る
と
、
他
人
事
で
は

り
の

う
？

な
く
な
る
」

返
再

・
「
日
本
に
は
特
色
も
課
題
も
沢
山
あ
る
ん
だ
な
」

る
構 成

※
｢
主
体
的
な
行
動
力
｣
｢
独
創
的
な
表
現
力
｣
｢
多
角
的
な
省
察
力
｣
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

＝
対
話
の
活
用
目
的

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
生
徒
が
本
単
元
で
学
習
し
た
内
容
を
思
い
出
せ
る
よ

・
自
然
環
境
、
人
口
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
、
交
通
・

う
に
、
各
授
業
で
使
っ
た
プ
レ
ー
ト
を
用
い
る
。

通
信
と
い
う
４
つ
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
特
色
を
捉
え
て
き

・
生
徒
自
身
が
課
題
意
識
を
も
て
る
よ
う
に
、
４
つ
の

た
ん
だ
な

視
点
ご
と
の
特
徴
と
課
題
を
確
認
し
、
簡
潔
に
振
り

・
世
界
か
ら
見
て
、
日
本
は
様
々
な
特
徴
や
課
題
が
あ
る
国
な

返
る
。

ん
だ
な

・
考
え
る
際
の
同
一
条
件
と
し
て
次
の
３
点
を
挙
げ
る

○
本
時
の
学
習
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
意
欲
的

①
「
自
分
た
ち
が
社
会
で
活
躍
す
る
時
代
」

に
学
習
に
参
加
し
て
い
る
。

②
「
範
囲
は
日
本
国
及
び
国
民
」

・
自
分
の
将
来
の
た
め
に
、
他
人
事
に
は
せ
ず
に
今
日
の
課
題

③
「
現
在
と
同
程
度
以
上
の
生
活
水
準
」

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
そ
う
だ

Ｃ
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ク
イ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能

○
自
分
と
は
異
な
る
選
択
を
す
る
仲
間
も
い
る
こ
と
を

で
現
時
点
で
の
印
象
を
選
択
入
力
し
、
結
果
を
大
型

知
り
、
意
見
の
多
様
性
に
気
付
い
て
い
る
。

モ
ニ
タ
ー
に
表
示
す
る
こ
と
で
、
学
級
全
体
の
傾
向

を
瞬
時
に
共
有
す
る
。

・
自
分
の
考
え
を
深
め
る
た
め
、
同
じ
視
点
を
選
ん
だ

○
同
じ
視
点
を
選
ん
だ
理
由
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
根

人
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

拠
を
補
い
合
い
、
説
明
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
。

・
生
徒
自
身
が
判
断
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
対
話

の
相
手
を
自
由
に
変
え
て
も
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
。

○
前
時
ま
で
の
ノ
ー
ト
の
記
述
を
生
か
し
て
、
根
拠
を

・
生
徒
が
既
習
事
項
を
生
か
し
て
話
合
い
が
で
き
る
よ

説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

う
に
、
移
動
時
に
ノ
ー
ト
の
持
参
を
促
す
。

○
結
論
と
根
拠
を
示
し
て
論
理
的
に
説
明
し
て
い
る
。

・
生
徒
が
根
拠
に
基
づ
い
て
発
表
で
き
る
よ
う
に
、
話

・
私
た
ち
は
○
○
を
重
視
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
○
○
は
全
て
に

型
（
結
論
＋
根
拠
）
を
示
す
。

□
□
の
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す

・
生
徒
が
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
の
に
役
立
て
ら
れ
る

○
他
者
の
意
見
を
自
分
の
考
え
と
比
較
し
な
が
ら
「
傾

よ
う
に
、
参
考
に
な
る
意
見
や
根
拠
を
ノ
ー
ト
に
メ

聴
」
で
き
て
い
る
。

モ
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
自
分
は
○
○
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
△
△
も
や
っ
ぱ
り
大
事

だ
な

・
生
徒
の
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
を
促
す
た
め

・
複
数
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
よ
り
持
続
可
能
な
社
会
に

に
、
参
考
に
な
っ
た
仲
間
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

な
る
か
も
し
れ
な
い

ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
よ
う
に
促
す
。

生
徒
が
他
者
の
感
想
や
意
見
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

共
有
し
な
が
ら
入
力
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー

ト
の
共
有
表
示
機
能
を
使
っ
て
入
力
す
る
。

・
次
時
の
授
業
「
世
界
か
ら
見
て
、
日
本
は
ど
ん
な
国

・
今
日
の
授
業
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
点
を
生
か
し
て
、

と
言
え
る
か
（
ま
と
め
）
」
を
予
告
す
る
。

ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ

持
続
可
能
な
日
本
に
な
る
た
め
に
重
要
と
考
え
る

視
点
に
つ
い
て
、
仲
間
の
意
見
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、

最
終
的
な
自
分
の
考
え
を
、
根
拠
を
示
し
な
が
ら
論

理
的
に
表
現
で
き
て
い
る
。
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   －本実践から見えてくること－     

「問い直し」の主体と資料の取り扱い 

             共同研究者： 外池 智 

（秋田大学教育文化学部・教科教育学講座） 

 

１．工夫されていた点 

 まず 1 点目は、生徒の課題と実践の工夫の対

応である。指導案の「Ⅲ生徒観と指導について」

において、生徒の課題が❶～❸と整理して示さ

れており、それを受けて「Ⅳ研究の具体的な実

践事項」では、それぞれの課題に対してどう対

応するのかが明示されていた。時折、研究上の

課題が優先され、眼前の生徒の課題と実践工夫

がズレている事があるが、今回の指導案ではそ

の対応関係がしっかりと明示されていた。 

次に 2 点目は、授業中に展開される学習活動

の自覚化である。これは、昨年の授業でも指摘

した点である。本研究の「2 研究主題と目指す子

ども」の「(1)研究仮設」には「『問い・問い直

し・振り返りのある学び』のプロセスの活性化」

が掲げられている。このプロセスは、本校が積

年の研究により得た成果であるが、本授業では、

この「学びのプロセス」を活かし、本時の学習会

代が提示された直後には「予想」学習展開の場

面では「問い直し」という様に、各学習過程毎に

ラベルを示し可視化していた。自分達が、本時

の授業展開の内、今どのような活動に取り組ん

でいるのかを可視化する事で常に自身の学習展

開での位置を自覚化させていたのである。各プ

ロセスで今どのような学習に取り組んでいるの

かを意図的に自覚化させる事で、自身の取り組

みを意識化し、省察を促す工夫が見て取れた。 

最後に 3 点目は、ICT の活用である。GIGA ス

クール構想を受けて、本研究の「3 2 年時の研

究内容」のⅠの(1)の①には「ICT の三つの特質

の明確化」の推進が掲げられている。今回の授

業の場合は、①から④のテーマのどれに取り組

みたいかの場面で C ラーニングのクイックアン

ケート機能を、まとめの場面ではコラボノート

のリアルタイム共有機能を活用していた。昨年

の実践に続き、モデル的な ICT 活用を提示でき

ていたのではないか。 

２．実践から見えてきた課題 

まず 1 点目は、誰が「問い」「問い直す」の

かという点である。この点は、昨年の実践でも

指摘した点である。本研究の「3 2 年時の研究

内容」のⅡには「問い」や「問い直し」の在り方

が提言されている。本来は、当然の事ながら生

徒達自身から湧き上がる「問い」や「問い直し」

が学習の推進力であろう。しかし、今回の授業

の場合は、「問い直し」としての課題が授業者か

ら提示されていた。学びの本質に立ち返った時、

「問い」「問い直す」のは誰なのかを改めて考え

ていただきたい。 

 2 点目は、資料の扱いについてである。学習課

題を実証的に探るため、どんな資料が必要なの

か。生徒達は既に①自然環境、②人口、③資源・

エネルギーと産業、④交通・通信について学習

を終えている。したがって、その学習の成果か

ら自分自身で必要な資料を取り上げる事ができ

た。授業者が提示するのではなく、学習者自ら

資料を活用する活動を設定してもよかった。 

 3 点目は、論拠に基づく発表である。周知の通

り、昨年度から全面実施となった新指導要領に

おいても、PISA での調査結果を踏まえ、子ども

達の課題として示している点である。今回の授

業では、グループ学習時や全体の共有場面にお

いて、資料に基づいた検討や発表が不十分であ

った。自身の思いや想像に留まらず、社会科で

あれば論拠に基づいた意見形成が求められる。 

 最後に 4 点目は、対話的学習場面の組織化で

ある。生徒達は、既にミエルトークの手法を十

分に身に着けている。しかし、今回のグループ

活動場面では、大人数になる活動場面があり、

その手法があまり活かされていなかった。4 人

程のグループではないグループ活動の場合、ど

のように組織的に対話的学習を展開するのか、

検討する必要がある。 

 いずれにしても、問題提起性のある授業であ

り、授業者の今後に期待したい。 
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－本実践から見えてくること－ 

 「社会的事象を時間、空間、相互関係の視点

でとらえる」～生徒自らが行う、『協働的な

学び』を通して～ 

            共同研究者：加納 隆徳 

（秋田大学教育文化学部・教育実践講座） 

 

 本実践は附属中学の幸野谷教諭が実践された

授業「社会的事象を時間、空間、相互関係の視

点でとらえる」について教科教育学的な視点か

ら振り返りを行うことを目的とする。今回の実

践は、学習指導要領でいうところの『地理的な

見方・考え方』を用いた生徒による社会的事象

を検討させることを主眼においた提案を行って

頂いた。今回の学習指導要領では各教科におい

て『見方・考え方』に注目しており、中学校学

習指導要領解説（社会科編）でも「『社会的な

見方・考え方』を働かせた「思考力，判断力，

表現力等」の育成」の必要性が指摘されている。

本実践はその意味でも、公立中学校の先生方を

含めたすべての学校現場において、どのような

学習活動があり得るのかを検討させる意味で、

非常に貴重な提案をいただけたと考える。 

 本実践の特徴といえるのが、ESD の観点を取

り入れた今回の学習課題であろう。別添の今回

の学習指導案を見ていただけばわかるとおり、

幸野谷教諭は学習課題として、「自分たちの将

来のために最優先で取り組むべき視点はどれだ

ろう」を提示した。日本をおける社会の現状を

考えたときに、様々な観点から未来を見通すこ

とが必要なのは、すべての教科にとって必要な

ことである。そのなかで、時間的な意味を「最

優先」という表現の元に、生徒たちに考察させ

ようとした。社会科では、「最優先」という活

動に近しいものとして、公民的分野で、「ダイ

ヤモンドランキング」などの手法があげられる。

この手法のよい点として、生徒同士の価値観の

表出ができる課題となっており、その上で、よ

りよい解決策を導き出す方法になっている。地

理でも「最優先」という活動から、『時間軸』

を念頭においた検討があったことは印象にのこ

る。すなわち、最優先が自分たちの世代の問題

なのか、数百年の単位で考えるものなのか、も

う少し先の未来を考えるのかという視点であ

る。授業者からは、今の時代にという限定をか

けることによって、『最優先』という課題に現

実をもたせることができた。一方で、生徒たち

はその先の未来を見据えた意識が見られた点に

も着目したい。ともすると、自分の世代だけが

よければいい視点から脱却した考え方が見受け

られたのは、その点を評価しながら、議論をす

すめていくことの大切さを、我々の側も感じら

れた。 

 授業については我々の側でも学びたい点と、

今後の課題点を示したいと思う。まず、学びた

い点であるが、やはり課題の提示方法が工夫さ

れており、生徒たちの学びを深く誘えていた点

である。この課題から示せるのは、価値観の表

出から、なぜ、その理由に正当性が持てるのか

を議論するプロセスが重要なのであろう。実際、

授業者自身もその点が念頭にあり、「想定され

る生徒の学習状況」にも「正しい」や「間違い

とは言えないな」といった表現があるのは、学

習プロセスから、その先の評価を行う姿が想定

されていると言えそうだ。故に、この授業を学

生や若手教員が実施した場合、着目すべきは「学

習プロセス」をマネジメントできるか否かが重

要であり、学習課題そのものだけでは、よい授

業になり得ないことに注意すべきであろう。ま

た、今回の実践では ICT 活用を積極的にすすめ

情報交流している姿も魅力的であった。本実践

の今後考えていただきたい課題点としては、地

理的分野と公民的分野での目標には相違点がな

いかという点である。どうしても今回、生徒自

身の価値を表出させる場面設定が、公民的分野

の学習と似通ってしまっている点が気になると

ころである。もちろん、地理でも未来を見通し

た活動は必要であるには違いないものの、地理

と公民との間で棲み分けがいるのか。いらない

とするならば、重なり合う部分をどのように処

理すべきかは、今後、学校現場で考えなければ

ならない課題になるとおもわれる。 
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令和４年度の実践記録（数学）

－実践記録（第３学年）－

１ 単元名

「式の計算」 －数学的な見方・考え方を働かせながら

道の面積の求め方を多角的に考察できるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 瞬時の判断と柔軟な授業展開

｢さらに言えることとはどんなことですか？｣｢次何を考えますか？｣など、生徒の認知的な側

面を刺激する支援的な発問をし、生徒から数学的な見方・考え方を引き出すことで、課題解決

に導く力を育成しようとした。

(2) 見通し、振り返りの場面でのＩＣＴの活用

見通しの場面では、友達の考えを瞬時にヒントにできるようにし、振り返りの場面では、他

の生徒との共有を図った。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

問 １ 宿題の答えを確認する。

題 ２ 課題を設定する。

の 「あなたは次何を考えますか。」 〇 a の数字と答えが関わっている。

把 ■主体的に本時の学習課題を設定できるよ 〇円で考えたので、長方形や別の図形で考えた

握 うにするために発問した。 らいいのではないか。

〇 a が偶数だったので奇数の場合を考える。

見 〇 aに数を当てはめれば答えが出るのではな

通 いか。

し 〇 a×１０πで答えを求めることができるの

ではないか。

〇３つの答えから、次何を考えるかと生徒が自

由に思考していた。

「すべての場合が成り立ちますか。」

「次に何を考えますか。」

■ a×１０πで答えを求めることができる

のではないかという発言を取り上げ、具

体的な数で成り立つことを確認し、課題 〇すべての場合に成り立つことを説明すればい

につなげるために発問した。 いのではないかと気づいている。
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「具体的に何を説明すればいいのかな。」

■本時の学習課題を明確にするために発問

した。 ○（道幅の面積）＝（幅）×（真ん中を通る線）

を説明することを理解している。

解 ３ 円について考える。

決 見通しを立てる場面を設定し、ＩＣＴ（コ

の ラボノート）を活用することで、友達の考

実 えを瞬時にヒントにできるようにする。

行 ■目的に応じて式を変形したり、式の意味 〇（全体）―（真ん中の円）、図形を変形する

を読み取ったりするために、文字を使っ して考えるなど見通しを立てることができて

問 て（大きい円）―（小さい円）を考えた いる。

い 生徒の考えを取り上げた。 ○文字を使って説明することに悩んでいる生徒

直 もいた。

し 理解の定着を図るために、ペアで説明する

時間を設ける。

４ 円以外の図について考え、複数の考

えを比較する。

「円については成り立つことが確認できま

した。次は何を考えますか。」

■学びの意欲を高めるために、生徒の自由 〇長方形、ひし形、正方形、三角形などの別の

な発言を大切にした。 図形を考えようとしている。

本時のねらいを達成するために、正方形、

長方形、三角形で角が直線、曲線に囲まれ

た６つの図形を提示し、その中から考える

図形を選択する場を設定する。

■円での学習を生かして説明できるか確認 ○角が直線の長方形の面積を選んだ生徒が多か

するために、角が直線で囲まれた正方形、 った。

長方形を取り上げた。 ○円で学習したことを生かして説明しようとし

ている。

■角が曲線で囲まれている三角形を取り上 ○簡単に引き算ではできないことに気づき悩ん

げることで、新たな考え方に気づくこと でいる。
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ができるようにした。 ○一人の説明では、納得できていない生徒が多

かった。

○曲線部分の３つのおうぎ形を１つに集め、円

として考えることで面積を求めることができ

ることを理解できている生徒が増えてきてい

る様子。

〇図形を円と長方形３つに変形することによっ

て説明できることは理解している様子。

理解の定着を図るために、ペアで説明する

時間を設ける。

「角が直線に囲まれた三角形はどう考えれ 生徒の思考を揺さぶり新たな考えを引き出

振 ばいいでしょうか。」 すために、今までの方法では解決できない

り ■角が直線に囲まれた三角形を取り上げ、 図形を取り上げる。

返 面積で求めることが難しい図形の考え

り 方に気づくことができるようにする。 ○今までの方法では解くことができないのでは

ないかと考えている。

○角が直線に囲まれた三角形の方法を使って説

明すればいいのではないかと考えている。

■図形を分割して説明する考え方を説明し ○長方形に直して考えれば説明できることは理

ていたので、長方形に直して考えるとい 解している様子。

う生徒を指名した。

ま ５ 本時のまとめをする。 他の生徒との共有やポートフォリオ化を図る

と ために、ＩＣＴ（コラボノート）を活用する。

め

〇全体の面積から真ん中の面積をひく。

〇図を変形する。

〇円と長方形で考える。
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◎面積の差で考えたり、図形を変形したりして、

文字で説明することを理解している。

６ 振り返りをする。

≪生徒の振り返りから≫

・具体的な数で成り立つだろうと予想したことを、文字で説明する大切さに気づくことができた。

・これからの学習では、より簡潔な方法を考えることを大切にしていきたい。

・（道幅の面積）＝（幅）×（真ん中を通る線）が成り立つことを他の図形でも考えてみたいと

思った。

４ 授業の省察

教師から与えられた課題はなく、生徒の考えをつなぎながら学習課題を設定することが生徒の学

ぶ意欲につながった。生徒自身が必要感をもつ課題設定をするために、問題を提示した後、｢次に

何を考えたい？｣｢さらに言えることとは？｣｢今日は何が解決できればよいのか？｣などの発問が大

切だと感じた。操作的な理解ではなく、構造的な見方で理解しているかを見取るべきだった。式変

形を追うことに加えて、図で考える場の設定も必要であった。生徒が本当に他の図形で考えたいと

の問題意識をもつためには、思考の停滞の時間を大切にするべきだった。今までの方法では解決で

きない図形を取り上げることで別の方法を考えたり、より簡潔な方法を考えたりすることができた。

生徒の疑問をさらに取り上げ、全体の場で議論して展開できればよかった。

144

Akita University



数
学
科
学
習
指
導
計
画

学
級

３
年
Ａ
組

３
６
名

授
業

者
高
桑

和
哉

共
同
研
究
者

佐
藤

学

加
藤

慎
一

Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
式
の
計
算
」

－
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
な
が
ら
道
の
面
積
の
求
め
方
を
多
角
的
に
考
察
で
き
る
か
－

Ⅱ
単
元
に
つ
い
て

第
１
学
年
で
は
、
数
量
の
関
係
や
法
則
な
ど
を
、
文
字
を
用
い
て
式
に
表
し
た
り
、
式
の
意
味
を
読
み
取
っ
た

り
、
文
字
を
用
い
た
式
が
数
の
式
と
同
じ
よ
う
に
操
作
で
き
る
こ
と
を
学
習
を
し
て
い
る
。
第
２
学
年
で
は
、
文

字
を
用
い
て
数
量
の
関
係
や
法
則
な
ど
を
考
察
す
る
力
を
養
う
と
と
も
に
、
簡
単
な
整
式
の
加
法
・
減
法
、
単
項

式
の
乗
法
と
除
法
の
計
算
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、
数
量
や
数
量
の
関
係
を
捉
え
説
明
す
る
の
に
文
字

を
用
い
た
式
が
活
用
で
き
る
こ
と
や
、
目
的
に
応
じ
て
簡
単
な
式
を
変
形
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
て
き

た
。
第
３
学
年
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
習
の
上
に
立
っ
て
、
単
項
式
や
多
項
式
の
乗
法
、
多
項
式
を
単
項
式
で
割
る

除
法
及
び
簡
単
な
一
次
式
の
乗
法
の
計
算
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
、
公
式
を
用
い
る
簡
単
な
式
の
展
開

と
因
数
分
解
を
取
り
扱
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
文
字
を
用
い
た
式
で
数
量
及
び
数
量
の
関
係
を
捉
え
説
明
す
る
力

を
養
う
こ
と
が
本
単
元
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

数
学
へ
の
関
心
が
高
く
、
意
欲
的
に
課
題
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
学
習
集
団
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
調
査
か

ら
は
、
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
十
分
に
定
着
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

一
方
で
、
説
明
し
合
う
活
動
に
は
意
欲
的
に
取
り
組
む
も
の
の
、
数
学
の
用
語
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明
し
た
り
、

相
手
を
意
識
し
た
説
明
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
与
え
ら
れ
た
問
題
の
答
え
を
導
き

出
す
こ
と
で
満
足
し
、
｢
本
当
に
そ
う
な
の
か
｣
｢
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
式
で
表
せ
る
の
か
｣
と
い
っ
た
思
考
を
し
た
り
、

答
え
か
ら
新
た
な
性
質
を
見
い
だ
し
た
り
す
る
姿
勢
も
十
分
で
は
な
い
。

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
が
問
い
を
設
定
し
た
り
、
考
え
を
主
体
的
に
発
言
し
た
り
、
疑
問
を
感
じ
た
り
す

る
よ
う
な
授
業
展
開
を
心
掛
け
た
い
。
問
題
文
か
ら
自
分
で
図
を
考
え
た
り
、
求
め
る
面
積
を
条
件
を
変
え
ず
に

単
純
化
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
幅
一
定
の
道
路
の
真
ん
中
を
通
る
線
の
長
さ
と
面
積
の
関
係
が
い
ろ
い
ろ
な
図
形

で
成
り
立
つ
こ
と
の
証
明
等
を
通
し
て
、
目
的
に
応
じ
て
式
を
変
形
し
た
り
そ
の
意
味
を
読
み
取
っ
た
り
、
統
合

的
・
発
展
的
に
考
え
る
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

本
校
数
学
科
で
は
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
問
題
を
把
握
す
る
段
階
」
「
解
決
の
見
通
し
を
も
つ
段
階
」

「
解
決
を
実
行
す
る
段
階
」
「
問
い
直
し
を
す
る
段
階
」
「
学
び
を
ま
と
め
る
段
階
」
の
５
つ
の
段
階
を
設
定
し

て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
生
か
し
な
が
ら
、
学
び
に
向
か
う
雰
囲
気
を
大
切
に
し
、
生
徒
の
発
言
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
、
考
え
を
広
め
た
り
、
よ
り
深
め
た
り
す
る
。

特
に
「
問
題
を
把
握
す
る
段
階
」
で
は
、
問
題
文
か
ら
自
ら
図
形
を
考
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の
自
由
な
発
想
や

疑
問
を
生
か
し
学
習
課
題
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
「
問
い
直
し
を
す
る
段
階
」
で
は
、
複
数
の
解
法
を
比

較
し
た
り
、
生
徒
の
思
考
を
揺
さ
ぶ
っ
た
り
す
る
中
で
簡
潔
性
、
一
般
性
な
ど
に
つ
な
が
る
生
徒
の
つ
ぶ
や
き
を

取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
話
合
い
を
す
る
こ
と
で
主
体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
。
「
学
び
を
ま
と
め
る

段
階
」
で
は
、
本
時
の
学
び
を
振
り
返
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
の
ま
と
め
を
行
う
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
単
項
式
や
多
項
式
の
乗
法
及
び
多
項
式
を
単
項
式
で
割
る
除
法
の
計
算
を
し
た
り
、
簡
単
な
一
次
式
の
乗
法

の
計
算
及
び
公
式
を
用
い
る
簡
単
な
式
の
展
開
や
因
数
分
解
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
既
に
学
習
し
た
計
算
の
方
法
と
関
連
付
け
て
、
式
の
展
開
や
因
数
分
解
を
す
る
方
法
を
考
察
し
表
現
し
た
り
、

文
字
を
用
い
た
式
で
数
量
及
び
数
量
の
関
係
を
捉
え
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
式
の
展
開
や
因
数
分
解
を
す
る
方
法
の
よ
さ
を
実
感
し
て
粘
り
強
く
考
え
、
多
項
式
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

を
生
活
や
学
習
に
生
か
そ
う
と
し
た
り
、
文
字
を
用
い
た
式
を
活
用
し
た
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評

価
・
改
善
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
1
8
時
間
）

１
多
項
式
の
乗
法
と
除
法
・
・
・
（
９
時
間
）

２
因
数
分
解
・
・
・
・
・
・
・
・
（
５
時
間
）

３
式
の
活
用
・
・
・
・
・
・
・
・
（
３
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
乗
法
の
公
式
や
因
数
分
解
の
公
式
を
○

〇
・
数
の
計
算
に
も
乗
法
の
公
式
や
因
数
分
解
の
公

使
っ
て
、
数
の
計
算
を
簡
単
に
で
き

式
が
利
用
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
見

る
。

取
り
、
そ
の
ま
ま
計
算
す
る
場
合
と
公
式
を
使

１
っ
て
計
算
す
る
場
合
を
比
較
検
討
を
通
し
て
、

能
率
的
に
計
算
で
き
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
助
言
す
る
。

（
ノ
ー
ト
・
評
価
問
題
）

・
数
や
図
形
の
性
質
な
ど
が
成
り
立
つ

○
○
・
文
字
を
使
っ
た
式
を
用
い
た
問
題
解
決
の
過
程

こ
と
を
、
文
字
を
使
っ
て
説
明
す
る

を
振
り
返
っ
て
評
価
・
改
善
で
き
る
よ
う
に
比

こ
と
が
で
き
る
。

較
・
検
討
す
る
場
を
設
け
る
。

（
観
察
・
ノ
ー
ト
）

・
数
や
図
形
の
性
質
な
ど
が
成
り
立
つ
こ
と
を
、

１
数
量
お
よ
び
数
量
の
関
係
を
と
ら
え
、
文
字
を

使
っ
た
式
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体

的
に
数
で
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
、
問
題
の
意

味
を
理
解
し
、
証
明
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
ノ
ー
ト
・
評
価
問
題
）

・
Ｓ
＝

a
ℓ
と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ

○
・
道
幅
を
直
線
部
分
と
お
う
ぎ
形
の
部
分
に
分
け

こ
と
を
図
形
を
用
い
た
り
、
文
字
を

て
考
え
、
お
う
ぎ
形
の
部
分
は
集
め
る
と
円
に

本
時

用
い
た
式
を
利
用
し
た
り
し
て
説
明

な
る
こ
と
を
理
解
し
、
文
字
を
用
い
た
式
を
利

3
/
3

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

用
し
て
説
明
で
き
る
か
を
見
取
る
。
具
体
的
な

場
面
を
文
字
式
に
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
苦
手

な
生
徒
に
は
、
数
値
を
与
え
実
際
に
計
算
す
る

こ
と
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
観
察
・
ノ
ー
ト
）

４
単
元
の
ま
と
め
・
・
・
・
・
・
（
１
時
間
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

Ｓ
＝

a
ℓ
と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と
を
図
形
を
用
い
た
り
、
文
字
を
用
い
た
式
を
利
用
し
た
り
し
て
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

問
１

宿
題
の
答
え
を
確
認
す
る
。

・
何
か
言
え
る
こ
と
な
い
か
な

題
・
求
め
る
方
法
は
他
に
な
い
か
な

の

問
把 握

い

見 通
２

課
題
を
設
定
す
る
。

し
・
「
面
積
は
、
幅
と
真
ん
中
を
通
る
線
の
長
さ
で
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」

解
３

円
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
「
文
字
を
使
っ
て
説
明
す
れ
ば
い
い
の
で
は
」

決
・
「
道
を
長
方
形
で
考
え
れ
ば
い
い
の
で
は
」

の

問
実 行

い
予
想
さ
れ
る
図

４
円
以
外
の
図
に
つ
い
て
考
え
、
複
数
の
考

①
正
方
形

②
正
三
角
形

直
問

え
を
比
較
す
る
。

い

し
直 し

・
「
正
方
形
の
周
り
に
で
き
る
道
は
差
で
は
求
め
る

こ
と
が
で
き
そ
う
だ
」

・
「
道
を
長
方
形
で
考
え
れ
ば
い
い
の
で
は
」

・
「
お
う
ぎ
形
を
集
め
て
円
に
す
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
」

４
本
時
の
ま
と
め
を
す
る
。

・
本
時
の
学
び
を
振
り
返
り
、
ま
と
め
を
考
え
て
い

る
。

振
ま

り
と

５
振
り
返
り
を
す
る
。

・
友
達
の
考
え
の
良
さ
を
認
め
称
賛
し
、
さ
ら
に
発

返
め

展
さ
せ
た
図
形
や
他
の
図
形
に
つ
い
て
考
え
み
よ

り
う
と
意
欲
を
も
っ
て
い
る
。

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
思
考
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

【
宿
題
】
円
の
周
り
に
幅

a
の
道
を
つ
く
る
。
道
の
真

ん
中
を
通
る
線
の
長
さ
を
１
０
π
と
す
る
。

a
の
値
が
次
の
と
き
、
こ
の
道
の
面
積

を
求
め
よ
。

（
a
の
値

２
，
６
，
８
）

Ｓ
＝

a
ℓ
が
成
り
立
つ
か
を
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
か
？

主
な
発
問

・
次
何
を
考
え
る
の
？

・
ど
う
し
て
そ
う
考
え
た
の
？

・
何
で
困
っ
て
い
る
の
？

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
対
話
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
分
か
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ペ
ア
で
説
明

○
半
径
が
違
っ
て
も
な
ぜ
Ｓ
＝

a
ℓ
に
な
る
の
だ
ろ
う

す
る
場
を
設
け
る
。

と
疑
問
を
も
っ
た
り
、
文
字
で
説
明
し
た
ら
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
を
も
と
う
と
し
て
い
る
。

・
主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
、
生
徒
の
発
言
を
つ
な

○
自
分
た
ち
で
学
習
課
題
を
設
定
し
た
り
、
本
時
の
学

ぎ
な
が
ら
学
習
課
題
を
設
定
す
る
。

習
の
ゴ
ー
ル
を
つ
か
ん
だ
り
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

・
面
積
の
差
で
考
え
て
い
る
。

友
達
の
考
え
を
瞬
時
に
ヒ
ン
ト
に
で
き
る
よ
う
に

・
道
を
長
方
形
の
面
積
と
考
え
て
い
る
。

す
る
。

・
生
徒
の
自
由
な
発
想
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
問
題

○
与
え
ら
れ
た
問
題
か
ら
図
を
考
え
、
成
り
立
つ
理
由

文
か
ら
図
形
を
考
え
る
場
を
設
定
す
る
。

を
文
字
を
用
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
複
数
の
考
え
を
比
較
検
討
す
る
場
を
設
定
す
る
こ
と

○
「
共
通
点
」
「
違
い
」
「
よ
り
よ
い
方
法
」
な
ど
、

で
、
統
合
的
・
発
展
的
な
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き

自
分
の
考
え
や
理
由
を
図
や
式
を
用
い
て
表
現
し
て

る
よ
う
に
す
る
。

い
る
。

・
生
徒
の
思
考
を
揺
さ
ぶ
り
新
た
な
考
え
を
引
き
出
す

○
図
の
形
や
式
の
形
を
も
と
に
し
て
、
共
通
性
を
考
え

た
め
に
、
今
ま
で
の
方
法
で
は
解
決
で
き
な
い
図
形

た
り
、
図
形
を
単
純
化
し
た
り
し
て
、
簡
潔
に
求
め

を
取
り
上
げ
る
。

る
方
法
を
見
い
出
し
て
い
る
。

・
本
時
の
学
び
の
本
質
を
引
き
出
す
た
め
、
キ
ー
ワ
ー

・
<
記
述
例
>
面
積
の
差
で
考
え
た
り
、
図
形
を
変
形
し
た
り
し
て
、

ド
を
問
う
。

文
字
で
説
明
す
る
。

他
の
生
徒
と
の
共
有
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
化
を

図
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
）
を

活
用
す
る
。

○
自
ら
の
変
容
を
自
覚
し
た
り
、
新
た
な
問
い
を
見
い

出
し
た
り
し
て
い
る
。

面
積
の
差
で
考
え
た
り
、
図
形
を
変
形
し
た
り
し

て
、
文
字
を
用
い
た
式
を
利
用
し
て
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

（
観
察
・
ノ
ー
ト
）
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令和４年度の実践記録（数学）

－実践記録（第１学年）－

１ 単元名

「データの分析」 －生徒が必要感をもって学習問題をつくり上げることができるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 方向性を明確にした対話場面の設定

解決を実行する場面では、集団での省察を図るため、この単元で学んだ内容を振り返りなが

ら、数学用語を用いて、学習課題を解決するためにはどのようなデータの表し方が適切であ

るかを検討する場を設けた。また、問い直しをする場面では、認知過程の外化を図るため、

自分の考えをペアに伝え、お互いの考えを検討する場を設けた。

(2) 瞬時の共有化を目的としたＩＣＴの活用

問い直しの場面や振り返りの場面においてコラボノートを活用し、互いの考えを瞬時に共有

することで、生徒が自らの考えを広げるための手立てとした。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

問 １ この単元の学びを振り返り、自分の学 〇これまでにこの単元で学んできた学習内容と

題 習時間について関心をもつ。 伴に、調べてきた「登校時間」や「睡眠時間」

の 「これまで、どんなことを学んできたか振 の内容について振り返っている。

把 り返りましょう。」

握 ■生徒が本単元の学習内容を振り返ること

によって、学習時間について関心をもて

るのではないかと予測していたが、難し

かった。

見 ２ 本時の学習課題を確認する。 ○「登校時間」と「睡眠時間」以外の時間の使

通 「自分の生活について数学の授業を通して い方について考えている。

し 見直してきましたが、次はどんな時間の ○「学習時間」を調べるのに対して前向きでは

使い方について考えますか。」 ない様子の生徒もいる。

■生徒から「学習時間」について考えるこ 〇本時は「学習時間」について考えるのだとい

とを引き出したかった。引き出すことは うことを捉えている。

できたものの、時間を要した。
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解 ３ 自分の学習時間が１年生の中で長い方 ○この単元で学んできたデータの表し方のそれ

決 かどうかを知るために、データをどのよ ぞれがどのような特徴を有しているか、振り

の うに表せばよいか考える。 返っている。

実 「この課題を解決するためには、どんなデ

行 ータの表し方をすればよいでしょう

か？」

■この単元で学んできたデータの表し方の

中で、どの表現を用いるかを考えること

により、課題を解決するために何が必要

かを捉えることができると考えた。

「自分で思いついた考えを、紙に書いてみ ○これまでの学習を振り返りながら、データの

よう。」 表し方について自分の考えを書き出してい

■４人での話合いに入る前に、自分の考え る。

を明確にしておきたかった。

「４人グループで話し合って、これが大事

だという表し方を、キーワードでホワイ

トボードに書いてみよう。」

■キーワードに絞る指示をすることによっ 〇「長い方かどうか」という学習課題を解決す

て、データの表し方の全てを使うという るために「中央値」を選択した生徒はいるが、

ことではなく、特にどれを使うのか、明 併せて「平均値」、「ヒストグラム」を記載

確に示すことができると考えた。 している生徒も多く見られた。

○長い方かどうかを比べるとき、ヒストグラム

「『長い方かどうか』を判断するための表 や、度数分布表と相対度数を併せて表したも

し方をキーワードでお願いします。」 のが見やすい、という考えをもつ生徒も多い。

■キーワードで記入しているものの、複数

書いている班が多く、学習課題に立ち返

るために、全体に声を掛けた。

「代表値が多いかな…なんでそれを書いた

のかを教えてもらおうかな。」

「４班さん、平均値を書いているのは、ど

うして？」 ○平均値を用いてよいのか、悩んでいる生徒が

■生徒から出されたキーワードは概ね予想 多い様子。

通りであった。 〇４班から「平均値を越えていたら、その集団

■平均値でよいのか悩む生徒が多く見られ の中では学習時間が長い方に入るという判断

たため、平均値から検討を始めた。 をしたが、短い人と長い人の差があることを

「今の４班の意見に何か意見はあります 考えると、平均値でよいのか悩んでもいる」

か？」 という発表。

ホワイトボードを活用し、４人グループで

学習課題を解決するためのデータの表し方を

検討する場を設ける。 （集団での省察）
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「同じように平均値を書いている８班の 〇８班は「中央値は人数の真ん中、平均値は

意見を教えてください。」 全体の数値をまとめて出した値だから、中央

「他に、平均値について意見がある人は？」 値よりも正確な値が出るのでは」という発表。

■平均値でよい理由を全体で確認するた ○Ｙさんは「外れた値があるデータの場合、平

め、平均値についての意見を続けて引き 均値は比べるのには向かない。偏りが無い場

出し、集団での省察を図ろうとした。 合なら平均値で比較しても良いのではない

「偏りがなければ、ということは、どんな か」という発表。

ヒストグラムのデータならいいのかな。」

■生徒がこれまでに調べてきた「睡眠時間」 ○中央値や平均値を使って表せばよさそうだ

のデータを例に出しながら説明をしたた が、どちらを使えばよいのかはデータの偏り

め、全体で思い出すことができるように、 によるのではないか、という考えを、多くの

「睡眠時間」のヒストグラムを提示した。 生徒が捉えた様子。

「最頻値と書いたのは、なぜ？」 ○最頻値周辺に多くのデータが集まっている分

■代表値のうち、平均値について検討をし 布であれば、長いかどうかの判断に使えるの

たので、次は最頻値について検討しよう ではないかという４班の発表。

と考えた。

「最頻値のよさって何だっけ？」

■最頻値について確認をすることで、「今

回は最頻値ではないのでは？」という発

言を引き出そうと考えたが、引き出せな

かった。停滞を防ぐために、中央値も併

せて、代表値を検討しようとした。

「代表値、他には…」 ○「中央値があります」というつぶやきをする

「２班さん、どうして中央値ですか？」 生徒が数名。

■まだ発言をしていない班に発言を促そう ○平均値では、とびぬけた値があると影響を受

と考えた。 けてしまう。中央値は真ん中の値だから、こ

「他に中央値と考えた班は？」 れを下回れば下の方、という２班の発表。

■他にも中央値を書いた班があったので、 ○「長い方か知るためには、真ん中より多いか

生徒から更に意見を引き出そうとした。 少ないかというのを考えればよいから」とい

「今日、まだデータはないけれど、つきと う７班の発表。

めたいことは何だっけ？」 ○データの偏りによっては様々な代表値を使う

■生徒の発言から、データによって活用す 要素は出てくるが、今回の学習課題を解決す

るべき代表値は異なるのではないかとい るためには中央値が大切であると、多くの生

う捉えが感じられたため、学習課題に再 徒はつかんだ様子。

度立ち返ることで、今回は中央値が大切 ○データの分布によっては中央値以外のものも

であることを押さえようと考えた。 必要だろうという考えをもつ生徒もいる。

「代表値以外の考え方もありますね」 ○「相対度数の合計が0.5を越えるかどうかで

「相対度数と書いた６班さんは？」 判断できる」という６班の発表。

■代表値以外のキーワードについても検討
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しようと考えた。

「５班はヒストグラム、相対度数、代表値 ○「ヒストグラムだと分布が大きく捉えられる

と書いてくれましたが、今回の学習課題 が、細かくは相対度数を見ると分かる。」とい

を解決するのに特に大事なのは？」 うＫさん。

「４班は？」 ○「私たちの班の中では、ヒストグラム。」

■代表値（中央値）が大切という発言を引 ○「６班と同じで、相対度数の合計を考えたら

き出そうと考えたが、引き出せなかった。 よいと思った」という４班。

「『ドットプロット 代表値、自分の位置』 ○「ドットプロットはヒストグラムと違って、

と書いてある３班さん、考えを教えてく ドットで数が分かるし、中央値も分かる。だ

ださい。」 から自分の位置も分かる」というＹさん。

■「ヒストグラムは見やすいので、ヒスト ○「ドットプロットは、数えることによって中

グラムがあればデータの中央が分かる」 央値も分かるところがいい」ということに、

という考えを払拭するため、ドットプロ 納得した生徒が多い様子。

ットを書いた班に発言を促した。

「『長い方かどうか』というのを、『これ

見れば分かる』と、ひとつに決めるとな

ったら、どれかな？話し合って下さい。」

■班でひとつに意見を絞ることで、「長い

方かどうか」を判断するためには中央値、

もしくは累積相対度数を確認する必要が

あるという考えを引き出そうとした。

「Ｓさん、あなたの意見を教えてください。」 ○「中央値は真ん中の値だから、全体的に長い

■Ｓさんが累積相対度数についてよい発言 方か短い方なのかわかるから」というＳさん。

をしていたため、Ｓさんを指名した。

「中央値という意見が出てきましたが、他 ○「元々の意見はヒストグラムだったが、階級

にはありませんか？」 の幅を変えたら見え方が変わった。中央値で

■Ｈさんも累積相対度数について話し合っ あれば、値が変わらない」というＫさん。

ていたので意図的に指名したが、累積相 ○「最頻値だと分かりやすい」というＨさん。

対度数の発言は引き出せなかった。

「最頻値だと、長い方かどうかは分かりま ○中央値であれば「長い方かどうか」を判断す

すか？」 ることはできるが、最頻値は判断することが

「もう一度、学習課題を確認しよう」 できない場合があるのではないか、という認

■最頻値を用いれば課題を解決できるのか 識を得た生徒が多くいる様子。

と迷う生徒の姿が見られたため、集団の

中で長い方かどうかを判断する値として

最頻値が適切かどうかを再考するため

に、学習課題に立ち返った。

４ アンケートの質問項目を考える。

「データを集めるためには、何をしなけれ ○「アンケートをとらないといけない」とつぶ
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ばならない？」 やく生徒が数人。

問 「どんなアンケートをすればいいかな？」 ○「何を知りたいかによって、質問が変わって

い ■質問するためにどんなことを考えるとよ くる」とつぶやくＫさん。

直 いかを生徒から引き出そうと思い、問い ○「平均的な学習時間か、前日の学習時間か」

し 掛けた。生徒の発言は、概ね予想通りだ ○「休日と平日だと、回答が違ってくる」

った。

「こういう聞き方をすると、いいのではな

いか？というキーワードを、コラボノー

トに入力しよう。」

■発言していない生徒の視点も含め、様々 ○「（１日の学習時間の）平均」と入力する生

な視点を得てアンケート質問を作成して 徒が多数。

ほしいと考えた。入力された内容は、概 ○「平日の習い事もなく部活動もないとき」「塾

ね予想通りだった。 での学習時間は入れるのか？」という条件を

入力した生徒も何人かいた。

５ アンケートの質問項目とデータの表し

方を組み合わせる。

■他者に説明するところまでを見越して、

アンケートの質問内容とデータの表し方

を表現してほしいと考えた。

６ 自分の学習時間が１年生の中で長い方

かどうかを知るためにどうするか、ペア

に自分の意見を伝える。

「お互いにペアになって説明してほしいと

思います。」 ◎アンケートで得たデータを中央値や累積相対

■自分の考えを声に出して表現すること 度数を用いて表すことで、自分の学習時間が

で、より理解を深めることができると考 長い方かどうかを判断できることを、ペアの

えた。 相手に説明している。

ま ７ 次時に向けて学習のまとめをする。 ○「中央値」「相対度数」というキーワードを

と 「まとめるためのキーワードは」 出している生徒が多く見られる。

め ■本時の学びを振り返り、本質を確認する ○「ヒストグラム」と考える生徒も何名かいた。

と ために、キーワードを全体で確認した。

振

り ８ 振り返りをする。

返 「振り返りを教えてください。」

り ■本時の学びを全体で共有するため、デー

タの表し方とアンケートの質問を結び付

けて振り返りを記入していた２名の生徒

を、意図的に指名した。

互いの考えを瞬時に共有することができる

ように、コラボノートに振り返りを入力する

よう指示する。 （瞬時の共有化）

質問のキーワードをコラボノートに入力す

る指示を出す。 （瞬時の共有化）

ペアで、自分が考えた質問項目とデータの

表し方を相手に伝える場を設ける。

（認知過程の外化）
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≪生徒の振り返りから≫

・今日の授業ではデータがまだ出ていない上で自分の学習時間が長いかどうかを調べるコツを見

つけることができました。また、質問の条件を合わせることでもっといいデータが出ると思い

ました。

・真ん中の値で自分が長いかどうかを知ることができるので、その真ん中の求め方を求めるのが

今回の授業だったと思います。中央値を使うのは納得ですが、平均値は使えないのでしょうか。

また、データに偏りがあった場合には、代表値も完璧とは言えないので、データが分からない

限りには、中央値を使うか平均値を使うか一概には言えないと思いました。

・データを調べるときには何を求めたいかによって使う代表値などを変えることが必要だと分か

りました。周りと比較するときは中央値。

・知りたい内容を変えると、データの表し方も変わってくることが分かりました。今後、仕事な

どでデータを使うと思うので、その時はどんな表し方をすればよいか考えたいです。

・前回睡眠時間が適切かどうか調べた時は、最頻値を利用したけれど、今回は中央値を利用した

方が良いことが分かりました。時によって使う代表値を使い分けることが大切だと思いました。

４ 授業の省察

(1) 生徒はデータがない状態で、これまでに本単元で学んできた数学的な見方・考え方を働かせ、

問題を解決しようとしていた。しかし、もっと生徒の考えを表出させ、学びを深めるための手立

てが必要であった。自分の考えをもつために時間を確保することや、話し合い活動に入る前に前

提の条件を全体で確認することにより、より学びを深めることができたのではないかと考える。

また、「長い」という言葉に対する捉え方が生徒それぞれに違っていた。それによって生徒が想

像するデータの分布が異なっており、そのために課題を解決するのに適切だと考えるデータの表

し方が異なっていたようなので、課題で使われていた「長い」という言葉について、もっと深く

意識した切り返しができたらよかった。更に、ねらいを達成するための学習形態として４人グル

ープの話合い活動を取り入れたが、他のグループを見に行くことを許したり、全員を一度起立さ

せて発言させてから座らせるなど、学習形態をもっと工夫することで、より生徒の発言を引き出

せたのではないかと考える。

(2) 生徒が「学習時間」を考えようとする課題意識をもたせる必要があった。これまでの単元の

学びを振り返ることで「学習時間」を考えることに結び付けたいと考えたが、生徒の課題意識の

喚起につながってはいなかった。生徒の課題意識を喚起し、より主体的な学びを実現するために

は、単元構想を検討し、大きな単元の問題意識を明確にもつことが必要である。それにより、生

徒が自分事としてデータの分析を捉え、主体的に学ぶ姿を引き出せるのではないかと感じた。
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る
こ
と
を
通
し
て
、
デ
ー
タ
の
傾
向
を
読
み
取
り
、
批
判
的
に
考
察
し
判
断
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
単
元
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

数
学
へ
の
関
心
が
高
く
、
意
欲
的
に
課
題
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
学
習
集
団
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
調
査
の
結

果
か
ら
、
既
習
事
項
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
、
十
分
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
、
説
明
し
合
う
活
動
に
は
意
欲
的
に
取
り
組
む
も
の
の
、
数
学
の
用
語
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明
し
た
り
、

相
手
を
意
識
し
た
説
明
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
常
の
事
象
を
数
学
と
結
び
付
け
て

考
え
た
り
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
も
あ
る
。
日
常
の
事
象
か
ら
問
い
を
見
い
だ
す
こ
と
や
、
様
々

な
方
法
で
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
つ
い
て
も
、
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
が
問
い
を
設
定
し
た
り
、
疑
問
を
感
じ
た
り
す
る
よ
う
な
授
業
展
開
を
す
る
。
そ
の

た
め
に
、
生
徒
が
日
常
の
事
象
と
数
学
が
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
事
象
を
授
業
で
扱

う
。
ま
た
、
「
次
は
何
を
考
え
ま
す
か
」
「
ど
う
し
て
そ
う
考
え
た
の
で
す
か
」
と
い
っ
た
生
徒
の
認
知
的
な
側
面

を
刺
激
す
る
発
問
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

本
校
数
学
科
で
は
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
問
題
を
把
握
す
る
段
階
」
「
解
決
の
見
通
し
を
も
つ
段
階
」
「
解

決
を
実
行
す
る
段
階
」
「
問
い
直
し
を
す
る
段
階
」
「
学
び
を
ま
と
め
る
段
階
」
の
５
つ
の
段
階
を
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
５
つ
の
段
階
を
大
切
に
し
な
が
ら
授
業
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
振
り
返
り
、
修
正
し
な
が
ら
、

よ
り
深
く
考
察
す
る
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

「
解
決
を
実
行
す
る
段
階
」
で
は
、
生
徒
が
目
的
に
合
わ
せ
て
デ
ー
タ
の
表
し
方
を
適
切
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
互
い
の
意
見
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
違
い
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
対
話
を
取
り

入
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
主
体
的
な
学
び
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
生
徒
の
認
知
的
な
側
面
を
刺
激
す
る
発
問
に
努

め
る
。
「
問
い
直
し
を
す
る
段
階
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
集
め
た
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
表
し
、
分
析
に

つ
な
げ
て
い
く
か
を
他
者
に
説
明
し
、
お
互
い
に
確
認
す
る
場
面
を
取
り
入
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
生
徒
一
人
一
人

が
数
学
の
用
語
を
用
い
た
表
現
に
習
熟
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
「
学
び
を
ま
と
め
る
段
階
」
で
は
、
効
果
的
な
学

習
の
ま
と
め
と
な
る
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
デ
ー
タ
を
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
や
相
対
度
数
な
ど
に
整
理
し
た
り
、
統
計
的
確
率
の
必
要
性
と
意
味
を
理
解
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
目
的
に
応
じ
て
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
て
批
判
的
に
考
察
し
た
り
、
多
数
の
観
察
や
多
数
回
の
試
行
の
結

果
を
基
に
し
て
統
計
的
確
率
を
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
デ
ー
タ
の
分
布
や
統
計
的
確
率
に
つ
い
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
や
学
習
に
生
か
そ
う
と
し
た
り
、
問
題
解

決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
多
面
的
に
検
討
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
1
6
時
間
）

１
度
数
の
分
布
・
・
・
・
・
（
1
0
時
間
）

２
デ
ー
タ
の
活
用
・
・
・
・
（
５
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
「
自
分
の
学
習
時
間
は
附
属
中
学
校
○

・
目
的
に
応
じ
た
デ
ー
タ
の
表
し
方
を
選
ぶ
こ
と

１
年
生
の
中
で
長
い
方
か
ど
う
か
」

が
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ

本
時

を
分
か
る
た
め
に
は
、
収
集
し
た
デ

ー
タ
の
表
し
方
の
よ
さ
や
、
ど
ん
な
目
的
で
ど

1
/
5

ー
タ
を
ど
の
よ
う
な
表
し
方
で
表
せ

の
表
し
方
を
用
い
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
に
つ

ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
。

い
て
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
助
言
す
る
。

（
シ
ー
ト
・
観
察
）

・
学
習
時
間
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
○

○
・
学
習
時
間
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

作
成
・
実
施
し
、
デ
ー
タ
を
収
集
す

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を

る
。

見
取
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
個
別
に
支
援
す
る
。
（
シ
ー
ト
・
観
察
）

３
・
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
中
央

○
・
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
中
央
値
や
累
積
度
数
を

値
や
累
積
度
数
な
ど
を
求
め
て
、
分

求
め
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
見

析
す
る
。

取
り
、
中
央
値
の
求
め
方
を
個
別
に
確
認
し
た

り
、
自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い

方
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
適
切
な
階
級
の
幅

に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
よ
う
助
言
し
た

り
す
る
。

（
シ
ー
ト
・
観
察
）

・
「
自
分
の
学
習
時
間
は
附
属
中
学
校

○
・
デ
ー
タ
を
中
央
値
や
累
積
度
数
な
ど
を
用
い
て

１
年
生
の
中
で
長
い
方
か
ど
う
か
」

表
し
説
明
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
デ
ー
タ

１
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
中
央
値

の
ど
こ
か
ら
自
分
の
結
論
を
主
張
す
る
こ
と
が

や
累
積
度
数
な
ど
を
用
い
て
分
析
し

で
き
る
の
か
に
つ
い
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

説
明
す
る
。

よ
う
に
助
言
す
る
。

（
シ
ー
ト
・
発
表
）

３
単
元
の
ま
と
め
・
・
・
・
・
（
１
時
間
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

「
自
分
の
学
習
時
間
は
附
属
中
学
校
１
年
生
の
中
で
長
い
方
か
ど
う
か
」
を
知
る
た
め
に
適
切
な
デ
ー
タ
の

表
し
方
を
選
び
、
そ
の
表
し
方
を
用
い
る
理
由
を
根
拠
を
も
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
こ
の
単
元
の
学
び
を
振
り
返
り
、
自
分
の

・
「
自
分
の
１
日
の
時
間
の
使
い
方
は
ど
う
か
な
」

問
学
習
時
間
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
。

・
「
学
習
時
間
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
」

題

問
の 把

２
課
題
を
設
定
す
る
。

・
「
自
分
の
学
習
時
間
は
、
こ
の
学
年
の
中
で
は
長

握
い
方
か
ど
う
か
、
分
か
ら
な
い
な
」

い
・
「
ど
う
す
れ
ば
、
学
習
時
間
が
長
い
方
か
ど
う
か

見
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
」

通 し

３
自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い

・
「
今
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
の
う
ち
、
何
を
使

方
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
を
ど

え
ば
よ
い
の
か
な
」

の
よ
う
に
表
せ
ば
よ
い
か
考
え
る
。

・
「
平
均
値
と
自
分
の
学
習
時
間
を
比
べ
た
ら
よ
い

解
の
で
は
な
い
か
な
」

決
・
「
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
に
す
る
と
見
や
す
い
の
で
は
な

の
い
か
な
」

実 行

問
４

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
を
考
え
る
。

・
「
ど
ん
な
質
問
を
し
て
デ
ー
タ
を
集
め
よ
う
か
」

・
「
『
学
習
時
間
』
と
は
何
を
指
す
の
か
な
？
」

い 直

問
５

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
と
デ
ー
タ
の
表

・
「
質
問
し
て
集
め
た
デ
ー
タ
を
、
ど
の
よ
う
に
表

し
い

し
方
を
組
み
合
わ
せ
る
。

す
と
、
長
い
方
か
ど
う
か
分
か
る
か
な
」

直 し

６
自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い

・
「
自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い
方
か

方
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
、

ど
う
か
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
の
質
問
や
表
し

ペ
ア
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
。

方
で
適
切
か
な
？
」

７
次
時
に
向
け
て
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。

・
「
今
日
の
授
業
で
学
ん
だ
大
切
な
こ
と
は
何
か

振
な
」

り
ま

返
と

８
振
り
返
り
を
す
る
。

・
「
デ
ー
タ
の
表
し
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
あ

り
め

る
ん
だ
な
」

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い

方
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

・
何
を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
表
せ
ば
、
長
い
方

か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？

・
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
？

・
今
日
の
授
業
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

ま
し
た
か
。

・
ど
ん
な
質
問
を
し
て
デ
ー
タ
を
集
め
る
？

・
集
め
た
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
表
す
？

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
対
話
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

○
自
分
の
学
習
時
間
が
附
属
中
学
校
１
年
生
の
中
で
長

い
方
か
ど
う
か
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

・
主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
に
、
生
徒
の
発
言
を
つ

○
自
分
た
ち
で
学
習
課
題
を
設
定
し
、
ど
う
す
れ
ば
課

な
ぎ
な
が
ら
学
習
課
題
を
設
定
す
る
。

題
を
解
決
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
意
欲
を
高
め
て

い
る
。

・
生
徒
が
「
自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い

○
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い
方
か
ど
う
か
を
知

方
か
ど
う
か
」
を
知
る
た
め
は
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ

る
た
め
に
は
、
中
央
値
や
累
積
度
数
を
用
い
る
こ
と

の
表
し
方
が
適
切
か
を
検
討
す
る
場
を
設
け
る
。

が
適
切
で
あ
る
と
、
理
由
を
含
め
て
話
し
て
い
る
。

ア
）
集
団
で
の
考
察

・
集
団
の
真
ん
中
よ
り
も
上
か
下
か
を
分
析
し
た
い
か
ら
、
中

央
値
を
使
う
と
よ
さ
そ
う
だ
な
。

・
累
積
度
数
が
0
.
5
を
越
え
る
か
ど
う
か
で
も
分
か
り
そ
う
だ
。

〇
デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
を
考

案
し
、
中
央
値
や
累
積
度
数
を
用
い
て
表
す
た
め
の

説
明
を
考
え
て
い
る
。

・
１
年
生
全
体
で
考
え
て
み
る
だ
け
で
な
く
、
私
は
運
動
部
に

入
っ
て
い
る
か
ら
、
運
動
部
限
定
で
も
質
問
し
て
み
よ
う
。

・
質
問
項
目
を
作
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
生
徒
に
は
、

・
集
め
た
デ
ー
タ
か
ら
中
央
値
を
求
め
る
こ
と
で
、
自
分
の
学

コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
に
記
入
さ
れ
た
内
容
を
ヒ
ン
ト
に
す

習
時
間
が
長
い
方
か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

る
よ
う
助
言
す
る
。

・
生
徒
が
、
自
分
が
考
え
た
質
問
項
目
と
デ
ー
タ
の
表

し
方
で
、
学
習
時
間
が
長
い
方
か
ど
う
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ペ
ア
で
お
互

い
に
確
認
す
る
場
を
設
け
る
。

ア
）
集
団
で
の
考
察

・
生
徒
が
本
時
の
学
び
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

〈
記
述
例
〉
デ
ー
タ
を
集
め
、
中
央
値
や
累
積
度
数
を
用
い
て

う
に
、
大
切
な
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
キ
ー
ワ
ー
ド

分
析
す
る
と
、
自
分
の
学
習
時
間
が
１
年
生
の
中
で
長
い
方

を
問
う
。

か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
自
ら
の
変
容
を
自
覚
し
た
り
、
新
た
な
問
い
を
見
い

出
し
た
り
し
て
い
る
。

・
デ
ー
タ
の
表
し
方
は
目
的
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
表
し
方
は
何
を
知
り
た
い
際
に
選
ぶ
だ
ろ
う
か
。

集
め
た
デ
ー
タ
か
ら
中
央
値
や
累
積
度
数
を
求
め

分
析
す
る
と
、
自
分
の
学
習
時
間
が
長
い
方
か
ど

う
か
を
判
断
で
き
る
こ
と
を
、
根
拠
を
明
確
に
し

て
説
明
し
て
い
る
。
（
観
察
・
学
習
シ
ー
ト
）

お
互
い
の
考
え
を
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
、

コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
に
記
入
し
た
振
り
返
り
を
モ
ニ
タ

ー
に
映
す
。

お
互
い
の
考
え
を
瞬
時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
、

自
分
で
考
え
た
質
問
項
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
コ
ラ

ボ
ノ
ー
ト
に
入
力
す
る
よ
う
促
す
。

生
徒
が
学
習
時
間
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
単
元
の
学
び
を
振
り
返
る

ス
ラ
イ
ド
を
準
備
し
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
す
。
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－本実践から見えてくること－

発問レベルを考える

共同研究者：佐藤 学

（秋田大学大学院教育学研究科教職実践専攻）

１．発展型授業への取組とその実態

全国学力・学習状況調査，高等学校学習指導

要領実施状況調査の質問紙調査から，小中高と

もに発展的な学習の指導の取組は増えています

が，学習者が自律的に考えることについては，

教師が問題を出して生徒が考えるという指導的

発展型授業に留まっているようです（佐藤他，

2022）。生徒の意識が働いて発展的に考える授
業の実現にあたり，教師はどのような視点をも

って支援にあたるとよいのでしょうか。

２．本実践の考察から見えてくること

本実践は，中心が同じ大円と小円の間にでき

る道の面積が S=a ℓに表せることを，他の図形
についても考察し，一般式として捉えられるこ

とをねらっています。そのために，新たに考察

の対象とする図形を何にするのかは，重要です。

新たに考察する図形を考えるのは，容易であ

りませんでした。教師は，生徒の発想に期待し

て「この後，何を考えますか」の支援に徹して

いましたが，「a の値を変えてみる」「分からな
い」という反応が続きました。「円じゃない場

合はどうなるのか」の発話が得られるまでの時

間は 1 分 17 秒でしたが，それ以上に生徒の思
考が停滞しているように見えました。

このように停滞したのは，教師の発問が，例

数学的対象と数学的考察が明確にしない、メタ

認知的支援（表1，発問 A）であったからです。
発問 C のように，数学的対象と数学的考察を
明確にする認知的支援は停滞することなく進み

ますが，生徒は言われるままに「実行する」し

かなく，生徒が考えるべきことが残っていませ

ん。学習の主体は生徒であるわけですから，生

徒が思考すべきことを奪わないよう，教師は発

問 A を心がけることが大切です。そのために
は，日常的に生徒の思考に注意し，発問 A が

可能である要因を捉えていくことが大切です。

本実践のように，発問 A が機能しない場合も
あります。その場合は，発問 B1

のように数学
．．

的考察だけでも明らかにする，発問 B2
のよう

．．．．．．．

に数学的対象だけでも明らかにするといった段
．．．．．．．．．

階も必要です。そして，徐々に発問 A で機能
するようにしていくことがよいと考えます。

表 1：発問レベル
レベル 数学的対象 数学的考察

発問 A 何を 考えますか

発問 B1 何か 同じようにいえますか

発問 B2
他の図形でも 考えられますか

発問 C 正方形でも 同じようにいえますか

メタ認知的支援 A B1 B2 C認知的支援
「a の値を変えてみる」という発話は，一般

式にしたものを具体に戻すので，問題解決を後

退させるもので，発展的に考えることの難しさ

を示しています。しかし，これまでの学習にお

いて数量を変更することにより，見出した解決

方法や概念，性質を広げてきた経験を基にした

発話と見ることもできます。こうした生徒に必

要なことは，a の値を変えてみることに一旦取
り組み，問うべきことは他にあるとさらに考え

ることが必要と気づかせたいものです。そうす

ると，先の停滞状況は，多くの生徒が「問うべ

き問いは何か」を考えていたといえ，新たに考

察する図形を考え出すことと同じくらいの価値

があります。したがって，教師には，思考停滞

の状況における生徒の発話や行動に，どのよう

な意識が働いているのかを洞察し，その過程が

重要であると価値付けていくとよいでしょう。

３．本稿のまとめ

○ 教師は，生徒の実態に合うよう発問レベル

を調整し，生徒が自律的に発展的に考えてい

けるよう支援する。

○ 教師は，停滞状況における生徒の意識を洞

察し，価値付けていくことが求められる。

＜引用文献＞

佐藤学（2022）．算数・数学における「自律的
発展型授業」に関する質問紙調査の作成とそ

の分析．日本数学教育学会，第 10 回春期研
究大会，当日資料．
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   －本実践から見えてくること－     

統計的探究プロセスを重視した 

中学校数学科の授業デザイン 

             共同研究者：加藤 慎一 

（秋田大学教育文化学部・英語・理数教育講座） 

 

 自分自身の学習時間が他の生徒と比べて長い

といえるかについて，根拠を明確にして説明で

きるようにすることをねらいとした南先生の

「データの活用」領域における授業である。 

１ Data や Analysis，Conclusion を見据えた 

  Problem と Plan 

 生徒における数学的に考える資質・能力を育

成するために，「データの活用」領域における

学習指導において，統計的探究プロセス

(PPDAC サイクル)(図１)の充実を図ることが求

められている

(文部科学省 , 

2017)。 

 本実践では，

特に，生徒  図１(Wild & Pfannkuch, 1999) 

自ら問題を設定すること(Problem)，設定した問

題を解決するために必要となるデータは何かに

ついて，そしてデータをどのように収集すれば

よいかについて考えること(Plan)を大切にして

いる。具体的には，自分自身の学習時間が他の

生徒と比べて長いといえるかという問題を設定

し，その問題を解決するためにどのようなデー

タが必要になるかについて，それらのデータを

収集するためにどのような質問紙を作成すれば

よいかについて考える活動である。その過程に

おいて，生徒は，単に問題を設定したり，計画

を立てたりすることに終始するのではなく，自

分自身の睡眠時間が他の生徒と比べて長いとい

えるかという問題を解決した経験から，収集す

るデータによっては，根拠として平均値が適切

にならない場合があることや，ヒストグラムで

データの散らばり具合を捉えることの必要性に

ついて説明するなど，Data や Analysis，

Conclusion の段階を見据えて考えている様相

がみられた。 

２ 学びを創る責任を生徒に委ねること 

 授業の終盤において，生徒たちは，自分自身

の学習時間が他の生徒と比べて長いといえるか

を判断するために，収集したデータをどのよう

に分析すればよいかについて認知的に葛藤して

いた。最終的には，南先生から，全体の 50%よ

りも学習時間が長ければ，自分自身の学習時間

が他の生徒と比べて長いといえるのではないか

という理由から，中央値に着目することが重要

であることを説明していた。 

 このとき，生徒たちは，学習時間が長いかど

うかの「長い」を，どのように捉えていただろ

うか。もちろん，南先生の説明のように，全体

の 50%よりも学習時間が長ければ，自分自身の

学習時間が他の生徒と比べて長いといえると判

断する生徒もいるだろう。しかし，仮にデータ

を収集した結果，図２の

ようになった場合(中央

値は 1.5 時間になる)，

中央値によって学習時

間が長いと判断すること     図 2 

には困難が生じることも考えられる。 

 学びを創る責任を生徒に委ね，教師が待つこ

とも大切にしたい。認知的に葛藤している生徒

に対する教師の支援が，ときには積極的な問題

解決者として関与している生徒から，認知的に

葛藤する機会を奪うことになりかねない。学び

を創る責任を生徒に委ねる教室において，教師

における「聞くという行為」が重要な役割を果

たす。 

 教師における「聞くという行為」を大切にし

た授業を展開し，生徒における数学的に考える

資質・能力を育成する今後の実践に期待したい。 

参考・引用文献 

文部科学省(2017). 小学校学習指導要領(平成 29 年告

示)解説 算数編. 

Wild, C. J. & Pfrannkuch, M. (1999). Statisitical 

Thinking in Empirical Enquiry, Internatinal 

Statistical Review, 67(3), pp.223-265. 

156

Akita University



令和４年度の実践記録（理科） 

－実践記録（第１学年）－ 

１ 単元名 

「地層から読みとる大地の変化」 

 －時間的・空間的な見方を働かせて大地の成り立ちを問い直せるか－ 

 

 ２ 具体的な実践事項との関連 

(1)  分析解釈が深まる問い直しの工夫 

課題解決にあたり、曖昧な点を補うための追加実験や班同士のマーケティングディスカッショ

ンを行うことで、根拠の妥当性を高められるようにした。 

(2)   ICTの活用による科学的な視点の提示や転換 

３６０°全天球カメラでバーチャルツアーを作成することで、現地調査に近い状況を作った。実

験の画像を他の班と比較することで、根拠の妥当性を高めた。実験の結果の提示や振り返りを

JamBoard で行い、瞬時の共有化を行った。MetaQUEST２を用いて VR で観察することで、地層の

中の柱状図を確認したり、安田海岸で実際に観察したりしている疑似体験を行った。 

     

 ３ 授業の実際 

過

程 

学習活動 

「教師の発問や指名」 

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） 

教師の手立て 

○：見取った生徒の姿 

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿 

課
題
の
確
認 

１ 前時までの学習を振り返る。 
 「安田海岸や、象潟の九十九島の様子を学習
してきました。次は大仙市の先生の家の地下
の様子を探ってみましょう。」 

■既習事項を確認してボーリング調査を行い、
未知の地下の様子を調べ地層の構造を推察す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の課題を確認する。 

「ボーリング調査は１回30万円かかります。明
確な方針がないと多額の予算を投じて掘らせ
ることはできません。」 

■１カ所では点、2カ所では線、3カ所では面に
なることを確認する。 

■地層（面）の傾きは、東西の軸と南北の軸の
２つの軸で考えることを確認する。 

「学習班でどこを掘るのかを決めたら
Jamboardに入力しましょう。」 

■面を調べるにはどこを掘れば良いのか、他の
班の意見も参考にできるようにする。 

○地層累重の法則や、水平堆積の法則を想起し
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学習班で東西方向と南北方向をどのようにし
て調べるか話し合っている。 

前時までを想起できるように、安田海
岸のバーチャルツアーを提示しておく。 

地下の見えない地層の広がりや傾き
は、どのようになっているだろうか。 

モデル地層を寒天で作成し、地下の様
子が分からないようにしておく。 
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「多くの班がまんべんなく掘るんですね。」 
■東西と南北の２つの軸が自分たちで決めた３
カ所で本当に調べることができるのかを問い
直す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「その選択で、東西は分かるんですか？南北は
分かるんですか？」 

■他の班の意見も取り入れながら、自分たちで
再度考えさせる。 

 
「６班はＣＤＨを選んでいるのですが、どうし
てですか。」 

 
「１班はＡＣＩを選んでいますが、どうしてで
すか。」 

 
「１班は東西と南北の２つの軸に平行ですね。
６班は東西と南北に平行でないのですが、調
べられるのでしょうか。」 

 
 
「もう一度班で話し合って、どこを掘ると東西
方向と南北方向の傾きが調べられるのかを考え
ましょう。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■振り返りで自己評価ができるように、今日の
目標（評価）を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「AとGでは南北方向を調べることができ
る」 

○「ＡとＨでは南北方向は確実に分かるのか
な」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「ＣとＨで南北方向を調べます、ＣとＤで東
西方向を調べます」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「３カ所を掘って面を調べるのだから直角が
いいのではないか」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「南北や東西の２軸を詳しく調べてみよう」 
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デ
ー
タ
の
収
集
・
仮
説
生
成 

３ ボーリング調査を行う。 
「箱の中の地層の様子を、ボーリングを行って
仮説を立ててみましょう。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ストローの中が見やすくなるように、タピオ
カ用の太いストローを準備する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ストローを立てて立体的に観察できるように
スタイロフォームを準備する。 

 
 
「他の班の調査結果を聞きたいですか。３分時
間を取るのでマーケティングディスカッショ
ンで聞きに行ってみましょう。」 

 
 
 
４ ４本目のボーリングを行う。 
「三春さんが、もう１カ所掘ると仮説がより確
実になるので掘らせてほしいと言っていま
す。追加予算を出しますのでもう１カ所掘っ
ても良いことにします。ただし、ここを掘る
とこのような地層が出てくるはずだ、という
予想を班でしっかり立ててから掘ってくださ
い。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■意欲的に予想を話し合っている。実験の結果
を基に根拠をもって説明できている生徒が多
い。 

 
 
 
 
 
○「地層は５層見つかった。３本とも鍵層の高さ
が違うな」 

 
 
 
 
 
 
 
○「東西方向は南に傾いているようだ」 
○「南北方向では西に傾いているようだ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「ストローを立てると立体的で見やすくなっ
た」 

○ふたを使って傾きを説明している班も見られ
た。 

○「他の班も南西に下がっている結果になって
いた」 

○「他の班も、自分たちと同じ仮説を立ててい
た。自信がもてた」 

 
 
 
 
 
 
 
 
○三春さんが班の中でもう１カ所掘ったらより
詳しくなるはずだと話している。 

 
○南西に地層が傾いているはずだから、南西側
を掘ると全体的に下がっている様子が見られ
るはずだ。 

○中央を掘ると、端と端の中間くらいに鍵層が
出てくるはずだ。 

 
 
 
○「自分たちが予想したとおりの地層が出てき
た」 

○「予想が当たっていたということは、全体の層
の傾きの仮説も正しいと言えそうだ」 

○「実験結果から立てた仮説は正しかった」 
○「東西方向と南北方向に分けて考えることが
できた」 

もう一度ボーリングを行いたいという
声がないか机間巡視で探し取り上げる。
４本目のボーリングは、どのような層が
出てくるか予想を立ててから掘らせるよ
うにする。 

ストローがしっかりと押さえられ、ボ
ーリングが的確に行われているか確認す
るために机間巡視を行う。 
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「では、横の紙を取って仮説が正しかったかを
見てみましょう。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 実際の地層では、どのようになっているの
かを考える。 

「種子植物の実習を行ったときにお世話になっ
た、大仙市にある農園です。この山に建物を建
てるためにボーリング調査を行いました。柱
状図から、地下の様子を推定してみましょ
う。」 

■柱状図で地層の様子を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「柱状図は並べて考えてもなかなか分かりづら
いですね。」 

 
■VRで地層の様子を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎実験の結果から、東西と南北の２軸を根拠と
して仮説を立てることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「農園の地下も、地層は傾いているのかな」 
○「実際にある山の地下の調査では、どのような
地層がでてくるのだろう」 

 
 
 
 
 
 
 
 
○「安田海岸のときも柱状図を見たけど、並べら
れるとよく分からない」 

○「掘った高さが違うと、並べて考えても難しい
な」 

○「鍵層を使って傾きを調べることはできそう
だ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
○「山を動かしてすかしてみると地下の様子が
よく分かる」 

○「地下の様子を横から観察したら、ボーリング
調査の標高の違いが分かった」 

○「今回は柱状図をずらして標高を揃えること
がポイントかな」 

 
 
 
 
○「標高を揃えた図を使うと、鍵層の高さの変化
がよく分かった」 

◎柱状図の標高を揃えることで、傾きを確かめ
ることができている 
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振
り
返
り 

５ 本時の学習を振り返る。 
「今日行った実験から仮説を立てる流れは、実
際に地質学者が行う研究と同じです。よく考
えて仮説を導き出すことができましたね。」 

「今日の振り返りをJamboardに入力しましょ
う。」 

 
■振り返りの視点を伝え、自己評価ができるよ
うにする。 

「ボーリング試料や地層の図から地層の重なり
を読みとることができたり、広がりや傾きに
ついて方角を根拠として推定し表現できたり
している。」 

 
 
 
 
 IMG_1848.CR2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○「実験では、ボーリング調査から仮説を立てる
ことができた」 

○「自分の家の地下はどうなっているのかな」 
○「自分で VRを操作してみたい」 
○「△班の■さんの発表は分かりやすかった」 

相手とのやりとりを通して改善できたこ
とや，次時に取り組みたいことを書くよう
指示する。 
伝えたかった表現があればシートに書か

せ，個別に添削することで個々の表現力上を
支援する。 

≪生徒の振り返りから≫ 
・ 今日の授業ではボーリング調査から地層の重なりを読み取ることができました。さらに班の人

と協力して調査することができました。また、2つの軸を根拠として他の班の人に伝えることが
できて良かったです。 

・ ボーリング調査をして、北東から南西に傾いていると仮説を東西と南北の 2 軸から立てて表現
することができました。また、少ない本数で調査をするためにしっかり考えて 3 本ですること
ができました。 

・ できるだけ少ない３回でボーリング調査をして、藤原先生の家の下の地層の様子を探ることが
できました。特定の場所から中の様子を探ることができたので空間的な見方のコツを掴めまし
た。 

・ 今日は、ボーリング調査をしてどの方角に傾いているのかを予想を立てて調べることが出来ま
した。限られた本数で調べることは難しかったですが、工夫して調査することが出来て良かった
です。 

 

４  批判的･実践的省察 

(1) 分析・解釈が深まる「問い直し」の工夫 

ボーリング調査では、実験で掘った３本の資料から地層の傾きの仮説を立てた。もう１本掘ると

したらどこを掘るか、また、どのような層が見られるのかを考えてから追加実験を行うことで空間

的な見方・考え方を働かせて分析・解釈を行い根拠をもとに論理的に説明する力を培うことにつな

がったと考える。また、過去の実験で使ったサクランボを栽培している農園を例に挙げながら、身近

な場所の地層を調べた。実際の地層の柱状図から傾きを読みとるには標高を揃えることが必要にな

ってくることに気付けるように工夫した。 

(2) ICTの活用による科学的な視点の提示や転換 

コロナ禍にあって、地層の観察はなかなか行うことができない。そのため、ICTを活用して秋田県
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のジオパークである安田海岸をデジタルツアーで観察できるようにした。３６０°全天球カメラを

用いてバーチャルツアーを作成し、生徒は PCから自分が見たい層に移動して観察することができた。

また、地中の柱状図の観察では、MetaQUEST２の GravitySketch を用いて VR で観察し、標高の違う

柱状図を観察し、標高を揃えることで地層の広がりを知ることができることに気付くことができた。

全体での意見の共有や振り返りでは、Jamboard を使うことで瞬時の共有化を図ることができた。ま

た、振り返りを積み重ね、自分がどのような振り返りをしてきたのかを即座に見ることができるの

は、学びの足跡と成長を確認することに非常に有効であった。 
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理
科

学
習

指
導

計
画

 

学
級

 
１

年
Ｄ

組
 

３
２

名
 

授
業

者
 

藤
原

 
正

貴
 

共
同

研
究

者
 

原
田

 
勇

希
  

Ⅰ
 

単
元

名
と

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
 

  
 

 
「

地
層

か
ら

読
み

と
る

大
地

の
変

化
」

 

 
－

時
間

的
・

空
間

的
な

見
方

を
働

か
せ

て
大

地
の

成
り

立
ち

を
問

い
直

せ
る

か
－

 

 Ⅱ
 

単
元

に
つ

い
て

 

 
  

地
質
事

象
に

つ
い

て
小
学

校
で
の

学
習

を
発
展

さ
せ
、

地
層
や

岩
石

の
観
察

を
通
し

て
観
察

の
仕

方
や
ス

ケ
ッ
チ

の

方
法
を

習
得

し
、

観
察

、
実
験

の
結

果
や

試
料

を
も

と
に
、

大
地

の
過

去
を

読
み

取
れ
る

地
層

な
ど

を
学

習
す

る
単
元

で
あ
る

。
特

に
、

大
地

の
変
化

は
、

日
常

生
活

に
深

く
関
わ

り
合

う
自

然
現

象
で

あ
り
、

防
災

の
意

識
を

育
て

る
こ
と

が
で
き
る
。

 

小
学

校
で

は
、

第
４

学
年

で
「

雨
水

の
行

方
と

地
面

の
よ

う
す

」
、

第
５

学
年

で
「

流
れ

る
水

の
働

き
と

土
地

の
変

化
」

、
第

６
学

年
で

「
土

地
の

つ
く

り
と

変
化

」
に

つ
い

て
学

習
し

て
き

た
。

本
単

元
は

、
小

学
校

で
の

学

習
経

験
を

も
と

に
、

観
察

、
実

験
を

通
し

て
、

そ
こ

で
生

起
す

る
地

学
的

事
象

に
関

心
を

も
ち

、
そ

れ
ら

の
事

象

は
長

大
な

時
間

と
広

大
な

空
間

の
中

で
互

い
に

関
連

し
な

が
ら

、
絶

え
ず

変
化

し
て

き
た

も
の

で
あ

る
こ

と
に

気

付
か

せ
る

こ
と

に
適

し
て

い
る

。
「

時
間

的
・

空
間

的
な

関
係

な
ど

の
科

学
的

な
視

点
で

捉
え

、
比

較
し

た
り

、

関
係

付
け

た
り

す
る

」
と

い
う

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
大

地
の

成
り

立
ち

と
変

化
に

つ
い

て
の

観
察

、
実

験

な
ど

を
行

い
、

地
層

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
単

元
で

あ
る

。
そ

れ
ら

の
観

察
、

実
験

な
ど

に
関

す
る

基
本

的
な

技

能
と

、
「

結
果

や
資

料
を

分
析

し
て

解
釈

し
、

特
徴

や
規

則
性

を
見

い
だ

し
て

表
現

す
る

こ
と

」
や

「
探

究
の

過

程
を

振
り

返
る

こ
と

」
と

い
う

資
質

・
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
学

び
に

な
る

と
考

え
て

い
る

。
 

 Ⅲ
 

生
徒

観
と

指
導

観
に

つ
い

て
 

生
徒

た
ち

は
、

テ
レ

ビ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
し

て
、

火
山

や
地

震
な

ど
の

現
象

に
つ

い
て

の
映

像
を

目
に

す
る

機
会

は
多

く
、

地
震

の
揺

れ
も

経
験

し
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の
よ

う
な

経
験

が
あ

る
生

徒
で

も
、

大
地

が

長
大

な
時

間
の

中
で

絶
え

ず
変

動
し

続
け

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は

な
か

な
か

認
識

で
き

て
い

な
い

。
大

部
分

の

生
徒

は
、

大
地

は
動

か
な

い
も

の
と

思
っ

て
お

り
、

大
地

の
変

動
に

つ
い

て
地

質
時

代
の

長
大

な
時

間
と

地
球

レ

ベ
ル

の
広

大
な

空
間

で
と

ら
え

る
と

い
う

地
学

特
有

の
見

方
・

考
え

方
は

育
っ

て
い

な
い

。
大

地
の

観
察

活
動

に

お
い

て
も

、
露

頭
の

ス
ケ

ッ
チ

に
お

け
る

比
較

、
計

測
、

分
類

、
記

録
、

類
推

な
ど

の
観

察
力

も
十

分
と

は
言

え

な
い

現
状

に
あ

る
。

 

ま
た

、
本

校
の

生
徒

は
既

習
事

項
か

ら
推

論
し

た
り

考
察

し
た

り
す

る
力

は
高

い
が

、
知

識
に

比
重

を
置

き
が

ち
で

あ
り

、
本

質
的

な
部

分
を

根
拠

を
基

に
説

明
す

る
力

に
課

題
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

本
単

元
で

は
地

学
の

基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
と

秋
田

県
の

ジ
オ

パ
ー

ク
の

一
つ

で
あ

る
安

田
海

岸
の

地
層

を
舞

台
に

し
て

、
時

間
的

・

空
間

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
観

察
、

実
験

の
結

果
を

根
拠

と
し

て
大

地
の

成
り

立
ち

を
説

明
す

る
力

を

培
い

た
い

。
 

 Ⅳ
  
研

究
の

具
体

的
な

実
践

事
項

 

地
層

の
バ

ー
チ

ャ
ル

ツ
ア

ー
で

の
観

察
結

果
や

モ
デ

ル
実

験
な

ど
の

体
験

を
基

に
、

科
学

的
に

思
考

・
表

現
す

る
場

を
多

く
設

け
る

。
地

層
の

広
が

り
に

関
し

て
は

、
内

な
る

視
点

（
実

際
の

露
頭

で
の

な
が

め
）

と
外

な
る

視

点
（

写
真

や
模

式
図

を
見

る
と

き
の

な
が

め
）

と
の

視
点

移
動

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
に

し
た

い
。

 

本
時

の
「

問
い

直
し

」
で

は
実

際
の

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
で

は
標

高
が

異
な

る
と

い
う

例
を

取
り

上
げ

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

Ｖ
Ｒ

空
間

で
火

山
灰

層
を

ボ
ー

リ
ン

グ
地

点
に

当
て

は
め

て
傾

き
を

確
認

す
る

活
動

を
取

り
入

れ
る

。
 

仮
説

→
検

証
→

考
察

の
プ

ロ
セ

ス
の

中
で

多
様

な
意

見
に

触
れ

な
が

ら
、

J
a
m
b
o
a
r
d
を

用
い

て
仮

説
や

検
証

方

法
の

妥
当

性
を

検
討

し
た

り
、

考
察

を
深

め
た

り
で

き
る

よ
う

、
生

徒
主

体
の

学
び

を
実

現
し

た
い

。
 

Ⅴ
 
 
目

標
 

(
1
)
 
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
を
地
表
に
見
ら
れ
る
様
々
な
事
物
・
現
象

と
関
連
付
け
な
が
ら
、
地
層
の
重
な
り
と
過

去
の
様
子
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
な
ど
を
理
解

で
き
る
。
ま
た
、
科
学
的
に
探
究
す
る
た
め

に
必
要
な
観
察
、
実
験
な
ど
に
関
す
る
操
作
や
記
録
な
ど
の
基
本
的
な

技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
2
)
 
地

層
の

重
な

り
と

過
去

の
様

子
に

つ
い

て
、

問
題

を
見

い
だ

し
見

通
し

を
も

っ
て

観
察

、
実

験
な

ど
を

行
い

地
層

の
重

な
り

方
や

広
が

り
方

の
規

則
性

な
ど

を
見

い
だ

し
て

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

  
(
3
)
 地

層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子
に
関
す
る
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
、
見
通
し
を
も
っ
た
り
振
り
返
っ
た
り

す
る
な
ど
、
科
学
的
に

探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

と
、
自
然
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
態
度
を

培
い
な
が
ら

、
自

然
を
総
合
的
に
見
よ
う
と
す
る

。
 

 Ⅵ
 

全
体

計
画

（
総

時
数

９
時

間
）

 

１
 

地
層

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
・

・
・

・
（

１
時

間
）

 

 
 

２
 

堆
積

岩
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
（

１
時

間
）

 

 
 

３
 

地
層

や
化

石
か

ら
わ

か
る

こ
と

・
・

・
（

１
時

間
）

 

 
 

４
 

大
地

の
変

動
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
（

１
時

間
）

 

 
 

５
 

身
近

な
大

地
の

歴
史

・
・

・
・

・
・

・
（

５
時

間
）

 

 

時
数

 
ね

ら
い

・
学

習
活

動
等

 
評

価
の

観
点

 
評

価
方

法
と

指
導

の
留

意
点

等
 

知
 

思
 

態
 

 １
 

・
安

田
海

岸
の

地
層

か
ら

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
読

み
取

る
こ

と
が

で

き
る

の
か

を
考

え
話

し
合

う
。

 

・
安

田
海

岸
の

地
層

の
形

成
過

程
に

つ
い

て
仮

説
を

設
定

す
る

。
 

 
 

○
 
・

既
習

の
学

習
か

ら
、

露
頭

の
観

察
を

行
う

た
め

の
方

法
を

考
え

、
露

頭
の

観
察

の
計

画
を

立
案

し
、

課
題

を
見

い
だ

せ
て

い
る

か
を

見
取

る
。

 

 
 

 
（

発
言

分
析

・
行

動
観

察
・

記
述

分
析

）
 

１
 

・
地

層
の

よ
う

す
を

ス
ケ

ッ
チ

す

る
。

 

・
ミ

ク
ロ

の
視

点
で

地
層

の
よ

う
す

を
調

べ
る

。
 

○
 

 
 

・
露

頭
の

全
体

像
を

把
握

し
な

が
ら

、
ス

ケ
ッ

チ

で
記

録
し

、
堆

積
岩

の
粒

子
の

大
き

さ
や

、
色

の
違

い
な

ど
か

ら
異

な
る

層
が

あ
る

こ
と

見
い

だ
し

た
り

し
て

る
か

を
見

取
る

。
 

 
 

（
発

言
分

析
・

記
述

分
析

）
 

１
 

・
大

地
の

過
去

の
よ

う
す

を
考

え

る
。

 

・
マ

ク
ロ

の
視

点
で

地
層

の
よ

う
す

を
調

べ
る

。
 

○
 

 
 

・
露

頭
の

観
察

記
録

を
も

と
に

、
各

層
の

で
き

方

（
堆

積
環

境
）

や
環

境
の

変
化

を
推

定
し

て
い

る
こ

と
を

見
取

り
、

全
体

に
紹

介
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 （

発
言

分
析

・
記

述
分

析
）

 

本
時

 

4
/
5
 

・
ボ

ー
リ

ン
グ

実
験

を
行

い
、

柱
状

図
を

作
成

し
て

地
層

の
重

な
り

を

推
定

す
る

。
 

・
空

間
的

な
見

方
を

働
か

せ
、

根
拠

を
も

っ
て

推
定

し
表

現
す

る
。

 

 
○

 
 

・
地

層
を

東
西

、
南

北
の

２
軸

の
方

向
で

捉
え

、
空

間
的

な
見

方
を

働
か

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に

Ｖ
Ｒ
を
用
い
る
。

 

・
ボ

ー
リ

ン
グ

試
料

や
地

層
の

図
か

ら
地

層
の

重
な

り
方

を
読

み
取

り
、

広
が

り
や

傾
き

に
つ

い
て

根

拠
を

も
っ

て
推

定
し

表
現

し
て

い
る

か
を

見
取

り

全
体
に
紹
介
す
る
。

 

（
発

言
分

析
・

記
述

分
析

）
 

１
 

・
ボ

ー
リ

ン
グ

実
験

の
柱

状
図

か

ら
、

地
層

の
形

成
過

程
を

推
定

す

る
。

 

・
時

間
的

な
見

方
を

働
か

せ
、

根
拠

を
も

っ
て

推
定

し
表

現
す

る
。

 

 
○

 
 

・
地

層
の

年
代

を
捉

え
、

時
間

的
な

見
方

を
働

か
せ

な
が

ら
推

定
し

、
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る

か
を
見
取
り
全
体
に
紹
介
す
る

。
 

（
発

言
分

析
・

記
述

分
析

）
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Ⅶ
 

本
時

の
計

画
 

  
１

 
ね

ら
い

 

ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
や
地
層
の
観
察
の
結
果
を
分
析
し

解
釈
す
る
活
動
を
通
し
て
、
地
下
の
地
層
の
広
が
り
や
傾
き

に
つ
い
て
、
既
習
の
内
容
と
関
連
付
け
な
が
ら
推
定
し
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
 

   
２

 
展

 
開

 

過
程

 
学

習
活

動
・

主
な

発
問

等
 

想
定

さ
れ

る
生

徒
の

学
習

状
況

 

問
 

  

い
 

仮 説 の 設 定
 

  
１

 
３

６
０

°
画

像
を

見
な

が
ら

、
地

層
の

重

な
り

方
を

振
り

返
る

。
 

  
２

 
学

習
課

題
を

確
認

し
、

実
験

計
画

を
立

て

る
。

 

 
  

 
 

    

 ・
「

地
層

は
古

い
順

に
積

み
重

な
っ

て
い

る
」

 

・
「

曲
が

っ
た

り
割

れ
た

り
し

て
い

る
こ

と
も

あ

る
」

 

  ・
「
傾
き
を
調
べ
る
に
は
ど
こ
を

調
べ
る
と
分
か
る
か

な
」

 

・
「

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
を

す
れ

ば
い

い
」

 

・
「

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
は

、
何

カ
所

行
え

ば
い

い
の

だ
ろ

う
か

」
 

問
 

 

い
 

 

直
 

 

し
 

観 察 実 験 の
 

実 施
 

 

考 察 ・ 推 論
 

  
３

 
 
箱

の
地

層
に

対
し

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
を

行
い

、
試

料
を

採
集

し
、

地
層

の
広

が
り

や
傾

き
を

グ
ル

ー
プ

で
推

定
し

表
現

す

る
。

 

      
４

 
 
３

Ｄ
地

形
を

用
い

て
、

地
層

の
広

が
り

や

傾
き
を
個
人
で
推
定
し
表
現
す
る

。
 

 
 

      

 ・
「

面
を

調
べ

る
か

ら
３

カ
所

掘
ろ

う
」

 

・
「

ボ
ー

リ
ン

グ
試

料
を

並
べ

て
鍵

層
の

高
さ

を
比

較
し

て
み

よ
う

」
 

・
「

南
北

方
向

と
東

西
方

向
の

２
つ

の
軸

で
考

え
て

み
よ

う
」

 

・
「

方
向

と
傾

き
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

な
」

 

   ・
「

実
際

の
地

形
は

、
ボ

ー
リ

ン
グ

を
行

っ
た

調
査

地
点

の
標

高
が

違
う

な
。

」
 

・
「

標
高

を
そ

ろ
え

る
こ

と
が

必
要

だ
な

」
 

・
「

鍵
層

を
見

付
け

て
広

が
り

や
傾

き
を

考
え

る
の

は
、

箱
の

考
え

方
と

同
じ

だ
な

」
 

・
「

J
a
m
B
o
r
d
で

他
の

人
の

意
見

も
見

て
み

た
い

」
 

振 り 返 り
 

表 現 ・ 伝 達
 

 ５
 

振
り

返
り

を
行

う
。

 

 
  

    

 ・
「

他
の

班
の

デ
ー

タ
も

参
考

に
す

る
こ

と
で

よ
り

説
明

が
し

や
す

く
な

っ
た

」
 

・
「

火
山

灰
層

の
位

置
で

傾
き

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

」
 

※
「

主
体

的
な

行
動

力
」

「
独

創
的

な
表

現
力

」
「

多
角

的
な

省
察

力
」

の
育

成
に

つ
な

が
る

事
項

は
ゴ

シ
ッ

ク
太

字
で

示
し

て
い

ま
す

。
 

地
下

の
見

え
な

い
地

層
の

広
が

り
や

傾
き

は
、

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

だ
ろ

う
か

。
 

・
箱

の
中

の
地

層
は

、
ど

う
や

っ
て

調
べ

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

か
。

 

・
３

Ｄ
モ

デ
リ

ン
グ

さ
れ

た
仮

想
の

地
形

で
の

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
と

比
較

し
て

み

ま
し

ょ
う

。
 

      
 
  
  
  

 ＝
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
目

的
  
  
 
  
  
 
  
  
  

  
  
  
  

 ＝
対

話
の

活
用

目
的
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 
＝

１
の

「
ね

ら
い

」
を

十
分

に
達

成
し

て
い

る
姿
 

指
導

の
目

的
と

手
立

て
 

見
取

り
た

い
生

徒
の

姿
 

 ・
地

層
の

重
な

り
方

の
既

習
事

項
を

振
り

返
る

た
め

に
、

男
鹿

市
安

田
海

岸
の

3
6
0
°
バ

ー
チ

ャ
ル

ツ
ア

ー
を

提
示

す
る

。
 

・
本

時
の

目
標

と
評

価
基

準
を

伝
え

る
。

 

・
モ

デ
ル

実
験

用
に

、
中

が
見

え
な

い
箱

に
地

層
を

作

り
準

備
し

て
お

く
。

 

・
地
層
の
広
が
り
や
傾
き
を
調
べ
る
た
め
に
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
の
モ
デ
ル
実
験
を
演
示
し
て
み
せ
る
。

 

・
実

際
の

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
は

、
１

回
の

調
査

で
多

額

の
費

用
が

か
か

る
た

め
、

最
小

限
の

回
数

に
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
 

 ○
地

層
が

で
き

た
要

因
に

つ
い

て
、

時
間

的
・

空
間

的

な
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
て

い
る

。
 

・
地

層
は

下
に

行
く

ほ
ど

古
い

層
に

な
る

な
。

 

 ○
課

題
の

解
決

に
は

、
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

が
有

効
で

あ

る
こ

と
に

気
付

い
て

い
る

。
 

○
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

は
、

最
低

で
も

３
カ

所
必

要
で

あ

る
こ

と
に

気
付

き
始

め
て

い
る

。
 

・
東

西
方

向
と

南
北

方
向

の
両

方
を

調
べ

る
必

要
が

あ
る

な
。

 

 

 ・
ボ

ー
リ

ン
グ

試
料

を
比

較
す

る
た

め
の

鍵
層

が
分

か

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
赤

色
で

着
色

し
て

お
く

。
 

・
発

表
の

機
会

を
増

や
し

、
他

の
班

の
デ

ー
タ

を
参

考

に
で

き
る

よ
う

に
、

考
察

を
発

表
す

る
場

を
設

け

る
。

 
イ

）
認

知
過

程
の

外
化

 

    ・
空

間
的

に
地

層
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、

Ｖ
Ｒ

を
用

い
る

。
 

・
空

間
的

な
見

方
を

働
か

せ
る

た
め

に
、

方
位

と
傾

き

に
注

目
し

て
地

層
の

広
が

り
を

表
現

す
る

場
を

設
定

す
る

。
 

 ○
東

西
南

北
の

ど
の

方
向

に
傾

い
て

い
る

の
か

を
、

３

カ
所

の
ボ

ー
リ

ン
グ

試
料

を
基

に
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

○
鍵

と
な

る
火

山
灰

層
か

ら
傾

き
を

導
き

出
そ

う
と

し

て
い

る
。

 

・
こ

の
地

層
は

水
平

で
は

な
い

な
。

 

・
○

○
に

傾
い

て
い

る
ぞ

。
２

つ
の

軸
で

考
え

よ
う

。
 

  ○
ボ

ー
リ

ン
グ

の
結

果
を

、
地

表
か

ら
の

標
高

を
そ

ろ

え
る

こ
と

で
地

層
の

傾
き

を
考

え
て

い
る

。
 

       

    

 ○
課

題
に

対
し

て
実

験
の

過
程

が
適

切
で

あ
っ

た
か

振

り
返

っ
て

い
る

。
 

・
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

を
行

い
、

火
山

灰
層

を
調

べ
る

こ
と

で
、

地
層

の
傾

き
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

Ｖ
Ｒ

を
使

用

す
る

と
傾

き
の

よ
う

す
が

さ
ら

に
分

か
り

や
す

く
な

っ
た

。
 

 

 

 
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
や
地
層
の
図
か
ら
地
層
の
重
な

り
方
を
読
み
取
り
、
広
が
り
や
傾
き
に
つ
い
て

東
西

と
南
北
の
２
つ
の
軸
を
根
拠
と
し
て
推
定
し
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

（
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t
、

O
n
e
N
o
t
e
）

 

他
者

の
思

考
を

瞬
時

に
共

有
で

き
る

よ
う

に
、

大
型

モ
ニ

タ
ー

に
振

り
返

り
を

映
し

出
せ

る
よ

う

に
準

備
し

て
お

く
。

 

瞬
時

の
共

有
化

の
た

め
に

J
a
m
B
o
r
d
を

準
備

す

る
。

 

試
行

の
繰

り
返

し
が

で
き

る
よ

う
に

、
O
n
e
N
o
t

e
に

考
察

を
記

録
す

る
よ

う
に

促
す

。
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−本実践から見えてくること− 

 

 

 

共同研究者：原田 勇希 

（秋田大学教育文化学部・英語・理数教育講座） 

 

１ はじめに 

 秋季公開研究協議会で公開された授業，「『地層

から読みとる大地の変化』−時間的・空間的な見

方を働かせて大地の成り立ちを問い直せるか−」

は，主に以下２点について，今後の授業づくりに

生かすべき重要な視点を提供したと考えられる。 

 

２ 「見方・考え方」を働かせる優れた文脈設定 

 理科における「見方・考え方（“discipline-based 

epistemological approach”）」とは，自然科学に特有

な認識論的接近を指し，これは「深い学び

（“authentic learning”）」の実現のために不可欠で

ある。つまり，理科授業の中で学習指導要領が求

める学びを実現するためには，自然科学が実社会

で展開される文脈（すなわち，科学者による科学，

市民による科学）を授業に持ち込み，子どもがそ

れを追体験する機会にできるかが鍵となる。 

 秋季公開研究協議会で提案された授業の題材

は，「ボーリング調査の結果をもとに地下の地層

の様子を推論する」ことであり，これは実社会で

展開される自然科学の具体的な文脈である。この

とき科学者などの調査主体は，ブラックボックス

である地下の空間的構造を推論するため（目的論，

すなわち「見方」），まずどの地点をサンプリング

するべきかを例えば条件制御の考え方に基づいて

決定したり，得られた多地点のデータをもとに比

較したり，多面的に考えたりする（方法論，すな

わち「考え方」）。 

本授業は，この題材が持つ「深い学び」の実現

可能性を可能な限り生かせるよう，「（教師の）家

を建てる際の調査」という具体的文脈と，「ボーリ

ング調査に要するコスト」という実社会に存在す

る調査上の制約を与えることで，真正（authentic）

な自然科学を教室に再現し，子どもが科学者など

の調査主体と同様の「見方・考え方」を働かせな

がら探究する場を実現したと考えられる。 

また，この文脈設定を生かした教師の発言や発

問，授業運営も重要な効果をもたらした。例えば，

3 回の調査に基づき地層の傾きの「仮説」を立て，

その仮説に基づいて 4本目の調査で得られるであ

ろうデータを具体的に「予想」してから調査を行

うように促したことは，現実の科学における仮説

演繹法を授業に持ち込んだ出色の事例と言えよ

う（また，この展開が子どもの発言を拾って即興

的に行われたものであることも追記しておく）。 

 

３ 「見方・考え方」を働かせる優れた教材研究 

 実社会で展開される自然科学の文脈を重視し，

それをそのまま理科の授業に持ち込もうとする

と，ときに子どもにとって解決したい，または解

決すべき事柄から遠ざかり，却って虚構性を強調

しかねないというジレンマに陥ることがある。 

本授業では，寒天を用いた地層モデルを教材と

したことで，学習課題に現実性を与えることに成

功した。これを可能にした要因は，本授業が①現

実（自然の事物）を精度良く近似したモデルであ

る教材に対し，②現実の科学者が実際に行う目的

（見方）と方法（考え方）により接近することを

重視した点にあると考えられる。すなわち，子ど

もにとって想像するしかない実社会の文脈を探

究の対象とするのではなく，実社会の文脈を精度

良く近似した眼前の教材に対して喚起される「問

い」を探究することで，間接的に真正（authentic）

な自然科学を教室に再現したのである。 

このとき，教材がどの程度自然の事物を近似で

きているかが問題となる。本授業で提案された教

材は，地下の様子がブラックボックスになってい

ること，ボーリングによって地層の重なり方が部

分的に明らかにできること，得られたボーリング

結果を並べて視覚的に比較できることなど，実際

の地層やボーリング調査の重要な要素を精度良

く近似している。このことが，子どもの学びによ

り一層の真正性を与えたのではないだろうか。 

理科における「見方・考え方」を効果的に 

働かせる文脈設定と教材のあり方 
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令和４年度の実践記録（音楽）  

－実践記録（第２学年）－    

１ 題材名  

「詩のイメージに合った歌をつくろう」  

- 教育用ボーカロイドを活用した知覚と感受の視点で歌をつくる活動は、より豊かな感性の伸張につながったか − 

 

２ 具体的な実践事項との関連    

(1) 「ボーカロイド教育版」を活用することで、生徒が直感的な旋律づくりに取り組む 

「ボーカロイド教育版」を活用して、生徒が詩のイメージから感受したことを、音楽の要素を知

覚しながら直感的な歌づくりに取り組んだ。それによって、より意欲的で個性的な創作活動につな

がると考えた。 

 

(2) 音楽科における「プログラミング学習」の実践 

生徒は、音の長さ・高さ・リズムを組み合わせるなどのさまざまな内容を深く考え、試行錯誤を

重ねて詩のイメージを伝える歌の創作に取り組んだ。それによって、論理的な思考力を育むことが

できると考えた。 

 

３ 授業の実際 

過程 

学習活動 

「教師の発問や指名」 

■発問や指名の意図(教師の試行錯誤) 

教師の手立て 

〇：見取った生徒の姿 

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を確認し、発表の準備をする。 

 

■本時の課題や流れを確認し、発表の準備

をしているか、生徒の様子を確認する。 

 

■タブレットの起動を確認して、本時の授業に

おいて、支障のある不具合がないか机間指導

しながら確認しておく。 

 

「今日の課題は『詩のイメージを伝えて作品を

発表し、仲間の作品の工夫した点を見つけよ

う』です。各グループで自分たちの作品を披露

して、その作品の工夫点を発見しましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループの役割を確認し、本時の活動に入る

準備ができている。 

 

〇本時の創作活動の流れと見通しをもってい

る。 

 ２ グループごとに作品の紹介を行う。発表

は、詩から感じたイメージを発表し、ボーカ

ロイド教育版を使って作品を披露する。 

 

 

 

 

（
問
い
） 

発表の手順を確認し、グループ内の

役割分担の確認するように指示する。 

各グループの工夫点を各自がメモで

きるように、コラボノートを準備して

おく。 

苦手意識をもつであろう生徒も前向

きに取り組めるよう、サポートできる

生徒を意図的に入れたグループ編成を

しておく。 

題
材
の
設
定 

 
 

（ 

言
語
活
動 
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「各作品の工夫点を見つけ、コラボノート

にメモしていきましょう。」 

 

■各班の工夫点を生徒一人一人が考え、それら

をメモしていくことで、この後のグループで

の話し合いを活発にしたい。 

 

■各班とも自らタブレットを操作し、大型ディ

スプレイに接続してボーカロイド教育版を

使って作品を再生することで、ＩＣＴ機器を

柔軟に使うことができる生徒達にしたい。 

 

■自分たちの作品を、自らＩＣＴ機器を使って

伝えることで、主体的な態度が育っている。 

 

■発表の間は、生徒の作品を確認し、工夫して

いる点を教師の視点で見つける。また、生徒

達の主体的な態度についても観察する。 

 

「みなさんが記録したメモは、全員で共有

することができます。どんなことを見つ

けたか、後で確認しておきましょう。」 

 

■コラボノートの特徴である全員で内容を確

認することができる長所を生かして、自分た

ちの作品に対する仲間の考えを知り、自らの

作品を多角的に評価することができる。 

 

「それでは、各班からの発表をお願いしま

す。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「空への疑問を表している感情をイメージし

た。分からないことを空に訪ねているような

曲にした」 

〇「跳躍した音のつながりを少し入れよう」 

〇「繰り返しの部分を入れよう」 

〇「優しい感じが伝わってきて、どこか神聖で

静かなイメージ」 

〇「欲張らない人間の美しさを感じる」 

〇「人間の複雑さや醜さを表す」 

〇「風を感じるくらい静かな情景や自然全体が

生きているというイメージ」 

 

〇各グループで役割を決め、自分たちが感じ取

ったイメージを伝えていた。 

 

〇タブレットＰＣやボーカロイド教育版を自

ら操作して再生することで、自分たちの作品

を発表した実感をもつことができた。 

 

〇音楽室のオーディオで、さらに充実した音で

聴くことで、作品のよさや雰囲気をじっくり

味わうことができている。 

 

音
楽
活
動 

 

（
知
覚
・
感
受
） 

 

言
語
活
動 

（ 

言
語
活
動 

詩から感じ取ったイメージを簡潔に

伝えて、ボーカロイドの演奏をするよ

うに伝える。 

自分たちのタブレットを使って発表

した後に、音楽室のオーディオを使っ

てもう一度聴き直すことで、作品の雰

囲気をより感じ取ることができるよう

にする。 

167

Akita University



３ 印象に残った作品から、詩のイメージを伝

えるための工夫点について話し合い、ホワイ

トボードにまとめる。 

 

「印象に残った作品の工夫点について学習グ

ループで話し合い、考えをまとめて発表しよ

う。」 

 

「ホワイトボードには、自分たちが見つけた工

夫点は黒、イメージは赤、自分たちの工夫点

と似ている点は青にして書きましょう。」 

 

「音楽を構成する要素〈旋律〉〈リズム〉〈速

度〉〈テクスチュア〉に着目して工夫点を説

明しよう。」 

 

「もう一度聴聴いてみたいグループの曲は、自

分たちのタブレットを Teams に接続して聴

いてから、話合いに向かってください。」 

 

■ミエルトークで自分たちの考えを視覚化し

て、より活発な話合いになるようにする。 

 

■視点の違いを、色を変えてボードに書くこと

によって、より多角的で深い考えに到達でき

るようにする。 

 

■ＩＣＴ機器を活用して、作品を聴き直すこと

で、より工夫した点を深く考えることができ

るようにした。 

「完成したホワイトボードは、タブレットで写

真を撮り、コラボノートに貼り付けしておこ

う。」 

■ホワイトボードに記載した内容を互い

に共有し、後で確認できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「もう一度あの作品を聴いてみよう」 

〇「〈旋律〉〈リズム〉〈速度〉〈テクスチュ

ア〉の、どの要素に着目しようかな」 

〇「この作品は、伴奏や旋律が詩のイメージに

よく合っているな」 

〇「この詩から穏やかなイメージを感じた」 

〇「ボーカロイドの演奏が、自分たちのイメー

ジ通りでよかった」 

 

◎詩のイメージを伝えるために試行錯誤した

曲作りの工夫点を考え、伝え合うことができ

ている。 

 

 

 

 

 

各作品を聴き直すことができるよう

に、演奏データを Teams に一元化して

おく。 

ホワイトボードに記載した内容を互

いに共有しその記録が残るように、生

徒自身で内容を写真に写してコラボノ

ートに貼り付けるように指示する。 

ミエルトークで話し合いを行うこと

を指示し、音楽を構成する要素に着目

するように助言する。 
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４ グループごとに、自分たちが見つけた作品

の工夫点を発表する。 

 

「アシスタントさんとミセルさんで発表をお

願いします。」 

「自分たちの考えと比較しながら聴きましょ

う。」 

 

■日頃行っている発表の方法を使うことで、自

分たちの考えをより自由に表現できるよう

にする。 

 

■自分たちが考えた工夫点と比較することで、

自分たちの考えを更に深めさせたい。 

 

「実際に自分たちの工夫した点はどんなこと

であったか、発表してくれませんか。」 

 

■発表した工夫点は、そのグループが実際に工

夫したことであったかを確認することで、互

いの考えを尊重し合う姿勢を育て、自分たち

の考えにより深い価値付けをつけさせたい。 

 

 

 

〇「優しい感じの伴奏を選んでいた」 

〇「『シャラシャラ』のオノマトペのところを、

リズムをずらすなどして工夫していた」 

〇「『シャラシャラ』の部分を強調するために、

リズムを細かくしていた」 

〇「前半は順次進行、そして『シャラシャラ』

の部分では、音の重なりを増やして強調して

いた」 

〇「最初順次進行であまり音も重ねていないと

ころが、自分たちの工夫した点と似ていた」 

〇「速度がゆっくりで、優しい感じが伝わって

きた」 

〇「リズムを細かくすることで、テンポが速く

なったような錯覚が感じられた」 

〇「リズムをずらすことで、印象深い部分にな

る」 

〇「後半の部分になると音域が高くなり、明る

い感じが伝わってくる。」 

〇「最後のリコーダーの音色が希望を表してい

て、この班が伝えたかった詩のイメージにつ

ながっている」 

〇「さざ波を、重なっている旋律や追いかけっ

こしている旋律で表していた」 

〇「旋律がなだらかなことと、速度がゆっくり

なことが、さざ波を表す工夫であった」 

学習グループ（ミエルトーク）のルー

ルで発表するように指示する。 
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過
程
の
評
価 

５ 本時について、振り返りを行う。 

「今日の振り返りを、コラボノートのリフレク

ションシートに記入しよう」 

■リフレクションシートの一元化と評価

を円滑にするために、コラボノートを活

用する。 

 

 

 

 

〇本時の活動について、自分の活動を具体的

に振り返ることができている。 

≪生徒の振り返りから≫ 

・他班の発表を聞いて、僕の班の曲は少し盛り上がりに欠けている感じがしました。もう

少し印象に残る部分をつくることも必要だと思いました。 

・強調したい部分が、いくつかの工夫でより印象に残りやすい曲になっていると感じまし

た。他のグループの意見から、より工夫がわかりました。 

・細かいリズムでハモリを入れたり、他の所はシンプルにしたり、私たちのグループで考

えた工夫をした歌ができたと思います。他の班の歌を聴いて、様々な工夫を知ることが

できてよかったです。 

・みんな同じボカロのソフトを使っているのに、それぞれのよさがある全く違う曲ができ

ているのが面白いと思いました。これからもこのソフトを使うと思うので、今回の発表

から学んだ工夫する点やイメージを生かして作品づくりに取り組んでいきたいです。 

・「シャラシャラ」の部分だけをいろんなリズムを使ってハモらせたことで、あふれ出す

感じがみんなに伝わってよかったです。 

・他の班は、自分たちとはまた違った工夫をしていて、おもしろかったです。３班の「シ

ャラシャラ」のハモリが頭に残りました。次に歌を作る機会があったら、頭に残るリズ

ムはどうやったらつくることができるのかを考えてつくってみたいです。 

・他のグループの作品を聴いて、詩のイメージに合うような旋律とテンポでした。全員が

全然違う曲になっていたことがすごいと思いました。今度またつくる機会があったら、

他のグループのも参考にしてつくりたいです。 

・今日はいろんな班の曲を聴いてたくさんの工夫を見つけることができました。音の重な

りを工夫したり、音をずらしたりして印象的な曲をつくっていたのですごいと思いまし

た。 

・今日はいろいろな班の発表を聴いて、自分のグループの改善点や、改めてよいと思った

ところが見つかりました。自分たちのグループは他の班と比べてたくさんの音を使って

いたと思います。これからもボーカロイドを使っていろいろな曲をつくりたいです。 

・今回の授業で、他の班の発表を聴いて、「最初に伴奏を決めておけば」という気持ちに

なりました。私自身も作曲に関して何も知らない身なので、「コードガイドを使ってハ

モリを考えればよかったな」と思いました。 

・詩のイメージに合ったボーカロイドをつくってみて、その詩から感じたイメージを自分

の音楽にして曲に表すことができました。また、他の人の作品を聴いて、それぞれ曲か

ら感じたイメージが違ったりするのがわかりました。そのイメージを伴奏・リズム・速

度・ハモリなどのすべてで表されており、どれも魅力的な音楽でした。また自分でボー

カロイドをつくる機会があったら、今回他の人から学んだ工夫を使って、さらによい作

品ができるようにしたいです。 

コラボノートを使ったリフレクショ

ンシートに記入するように指示する。 

170

Akita University



 ４  授業の省察 

(１) 今回「ボーカロイド教育版」を活用して授業をつくろうとした動機は、生徒が直感的な操作で自分の表現し

たいことを形にすることで、より意欲的に活動し、独創的な作品づくりができるだろうと考えたからである。

実際に題材を展開していくと、楽譜の知識や記譜の技術が高い生徒だけでなく、全員が音の要素（リズムや速

度、音色やテクスチュアなど）をよく考えて創作活動に向かうことができていた。これは、まさしく直感的な

操作で曲を完成させることができる「ボーカロイド教育版」の利点を生かした授業展開であったと考える。そ

の利点の一つは、音符を使った記譜ではなく、音価と音高をブロックで表して創作する方法である。音符を使

って五線上に書いていく知識と技術は、音楽に専門的に携わっていない生徒にとって高い壁である。だが、ブ

ロック状で表した音価や音高は、まさしく直感的な感覚で旋律をつくり上げていくことができる内容であっ

た。もう一つは、伴奏の和音構成音が操作画面にガイド表示されることである。和音の構成音を五線上で考え

ていく作業は、音楽に専門的に携わっていない生徒にとって慣れない作業である。それらを視覚的に分かりや

すく示す「ボーカロイド教育版」の機能は、直感的な操作で曲づくりをすることにつながっていた。これらの

直感的な操作によって、生徒は詩のイメージから感受したことを基に、音楽の要素を知覚しながら旋律を考え

て曲づくりに向かうことができたのであろう。そして、より一層個性的な作品づくりにつながったと考える。

今後の課題としては、生徒が「ボーカロイド教育版」で直感的に行ったことを五線上の楽譜の知識・理解とし

て身に付けることができないかということである。今回は、「ボーカロイド教育版」の利点をフルに生かした

内容であったが、楽譜としての知識・理解と連動することで、より深い音楽性を追究した作品づくりや、他の

表現活動につながる創作活動になると考える。現在の「ボーカロイド教育版」では、五線上に記譜する機能は

備わっていない。他のソフトや Webアプリを活用することで、五線としての知識・理解にもつながるものと考

える。また、ソフト自体の表現力も課題である。あくまでも「ボーカロイド教育版」は、操作性を重視したも

のであり、ボーカロイドの表現力を追究したものではない。それゆえに、ボーカロイドの声は機械的であり、

そこに音楽的な表現を求めるのは無理がある。自分たちで演奏したり歌ったりするためのツールとしての利用

はよいが、最終的な作品としては、音楽表現の豊かさという点で物足りないのである。無論、教育版でないボ

ーカロイドは、より高い表現力を有している。また、今後ソフトがよりアップデートされ、さらにリアルで音

楽表現の豊かな「ボーカロイド教育版」も登場することであろう。これらの課題がある中、ＩＣＴ機器を活用

した創作活動の一例として、本実践は示すことができたのでないだろうか。今後も、このようなＩＣＴ機器の

活用によって、生徒一人一人の表現力や独創性をより高めていくことを目標に、創作活動を進めていきたい。 

 

(２)  本実践は、音楽家における「プログラミング学習」を意識している。詩から感じ取ったイメージを感受し、

それらを具現化するために音の長さや高さを入力し、それらを聴いて修正し、試行錯誤を重ねて一つの曲を完

成させていく作業は、プログラミング学習の思考と重なると考える。授業で生徒たちは、「ボーカロイド教育

版」でつくった旋律を聴き直して、何度も修正を重ねながら創作活動に向かっていた。その修正する過程で

は、音の高さや長さ、テンポや伴奏の種類など、様々な音楽的要素を知覚することができていた。順次進行や

跳躍進行など、以前の学習内容も生かしながら試行錯誤を重ねている様子も伺うことができた。これらの思考

は、まさしくプログラミング的な思考と重なっている。また、このような「プログラミング学習」は、他の活

動でも取り入れることができることを改めて感じた。例えば、合唱活動で自分たちの歌声を聴き直し、表現や

技能に関して試行錯誤して、歌声を作り上げていく過程などは、まさしくプログラミング的な思考を生かした

活動ではないだろうか。今後、このような「プログラミング学習」を更に取り入れていくことで、生徒の論理

的な思考を育てていきたい。 
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ン

ト
 
  
 
  
 
 
 

 
  
 
「
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
歌
を
つ
く
ろ
う
」

 
 

-
 
教
育
用
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
を
活
用
し
た
知
覚
と
感
受
の
視
点
で
歌
を
つ
く
る
活
動
は
，
よ
り
豊
か
な
感
性
の
伸
張
に
つ
な
が
っ
た
か

 
−
 
 

 
 

 

Ⅱ
 
題
材

に
つ

い
て

 

 
本
題
材
は
、
既
存
の
詩
か
ら
自
分
た
ち
が
旋
律
に
し
た
い
詩
を
選
び
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
の
言
葉
で
具
現
化
し
て
い
く
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
、
知
覚
と
感
受
の
視
点
で
歌
を
創
作
す
る
と
い
う
内
容
で
構
成
し
て
い
る
。
知
覚
と
感
受
の
視
点
と
は
、
作

曲
者
が
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
受
し
、
そ
れ
を
音
楽
と
し
て
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
旋
律
の
音
と
音
の
つ
な
が
り
や
リ
ズ
ム
、
速
度

や
音
の
重
な
り
を
考
え
、
そ
れ
ら
を
知
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
視
点
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
創
作
に
向
か
う
生
徒
の
手
順
が

明
確
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
「
感
性
」
や
「
知
識
」
「
技
能
」
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
す
る
力
の
育
成
を

機
能
的
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
お
、
生
徒
は
１
年
次
の
「
い
ろ
い
ろ
な
音
階
を
つ
か
っ
て
旋
律
を
つ
く
ろ
う
」
と

い
う
題
材
に
お
い
て
創
作
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
が
選
ん
だ
音
階
を
使
っ
て
、
順
次
進
行
や
跳
躍
進
行
の
特
徴
を
使

い
な
が
ら
旋
律
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歌
づ
く
り
で
使
う
詩
は
、
国
語
科
の
授
業
で
学
習
し
て
い
る
谷
川
俊
太
郎
、

工
藤
直
子
の
詩
集
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
は
、
言
葉
の
ま
と
ま
り
を
考
え
て
群
読
を
す
る
な
ど
、
歌
づ
く
り
で
必
要

な
知
識
を
学
習
し
て
い
る
。
本
題
材
で
は
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
で
あ
る
〈
旋
律
〉
に

〈
リ
ズ
ム
〉
〈
速
度
〉
〈
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
〉
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
で
、
全
体
の
流
れ
を
考
え
て
詩
の
雰
囲
気
に
合
っ
た
歌
の
創
作

を
行
う
。
完
成
後
に
、
創
作
し
た
作
品
を
聴
き
合
い
、
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
互
い
に
見
つ
け
合
い
、

そ
れ
を
共
有
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
作
曲
者
は
聴
衆
の
反
応
を
知
り
、
「
表
現
」
と
し
て
の
創
作
が
完
結
し
、
自
己
評
価
に
結
び
つ
く
。

こ
れ
ら
の
経
験
は
、
〈
形
式
〉
〈
構
成
〉
を
踏
ま
え
た
さ
ら
な
る
曲
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
題
材
の
学
習

に
お
け
る
「
感
性
」
を
駆
使
し
な
が
ら
「
創
造
」
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
一
人
一
人

の
表
現
が
広
が
り
、
よ
り
一
層
個
性
的
な
創
作
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 

 Ⅲ
 
生
徒

観
と

指
導
観

に
つ
い

て
 

 
豊
か
な
表
現
力
と
発
想
を
も
っ
た
生
徒
が
多
い
。
特
に
合
唱
活
動
は
、
小
学
校
で
合
唱
集
会
を
行
う
な
ど
、
美
し
い
響
き
で
歌
お

う
と
す
る
意
識
が
高
い
。
し
か
し
、
こ
こ
最
近
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
よ
っ
て
歌
唱
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中

で
、
生
徒
の
歌
唱
表
現
力
を
存
分
に
生
か
し
て
活
動
で
き
る
場
面
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、

感
染
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
活
動
で
き
る
分
野
の
一
つ
が
、
創
作
活
動
で
あ
る
と
考
え
る
。
昨
年
度
も
、
創
作
活
動
を
多
く
取
り
入

れ
、
新
た
な
発
見
や
喜
び
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
題
材
で
の
指
導
を
通
し
て
、
１
年
次
に
高
め
た
旋
律
創
作
に
関
わ
る

「
感
性
」
を
さ
ら
に
研
ぎ
澄
ま
せ
た
い
。
具
体
的
に
は
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
〈
旋
律
〉
に
加
え
て
、
〈
リ
ズ
ム
〉
〈
速

度
〉
〈
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
〉
の
視
点
を
加
え
る
。
〈
リ
ズ
ム
〉
に
お
い
て
は
、
詩
中
の
言
葉
の
ま
と
ま
り
を
理
解
し
て
リ
ズ
ム
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
〈
速
度
〉
は
、
詩
の
イ
メ
ー
ジ
が
聴
き
手
に
最
も
効
果
的
に
伝
わ
る
曲
の
速
さ
を
選
択
で
き
る
。
〈
テ
ク
ス
チ

ュ
ア
〉
で
は
、
和
音
の
音
を
基
に
し
て
、
美
し
く
響
く
音
の
重
な
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
指
導
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
「
感

性
」
の
伸
長
を
図
り
た
い
。
 

 Ⅳ
  
研
究
の

具
体

的
な
実

践
事

項
 

本
題
材
で
は
、
「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
教
育
版
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
直
感
的
に
旋
律
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、

生
徒
一
人
一
人
の
思
考
が
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
歌
声
で
作
品
と
な
る
。
作
品
を
共
有
す
る
場
面
で
は
、
他
者
の
思
考
を
瞬
時
に
共
有

し
デ
ー
タ
の
一
元
化
と
保
存
が
で
き
る
よ
う
に
、
「
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
」
を
使
っ
て
発
表
を
視
覚
化
、
デ
ー
タ
化
す
る
。
ま
た
、
本

題
材
で
は
、
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
聴
き
手
に
伝
え
る
た
め
に
、
創
作
の
手
順
を
考
え
る
。
音
の
長
さ
・
高
さ
・
リ
ズ
ム
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
深
く
考
え
、
そ
れ
を
聴
い
て
修
正
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
一
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。

こ
れ
ら
は
、
音
楽
科
に
お
け
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」
を
意
識
し
て
お
り
、
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
論
理
的
思
考
へ
と
つ
な

が
る
。
「
創
造
性
」
を
発
揮
す
る
場
に
導
く
「
手
段
」
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
実
践
で
あ
る
。

 

 Ⅴ
  

目
標

 
 
 
 

 
 

 

  
(1
) 

曲
想
と
音
楽
の
構
造
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
表
現
で
音
楽
を
つ
く
る
た
め
に
必

要
な
、
条
件
に
沿
っ
た
音
の
選
択
や
組
合
せ
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
、
歌
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

  
(2
) 
旋
律
、
リ
ズ
ム
、
速
度
、
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
覚

し
た
こ
と
と
感
受
し
た
こ
と
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
音
楽
を
つ
く
る
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
も
つ
と
と

も
に
、
曲
に
対
す
る
評
価
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
考
え
な
が
ら
、
互
い
の
作
品
を
聴
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

  
(3
) 
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
教
育
版
を
用
い
た
歌
を
つ
く
る
活
動
に
関
心
を
も
ち
、
主
体
的
・
協
働
的
に
創
作
と
鑑
賞
の
学
習
活
動
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
。

 

 Ⅵ
 
全
体

計
画
（
総
時
数
８
時
間
）
 

時
数
 

ね
ら
い
・
学
習
活
動
 

評
価
の
観
点
 

評
価
の
方
法
と
指
導
の
留
意
点

 

知
 
思

 
態

 

１
 

・
リ

ズ
ム

譜
の

書
き

方
を

覚
え

て
、

リ
ズ

ム
と

記
譜

の
関
係

を
理

解
す
る
。

 

○
 

   

 
   

・
リ
ズ
ム
譜
の
書
き
方
の
例
を
見
な
が
ら
記
譜
の
仕
方
を
覚
え
、

既
習
の
曲
を
使
っ
て
記
譜
で
き
る
力
が
身
に
付
い
て
い
る
か
見

取
り
、
間
違
い
は
指
摘
し
て
再
考
す
る
よ
う
に
促
す
。

 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

１
 

・
ボ

ー
カ

ロ
イ

ド
教

育
版

を
操

作
し

な
が

ら
、

歌
を

創
作

す
る

活
動

へ
の

関
心

を

高
め

る
。

 

    

   

○
 

 

・
ボ
ー
カ

ロ
イ
ド

教
育

版
の

操
作

を
通
し
て

、
歌

づ
く
り

の
方
法
と

コ
ツ
を

覚
え

よ
う
と
し
て

い
る
か

を
見
取
り
、

そ
の

完
成

し
た
旋

律
の

出
来
映
え
を

称
賛

し
、
他

者
に

紹
介

す
る

。
 

（
観

察
）

 

１
 

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
キ

ラ
キ

ラ
星

を
編

曲
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

音
の

重
ね

方
を

理

解
し

、
響

き
の

お
も

し
ろ

さ
や

美
し

さ

を
味

わ
う

。
 

 

○
 

 

 
  

・
ボ
ー
カ

ロ
イ
ド

教
育

版
を

使
っ

た
《
キ
ラ

キ
ラ

星
》
の

旋
律

の
編

曲
を
通

し
て

、
音
の
重
な

り
の
お

も
し

ろ
さ

や
美
し
さ

を
味
わ

う
よ

う
に
促
し
、

他
者
に

紹
介

す

る
。

 

（
ボ
ー
カ

ロ
イ
ド

の
保

存
フ
ァ
イ
ル

、
観
察

）
 

１
 

・
文

字
数

に
気

を
付

け
て

、
自

分
た

ち
が

歌
に

し
た

い
詩

（
谷

川
俊

太
郎

、
工

藤

直
子

）
を

読
ん

で
、

表
し

た
い

イ
メ

ー

ジ
を
も
つ

。
 

 
○
 

  

   

・
歌

づ
く

り
の

ル
ー

ル
の

中
で

詩
を

選
ん

で
い

る
か

見
取

り
、

文
字

数
が

多
す

ぎ
る

グ
ル

ー
プ

は
指

摘
し

て
、

再

考
す
る
よ

う
に
促

す
。

 

・
自
分
た

ち
が
感

じ
取

っ
た

詩
の
イ

メ
ー
ジ

を
グ

ル
ー
プ

で
ま
と
め

て
、

コ
ラ
ボ

ノ
ー
ト
に

記
載
し

て
い
る

か
見

取
り

、
他

者
に
紹

介
す

る
。

 

（
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
）
 

３
 

・
知

覚
と

感
受

の
視

点
か

ら
、

詩
の

イ
メ

ー
ジ
に
合

っ
た
歌

づ
く

り
を

行
う

。
 

○
  

 
・
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
提
に
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

〈
旋
律
〉
〈
リ
ズ
ム
〉
〈
速
度
〉
〈
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
〉
を
基
に

歌
の
旋
律
を
考
え
て
い
る
か
見
取
り
、
作
品
の
独
創
性
や
完
成

度
を
称
賛
す
る
。
 

（
観
察
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
保
存
フ
ァ
イ
ル
）

 

本 時 8
/
8 

・
作

品
を

聴
き

合
っ

て
、

詩
の

イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
る

た
め

の
工

夫
点

を
話

し
合

い
、

互
い

の
考

え
を

共
有

し
て

感
性

を

深
め

る
。

 

 
○
 
  

・
聴
き
合
っ
た
作
品
に
つ
い
て
、
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
た

め
の
工
夫
点
を
見
つ
け
合
っ
て
互
い
の
考
え
を
共
有
し
て
い

る
か
見
取
り
、
次
の
創
作
活
動
に
生
か
す
よ
う
に
促
す
。

 
 
 
 

（
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
）
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Ⅶ
 

本
時

の
計

画
 

 
 １

 
ね
ら
い
 

完
成
し
た

曲
を

聴
き
合

い
、

詩
の
イ

メ
ー
ジ

を
伝

え
る
た
め
の

工
夫
点

を
考

え
、

伝
え
合

う
こ
と

が
で

き
る

。
 

 
 ２

 
展
 
開
 

過
程
 

学
習
活
動
・
主
な
発
問
な
ど
 

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

 

問
 

  い
 

題 材 の 提 示
 

１
 
本
時
の
課
題
を
確
認
し
、
発
表
の
準
備
を
す

る
。
 

  

・
本

時
の

課
題

や
流
れ

を
確
認
し
、

発
表
の

準
備

を

し
て
い
る

。
 

・
「

他
の

グ
ル
ー

プ
は

ど
ん
な
歌
が

で
き
た

の
か

な
」

 

・
「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
は
う
ま
く
動
い
て
く
れ
る
か
な
」

 

問
 

 い
 

 直
 

 し
 

      

 

２
 
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
品
の
紹
介
を
行
う
。
発
表

は
、
詩
か
ら
感
じ
た
イ
メ
ー
ジ
を
発
表
し
、
ボ
ー

カ
ロ
イ
ド
教
育
版
を
使
っ
て
作
品
を
披
露
す
る
。
 

    ３
 

印
象

に
残

っ
た

作
品

か
ら

、
詩

の
イ

メ
ー

ジ
を

伝
え

る
た

め
の

工
夫

点
に

つ
い

て
話

し

合
い

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に
ま

と
め

る
。

 

       ４
 

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
、

自
分

た
ち

が
見

つ
け

た
作

品
の

工
夫

点
を

発
表

す
る

。
 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
主
体
的
に
発
表
し
て
い
る
。
 

・
各
作
品
の
工
夫
点
を
見
つ
け
、
配
付
し
た
シ
ー
ト
に
メ

モ
し
て
い
く
。

 

・
「
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
が
き
ち
ん
と
動
い
て
よ
か
っ
た
」

 

・
「
自
分
た
ち
の
作
品
は
、
ど
ん
な
評
価
か
な
」
 

・
「
詩
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
だ
な
」

 

 ・
学

習
グ

ル
ー

プ
（

ミ
エ

ル
ト

ー
ク

）
に

分
か

れ
て

話
し

合
い

を
し

て
い

る
。

 

・
「

あ
の

作
品

が
と

て
も

印
象

に
残

っ
て

い
る

」
 

・
「

も
う

一
度

あ
の

作
品

を
聴

い
て

み
よ

う
」

 

・
「

〈
旋

律
〉

〈
リ

ズ
ム

〉
〈

速
度

〉
〈

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

〉
の

、
ど

の
要

素
に

着
目

し
よ

う
か

な
」

 

・
「

こ
の

作
品

は
、

伴
奏

や
旋

律
が

詩
の

イ
メ

ー
ジ

に
よ

く
合

っ
て

い
る

な
」

 

  ・
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

と
コ

ラ
ボ

ノ
ー

ト
を

使
っ

て
発

表
し

て
い

る
。

 

・
「

詩
の

穏
や

か
な

イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
る

た
め

に
、

な
だ

ら
か

な
音

の
つ

な
が

り
を

多
く

使
っ

て
い

た
」

 

・
「

詩
の

生
き

生
き

と
し

た
様

子
を

伝
え

る
た

め

に
、

速
い

速
度

と
細

か
い

リ
ズ

ム
を

使
っ

て
い

た
」

 

振 り 返 り
 

過 程 の 評 価
 

５
 
本
時
に
つ
い
て
、
振
り
返
り
を
行
う
。
 

    

・
「

自
分

た
ち

と
は

違
っ

た
雰

囲
気

の
歌

が
、

た
く

さ
ん
あ
っ

た
」

 

・
「
ボ
ー

カ
ロ
イ

ド
を

使
っ
て
、

今
度
は

自
分

で
歌

を
つ
く
っ

て
み
よ

う
」

 

・
「

次
の

創
作
の

時
間

は
、

さ
ら

に
本
格
的

な
歌

づ

く
り
が
し

た
い
な

」
 

※
「

主
体

的
な

行
動

力
」

「
独

創
的

な
表
現

力
」

「
多

角
的

な
省

察
力

」
の
育

成
に

つ
な

が
る

事
項

は
ゴ

シ
ッ

ク
太

字
で

示
し

て
い
ま

す
。

 

詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
作
品
を
発
表
し
、
仲
間

の
作
品
の
工
夫
し
た
点
を
見
つ
け
よ
う
。
 

各
グ

ル
ー

プ
の

作
品

を
発

表
し

よ
う

。
 

印
象

に
残

っ
た

作
品

の
工

夫
点

に
つ

い
て

学
習

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

考
え

を
ま

と
め

て
発

表
し

よ
う

。
 

音 楽 活 動  （ 知 覚 ・ 感 受 ）  言 語 活 動 

（  

言 語 活 動 

   
 

＝
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
目

的
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  

  
 ＝

対
話
の
活
用
目
的
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝

１
の

「
ね

ら
い

」
を

十
分

に
達

成
し
て

い
る

姿
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  

 
 
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

指
導
の
目
的
と
手
立
て
 

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

 

・
本
時
の

活
動
の

全
体

像
を
捉
え
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う

に
す

る
。

 

・
苦
手
意

識
を
も

つ
生

徒
も
前
向
き

に
取
り

組
め

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト
で

き
る

生
徒
を
意
図

的
に
入

れ
た

グ
ル

ー
プ
編
成

を
し
て

お
く

。
 

〇
自
分
た

ち
の
作

品
を

聴
い
て
も
ら

い
、

仲
間
の

作

品
を

早
く

聴
き
た

い
と

い
う
雰
囲
気

に
な
っ

て
い

る
。

 

・
自

分
た

ち
の

作
品

は
、

な
か

な
か

自
信

が
あ

る
ぞ

。
 

・
早

く
仲

間
の

作
品

も
聴

い
て

み
た

い
。
 

・
詩
か
ら

感
じ
取

っ
た

イ
メ
ー
ジ

を
簡
潔
に

伝
え

て
、
ボ

ー
カ
ロ
イ

ド
の
演

奏
を

す
る
よ
う
に

伝
え
る

。
 
 

・
各
作
品
の

工
夫
点

を
見

つ
け
、

配
付
し
た
シ
ー
ト
に
メ
モ

す
る
よ
う
に
伝
え
る
。

 

・
音

楽
を

構
成

す
る

要
素

〈
旋

律
〉

〈
リ

ズ
ム

〉
〈

速

度
〉

〈
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
〉

を
使

っ
て

説
明

す
る

よ
う

に

伝
え

る
。

 

・
個
々
の
意
見
を
つ
な

い
で

全
体
像
を
把
握
す
る

た
め
に
集
団

で
の
省
察
（
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
）
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
。

 

 ・
学

習
グ

ル
ー

プ
（

ミ
エ

ル
ト

ー
ク

）
の

ル
ー

ル
で

発
表

す
る

よ
う

に
指

示
す

る
。

 

  

〇
自
分
た

ち
で
タ

ブ
レ

ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を

大
型
デ

ィ
ス

プ

レ
イ
に
つ

な
げ
て

、
主

体
的
に
発
表

し
て
い

る
。

 

・
こ

の
詩

か
ら

穏
や

か
な

イ
メ

ー
ジ

を
感

じ
た

。
 

・
言

葉
の

遊
び

が
見

ら
れ

る
楽

し
い

詩
。

 

・
選

ん
だ

詩
は

、
躍

動
感

が
あ

る
。

 

・
ボ

ー
カ

ロ
イ

ド
の

演
奏

が
、

自
分

た
ち

の
イ

メ
ー

ジ
通

り

で
よ

か
っ

た
 

〇
聴

き
取

っ
た

メ
モ

や
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

て
、

協
働

的
に

話
し

合
い

に
参

加
し

、
詩

を
伝

え
る

た
め

の

工
夫

点
を

考
え

て
い

る
。

 

・
言

葉
が

反
復

す
る

お
も

し
ろ

さ
を

、
細

か
い

リ
ズ

ム
や

反

復
を

使
っ

て
い

た
。

 

・
生

き
生

き
し

た
詩

の
イ

メ
ー

ジ
を

、
跳

躍
す

る
音

の
つ

な

が
り

を
使

っ
て

表
し

て
い

た
。

 

・
透

き
通

っ
た

詩
の

イ
メ

ー
ジ

が
、

声
の

重
な

り
で

表
現

さ

れ
て

い
た

。
 

      

・
本
時
の
活
動
を
、
Ｎ
Ｅ
Ｓ
評
価
の
視
点
で
振
り
返
る
よ
う
、

指
導
す
る
。
 

〇
本
時
の
活
動
に
つ
い
て
、
自
分
の
活
動
を
具
体
的

に
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 
 

 
 

 

・
自

他
の

よ
さ

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

て
い

る
。

 

Ｎ
 
次

は
他

者
の

工
夫

点
を

参
考

に
、

さ
ら

に
納

得
し

た
歌

を
つ

く
っ

て
み

よ
う

。
 

Ｅ
 
音

楽
の

要
素

の
視

点
か

ら
、

他
グ

ル
ー

プ
の

工
夫

し
た

点
を

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

Ｓ
 
発

表
や

話
し

合
い

活
動

に
満

足
し

た
。
 

 

詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
点

を
見
つ

け
、

〈
旋
律
〉
〈
リ
ズ
ム
〉
〈
速
度
〉
〈
テ
ク
ス

チ
ュ
ア
〉

な
ど
と
関
連
さ
せ
て
、
聴
い
て
い
る
。

 

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト

）
 

詩
か
ら
感

じ
取
っ

た
イ

メ
ー
ジ

と
ボ

ー
カ
ロ

イ
ド

の

演
奏

を
可

視
化
で

き
る

よ
う

に
、

ス
ク
リ
ー

ン
と

大

型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ

を
準

備
す
る

。
 

 

 

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
に

記
載

し
た

内
容

を
互

い
に

共
有

し
、

そ
の

記
録

が
残

る
よ

う
に

、
生

徒
自

身
で

内
容

を
写

真
に

写
し

て
コ

ラ
ボ

ノ
ー

ト
に

貼
り

付
け

る
。

 

リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン

シ
ー

ト
の
一
元
化

と
評

価
を
円

滑

に
す
る
た

め
に

、
コ
ラ

ボ
ノ
ー
ト

を
活
用
す

る
。

 

各
作

品
を

聴
き

直
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

演
奏

デ
ー

タ
を

T
e
a
m
s
に

一
元

化
し

て
お

く
。
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   －本実践から見えてくること－     

ＩＣＴを駆使した音楽教育（創作）にみる

意義とその課題・注意点について 

          共同研究者：石原慎司 

（秋田大学教育文化学部・教育実践講座） 

 

１ 共同研究の方向性について 

 これまでの共同研究で継続して取り組んで

きた点は、既習の知識や技能を応用・発展さ

せ、次の新たな学習において活用させる、と

いうことであった。かつての例でいえば、西

洋音楽の音楽理論上の知識や演奏技術、つま

り、五線譜で音楽を理解する力やそれをどの

ように演奏（表現）するのかという技術を歌

舞伎のせりふ回しを学習する際に利用したこ

とがあった。異文化の既習事項を自文化の学

習方法論として応用することには長短はある

ものの、それがなければ生徒たちの学習活動

の幅は狭く、また、浅いものとなっていたこ

とに加え、学習の積み上げがなされない単発

的な単元になっていたはずである。異なる音

楽種の単元を有機的に連関させるならば、学

習が縦横に広がり、知識や技能を活用する力

と新たな価値を見出す力、すなわち学力が養

われていくと考えられる。これは生徒たちが

継続的に動機付けを得て授業参加していく点

においても重要と捉えており、既習事項は学

習指導要領の「共通事項」を中継させつつ、

様々な単元で活用させたい。 

 

２ ボーカロイドとＩＣＴの意義 

 今年度の共同研究もまた、生徒が既に得た

知識や技能を前提として、彼らの有している

感性をさらに高めるような授業計画を授業者

には検討して頂いた。その結果、ＩＣＴを駆

使して昨年取り組んだ五音音階に基づく旋律

創作をさらに深化させ、「ボーカロイド」を

用いた創作授業を行うに至った。 

ボーカロイドを用いた授業の説明は授業者

の文章を参照して頂くことにして、ボーカロ

イドの授業を見て感じた意義について述べた

い。創作とは、「作曲作品」が最終的な完成

物になるわけだが、今回の創作の過程では随

時ボーカロイドに演奏（歌唱）させながら誰

にとっても試行錯誤しやすい、という点で画

期的であった。ユニバーサルデザイン的教材

ともいえよう。そして、作品は紙に書かれた

無音の状態が完成品になるところを、ボーカ

ロイドはそれを歌詞付で歌ってくれるので、

生徒はすぐさま自己評価でき、自ら改善努力

がしやすかったと思われる。それゆえに活動

そのものがすぐに楽しくなって集中していく

様子が窺えた。これは内発的動機付けが得ら

れたことを意味しているだろう。加えて、創

った作品はグループ内で検討したり、クラス

全体にＩＣ経由で公開し、他者の作品に対す

るコメントしたり、閲覧もできるため、人に

見せるための作品、つまり、社会的動機付け

も関係していたように思われる。このような

過程を通しつつ、各自の力量の範囲ながらも

作品を完成させたことは成功体験となり、セ

ルフエスティームも充足されたはずである。 

 

３ ボーカロイドにおけるＩＣＴの課題 

 

ＩＣＴの普遍的な課題点としては、この学

習内における適切な目的や到達点の設定に加

え、学習経験を今後の学習とどのように連関

させていけるか、という点であろう。中長期

的な視点による授業計画が求められる。 

ボーカロイドを振り返ると、その歌唱は強

弱やテンポは調整できても、歌は単調で表現

の変化まではつけられない。つまり、この機

械には作曲者（生徒）の自己表現上の限界が

内在していたのである。そこに気が付き、知

覚できる感性が機械を操る者には必要であ

る。これは歌唱実技や鑑賞など、従来のアナ

ログ的な授業によって磨かれうるものであ

る。また、ＩＣＴ推進の中における「教え手」

としての教師の役割も検討課題であろう。 
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令和４年度の実践記録（美術）

－実践記録（第３学年）－

１ 題材名

「１５歳の自画像」

－「ひらめき」「試行錯誤」「共感」を往還しながら、自分らしさを表現できるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) ＩＣＴの三つの特質

課題や作品を効果的に大型モニターに提示したり表現の可能性を広げたりするためのツール

として、ＩＣＴを活用することができた。作品のアイディアを練ったり編集したりする発想や

構想の場面や、タブレットで自分の見たい部分をズームして見る活動などでも活用することが

出来た。また、作品の制作過程を記録することで、個々のリフレクションと同時にポートフォ

リオの作成へとつなげることにもなった。

(2) 対話の三つの方向性

授業の中に意図的に主体的・対話的な話合い活動を設定することで、自分の思いや願い、他

者への気持ちやあこがれなどの心情を明確にしながら独創的なひらめきが生じるようにした。

鑑賞活動だけではなく、発想や構想場面、制作途中のアドバイスなど様々な場面で人と意見を

交わし、関わり合いながら制作に向かうことができるようにし、多様な考えや表現を認め合う

ような雰囲気作りを心掛けた。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 自分が作成した『人生の樹』と『手形

問 アート』を鑑賞する。 自分の思いや願い、考えを再認識すること

い 「２年前の自分の『手形アート』と今年 ができるように、今年度描いた『人生の樹』

の の『人生の樹』です。手形アートに自分の と入学時に描いた『手形アート』を準備する。

練 手を合わせてみてごらん。」

り ◎自分が描いた作品の鑑賞を通して、自分でも

上 気が付かなかった、自己の内面性や心の成長

げ を認識している。

・ 〇「指が一関節分伸びていてびっくり！こんな

ひ に小さかったんだ」

ら 〇「１年生の時こんなこと書いてるんだな。懐

め かしいな」

き 〇「私ってこんな色を使って、こんなことを考

〔「手形アート」「人生の樹」鑑賞〕 えてたんだな。忘れていた」
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２ 自分の外見的特徴を鏡で観察したり、 互いの外面と内面について、班で話し合い

内面を考えたりしながら自分を表すキー ながらイメージマップに言葉を記入してい

ワードをイメージマップに記入する。 くことで、見方・考え方を広げる。

（付箋の活用）

「自分を表すキーワードを言葉で書き出

してイメージマップにしてみよう。」

■自分を表現した２つの作品「手形アート」 〇班で話し合いながらイメージを言葉に置き換

と「人生の樹」に書かれている言葉を参 え、イメージマップに記入することで、自分

考にしながら、自分を表現するキーワー らしさのキーワードを明確にしている。

ドをできる限りたくさん書き出せるよう

にする。

「次に目の前いる班のメンバーに、『そ

の人らしさ』を表すキーワードを付箋に書

いて、プレゼントしよう。目標は一人に対

して３枚以上です。」

〔１年「手形アート」〕 〔3年「人生の樹」〕

■自分では気が付かない自分のことを第三 ◎相手を見つめ、双方向にコミュニケーション

者の友人から言葉にしてもらうことで、 を取りながら、互いの「その人らしさ」を言

客観的に自分のことを見つめる機会とな 葉にして付箋に書き、付箋をプレゼントして

るようにした。 いる。

■小さなカラー付箋が一人に９枚以上集ま 〇「自分のことって、考えてもなかなか思い付

る班活動にすることで、イメージマップ かなくて言葉にできないけれど、人のことは

がキーワードで埋まるようにした。それ 書きやすいし思い付くな」

らの言葉から制作の構想を練ることがで

きるようにした。

■自分らしさを表現するために、どんなも

のを画面に入れると効果的か、具体例を

言葉で提示することで、イメージを明確

にすることができるようにした。

■「〇〇さんって〇色のイメージっぽい」

「〇〇さんと言ったらやっぱり〇〇部」

などという生徒のつぶやきを拾い、他者

からの言葉をキーワードにしながら構想

を練ることができるようにした。

〔生徒のイメージマップシート〕
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３ 自分らしさを表現するための背景や服 自分らしさを表現するためにどんなものを

装、ポーズ、表情、一緒に描く小物やイ 画面に入れると効果的か、具体例を言葉で提

メージ色等を考える。 示する。

背景 服装 ポーズ 表情 趣味 部活動

「あなたの自分らしさって何ですか？」 好きな物 イメージカラー 目標 将来の夢など

■あくまで外見にこだわりをもち肖像画の ◎自分の内面と向き合い、自分らしさとは何か

ように描いた作品、目に見えない自分の を考えながら表現の構想を練っている

内面を色や形で表現した作品、自分のこ 〇「背景に何を描けば私らしいのかな」

だわりを様々な現実のものに置き換えて 〇「私っていえば何かな？」

表現した作品など、多様な自画像の表現 〇「好きな神社に参拝する自分の姿を描きたい」

を提示した。表現方法を選択することで、 〇イメージマップにあるたくさんのキーワード

より自分へのこだわりをもつことができ の中から、より自分らしさを表現するワード

るようにした。 を２つマークし、構想を練っている。

４ 撮影した画像をもとに構図を考える。 自画像への苦手意識を取り除くことができ

※必要に応じて追加撮影する。 るようタブレットＰＣのカメラ機能を活用す

(1)レイアウトの決定、画面の縦横 る。撮影した画像を組み合わせたり加工した

問 (2)自分のサイズ、画面に入れる割合 りすることで、自分のイメージを客観的な視

い (3)ポーズ、表情 点で可視化できるようにする。

直 (4)画面の人数

し

・ 「自分らしさを表現するにはどんなポー ◎自分らしさを表現するために何を画面に入れ

試 ズや表情、構図が効果的か考えよう。」 るべきか考え、表現のイメージを膨らませ、

行 構想を練っている。

錯 〇「充実した日々や夢に向かう姿を表現したい」

誤 〇「学習や進路で悩んでいる今の自分の姿を表

現したい」

〇「部活動に燃える自分の姿を描きたい」

〇「今の自分の頭の中にあるものを全部画面に

描き込んでみたい」

〔授業板書と参考作品提示〕 〇「好きな武将の肖像画に自分の顔を当てはめ

「前回撮影した写真の他に、追加で撮影 てみたい」

してもいいよ。教室や校庭、グラウンドに 〇「今自分が過ごしている学校の中を背景にし

撮影に行きたい人はおいで。」 たいから、撮影に行こう」

■一度自分で決定したらそれで完結ではな 〇「やっぱり部活動に取り組む自分の姿を描き

く、何度でも方向性を変えることができ たいから、グラウンドを背景にしたいから撮

るようにした。 影に行こう」
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〇「鏡だと正面の姿しか見えないから、斜め後

ろや後ろ姿の自分の姿を撮影したい。友達と

一緒に廊下に行って撮影してもらおう」

カメラは使用せず、鏡をじっくりと観察し

ながら描いてもよいと指示する。

〔鏡を見て描く生徒〕 撮影画像と他の画像を組み合わせてレイア

※構図を決定した人から制作する。 ウトを工夫することもできることを伝える。

■自画像を描くにあたり、どんなものをプ 〇撮影した画像をトリミングやフィルター等で

ラスして描くことで、より自分らしさが 加工しながら、構図を考えている。

表現されるか、参考作品を提示しながら 〇何度でも撮影できるカメラ機能のよさを生か

声掛けをした。 し、たくさん撮影した写真をもとに表現のイ

メージを膨らませている。

■鏡を机の上に置いて、じっくりと自分の

顔を観察して描く人、撮影した画像を活

用し、合成したりフィルター加工したり

しながら描く人、何も見ずにスケッチブ

ックに向かい描く人など、デジタルとア

ナログそれぞれの表現を個々の感性で選

択することができるよう、受容的な雰囲

気や声掛けを心掛けた。

〔生徒投稿：レイアウト参考写真〕

５ 制作中の作品やアイディアスケッチを 友人の発想やレイアウトが瞬時に視覚情報

撮影し、保存・投稿する。 となって投稿されるのを見て、より発想の幅

を広げることが出来るようにする。

「スケッチブックに描いたアイディアス

ケッチや撮影した画像を保存し、Teamsに

投稿してください。」

「現段階での自画像の構想を、何人かに

プレゼンしてもらいます。」

■制作の過程を保存することにより、自分

の表現を客観的な視点で見ることができ

るようにする。 〔生徒投稿：レイアウト画像〕
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■スケッチブックにおおまかなラインで手

描きしたもの、校内外で撮影した写真、

加工したり合成した画像など、どの表現

方法でもよいと声掛けすることで、気軽

に投稿することができるような雰囲気に

した。

■Teamsに投稿したアイディアスケッチや 〔生徒投稿：参考写真〕

レイアウトのもととなる写真を大型モニ 〇「まだレイアウトは決まっていないけれど、

ターに映し出し、投稿される友人の様々 まず写真だけでも投稿してみよう」

な発想をリアルタイムで見ながら、構想 〇「描きたい自画像のイメージは決まったけど、

を練ることが出来るようにした。 まだ描けない。写真をもっとたくさん撮影し

てから決めたい」

振 ６ 友人の発想やレイアウトを鑑賞し、表 自分のイメージをふくらませたり、次時に

り 現の工夫を知り、自分の制作の見通しを 向けて構想を練り直したりすることができる

返 もつ。 ように、友人の発表からレイアウトの工夫や

り 「現段階での構想プレゼンです。大型モニ 様々な表現方法、発想を探るように伝える。

・ ターに画像が映った人にプレゼンしてもら

共 います。」 ◎友人の発想やレイアウトを鑑賞し、構想プレ

感 ゼンを聞きながら共感し、次の時間に向けて

の自分の制作の見通しを明確にもっている。

（Teamsを活用したリフレクション）

〇「自分に銃を向けているのは何でなんだろう。

どんな思いが込められているのか知りたい

な」

〇「斜め後ろから撮影した写真が印象的で、写

真だけでいい感じになってる」

〔構想のプレゼン〕 〇「ジブリは自分も好きで映画をよく見ていた。

■短時間でスケッチブックにレイアウトを 『ハウルの動く城』の一場面に自分の姿を入

写実的に描いた、比較的制作スピードが れたレイアウトがかっこいいい。自画像は苦

早めの生徒１名、校庭で印象的に撮影さ 手と思っていたけれど、自分の顔を描くだけ

れた写真を投稿した生徒１名、おおまか でなく、自分の好きなものを絵の中に入れる

なレイアウトをスケッチブックに描いた ことで、楽しく描けそう」

生徒１名、計３名の生徒を意図的に指名 〇「写真の構図がかっこいい。もうそのまま自

した。まだ構想が決まらない生徒にと 画像のレイアウトとして使えそう。来週まで

って参考となるように指名した。 に私もいい写真を撮影しよう」
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≪生徒の振り返りから≫

・友達のレイアウトがかっこよかった。次の美術の授業までに、家で写真撮影をして構図を考え

てきます。

・色を塗りながら自分の好きなものを付け足していきたいです。服装に悩んでます。アンティー

クな感じにしたいです。

・私の好きなジブリ風にします。柔らかい色になるように塗りたいです。背景はきれいな青空に

します。自分らしさを出していきたいです。

・周りをもっと華やかにして、ハッピーな感じを出したいです。

・背景の森を絵の具で塗っていこうと思います・

・自分の好きな神社を中心に描き、社のところに自分の心情を表してみたいと思っています。

・楽譜とか貼って背景はコラージュに挑戦したいと思います。前髪にささげた中学校生活を描き

たいと思います。

・楽しく本を読んでいるときと、現実逃避で本を読んでいるときの違いを表現したいです。背景

は暗い方と明るい方で塗り分けたいです。

・マーカーや絵の具で描きたいと思います。背景は銀河鉄道風にする予定です。

・自分の好きなゲームの映像と組み合わせて書こうと思います。映像がまだないので探して書き

ます。

・背景に自然、附中を取り入れて自分を描きたいです。後ろから太陽の光に照らされているのも

表現したいです。

・自分が好きなものを周りに散りばめる感じにしたいと思っています。なるべく隙間がないよう

にいろいろなものでうめたいです

・グループの中でヒゲダンと剣道がイメージとして強かったのでこうしました。

・目の周りにたくさんの漢字を書いて漢字が好きなところを表現しようと思いました

・背景はまだ途中です。クラリネットを６年間やっていて、高校で続けるか続けないか分からな

い心情を描こうと思います。

・シャイな自分を表すために少し下を向いてしゃがんでいる自分を描きたいです。

・自分の好きなものをとにかくたくさん描きました。

４ 授業の省察

(1)デジタルとアナログの融合

２年前の自分の手形に手を合わせコメントを読むことで、自分の心身の成長を目に見える形で

実感し、今の自分を考えるきっかけとなった。デジタルの利便性、可視化の可能性とリアルな体

験の併用の必要性や大切さを改めて実感した。

オンライン（Teams）の投稿機能を活用しての発想・構想の紹介（プレゼン）は、撮影写真や

手描きのアイディアスケッチを用いてプレゼンができるので、共感と同時に視野を広げたり深め

たりすることができた。ＩＣＴの活用は美術科においても必要なことではあるが、様々な材料体

験や表現方法の試行錯誤、「手」を使うことによる脳の発育など、省略してはいけないことがた

くさんあることを我々美術教師は忘れてはいけない。デジタルとアナログの両方の利点を融合さ
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せた授業展開の工夫に取り組みたい。

(2)言語表現とＩＣＴの効果的活用

こういう自分の姿を表したい、その理由を言葉で書く。シンプルな活動であるが、それをやる

ことで表現がぐっと焦点化され、さらに表現に必要な材料を集め出すようになる。そして、撮影

した写真を加工したりフリー素材の映像と合成したりしながら構想を練るなど、イメージを可視

化できるツールとしてのＩＣＴの活用は、美術科ならではのものである。タブレットＰＣで撮影

した自分の姿や画像検索により、イメージを可視化し自分の思いを明確にすることができる表現

ツールの活用により、表現の幅は確実に広がったと感じている。鏡に映る自分の姿と対面しなが

らひたすら自画像を描く活動ももちろん魅力的であるが、一人一台のタブレットＰＣの活用によ

り、「絵を描くのが苦手」という生徒が発想・構想の試行錯誤の過程を楽しみながら、制作に意

欲的に向かうことができるようになった。また、教師側からの作業指示や情報提示においても、

タブレットＰＣに向かうのか対面でするのかで情報量が全く違うので、その利便性とどちらが効

果的かを実践し検証していきたい。
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美
術
科
学
習
指
導
計
画

学
級

３
年
Ｃ
組

３
５
名

授
業

者
伊
藤
知
佐
子

共
同
研
究
者

長
瀬

達
也

Ⅰ
題
材
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
１
５
歳
の
自
画
像
」

－
「
ひ
ら
め
き
」
「
試
行
錯
誤
」
「
共
感
」
を
往
還
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
か
－

Ⅱ
題
材
に
つ
い
て

私
た
ち
は
毎
日
、
何
ら
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
分
の
顔
を
見
る
。
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
自
分
の
顔
を
見
な
い

日
は
無
い
が
、
自
分
の
顔
の
形
や
作
り
、
輪
郭
や
目
口
鼻
の
配
置
等
を
意
識
し
て
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
い
。
本
題

材
は
「
自
画
像
を
描
く
」
表
現
題
材
で
あ
り
、
中
学
校
に
お
い
て
一
般
的
に
取
り
組
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
自
画
像
」
に
対
し
て
は
、
多
く
の
生
徒
は
強
い
抵
抗
感
を
示
す
。
自
分
の
顔
に
自
信
が
も
て
な
か
っ
た
り
、
他
人

と
比
較
し
た
り
、
そ
も
そ
も
人
物
を
写
実
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
い
た
め
、
「
う
ま
く
描
け
な
い
か

ら
嫌
だ
」
と
感
じ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
思
春
期
の
生
徒
に
と
っ
て
は
自
分
自
身
の
外
面
だ
け
で
な
く
、
内
面
を
見
つ

め
る
こ
と
に
も
抵
抗
を
感
じ
、
表
現
活
動
自
体
を
敬
遠
し
て
し
ま
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
ん
な
多
感
な
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
心
と
対
話
し
、
不
安
や
迷
い
と
向
き
合
い
、
夢
や
願
い
を
言
葉
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
姿
を
色
や

形
で
表
現
す
る
こ
の
題
材
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
表
現
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
と
同
時
に

造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
思
考
力
や
判
断
力
を
働
か
せ
な
が
ら
表
現
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
発
想
力
や
構
成
力
を
高
め
、
追
究
す
る
姿
勢
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
互
い
の
表
現
を
見
る

こ
と
で
、
他
者
と
自
己
と
の
違
い
を
認
識
し
、
自
分
と
他
者
の
よ
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
る
題
材
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

本
学
年
の
生
徒
は
、
１
年
生
で
は
ス
ケ
ッ
チ
や
絵
文
字
、
螺
鈿
工
芸
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
２
年
生
で
は

身
の
周
り
に
あ
る
様
々
な
も
の
と
美
術
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
自
分
と
美
術
と
の
関
わ
り
や
社
会
の
中

の
美
術
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
。
諸
活
動
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
課
題
に
集
中
し
て
熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
集
団
で
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
学
習
に
向
か
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
美
術
の
学
習
に
お
い
て

も
、
表
現
や
鑑
賞
の
課
題
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
一
人
一
人
の
制
作
の
過
程
を
見
る
と
、

自
分
の
発
想
や
表
現
に
自
信
が
も
て
ず
、
戸
惑
っ
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
本
題
材
は
、
人
物
表
現
に
お
い
て
多
く
の
生
徒
が
抵
抗
感
を
示
す
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
。
１
５
歳
の
今
の
自
分
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
感
情

や
理
想
と
す
る
姿
、
思
い
や
願
い
、
夢
を
言
葉
に
し
な
が
ら
色
と
形
に
置
き
換
え
て
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自

分
自
身
と
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
に
し
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

課
題
や
作
品
を
印
象
的
に
提
示
し
た
り
、
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
た
り
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
。
制
作
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
っ
た
り
描
き
た
い
対
象
物
を
探
し
た
り
す
る
発
想
・
構
想
の
場
面
、
作
品
を
大

型
モ
ニ
タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
し
た
り
す
る
活
動
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
の
活
用
を
試
み
た
い
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
活
用
し
て
の
静
止
画
や
動
画
の
撮
影
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
的
な
活
動
で
あ

る
。
一
人
で
じ
っ
と
鏡
を
見
つ
め
る
よ
り
も
、
他
者
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
自
分
の
姿
を
撮
影
し
、
客
観
的
な
視
点

で
自
分
の
姿
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
画
像
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
自
分
の
外
面
だ
け
で
な
く
、

内
面
も
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
作
品
の
制
作
過
程
を
毎
時
間
撮
影
し
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
作
成
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
な
視
点
で
作
品
を
見
つ
直
す
機
会
と
な
り
、
表
現
と
鑑
賞
の
一
体
化
を
図
る
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
色
彩
や
材
料
な
ど
の
性
質
や
い
ろ
い
ろ
な
表
現
技
法
を
理
解
し
、
自
分
ら
し
さ
を
表
す
方
法
を
工
夫
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

(
2
)
自
分
自
身
の
内
面
と
向
き
合
い
な
が
ら
表
現
の
構
想
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
自
分
ら
し
さ
を
表
す
こ
と
に
関
心
を
も
ち
、
主
体
的
に
表
現
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
１
０
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
様
々
な
表
現
方
法
で
制
作
さ
れ
た
自
画
像

〇
〇
・
描
か
れ
て
い
る
物
や
背
景
、
人
物
の
内
面

１
を
鑑
賞
し
、
そ
の
人
物
の
内
面
に
つ
い
て

性
に
着
目
し
て
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

考
え
る
。

で
き
て
い
る
か
、
ミ
エ
ル
ボ
ー
ド
の
記
述

・
自
分
を
様
々
な
構
図
で
撮
影
す
る
。

〇
か
ら
見
取
る
。

（
発
表
、
行
動
観
察
）

・
人
体
の
比
率
を
知
り
、
鏡
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

〇
〇
・
頭
部
と
人
体
の
比
率
と
バ
ラ
ン
ス
、
顔
の

Ｐ
Ｃ
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
顔
を

目
、
鼻
等
の
比
率
を
理
解
で
き
て
い
る
か

２
描
く
。

を
見
取
り
、
で
き
て
い
な
い
場
合
は
実
際

に
計
測
す
る
よ
う
助
言
す
る
。

本
時

（
行
動
観
察
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
）

3
/
1
0
・
自
画
像
作
成
の
も
と
と
な
る
自
分
の
写
真
〇

・
自
分
で
撮
影
し
て
も
友
人
か
ら
撮
影
し
て

を
撮
影
す
る
。

も
ら
っ
て
よ
い
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
カ

・
自
分
の
外
見
的
特
徴
を
鏡
で
観
察
し
、
イ

メ
ラ
は
使
用
せ
ず
鏡
を
じ
っ
く
り
と
観
察

メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

し
な
が
ら
描
い
て
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。

・
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
た
め
の
背
景
や

・
自
分
の
内
面
を
考
え
て
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ

服
装
、
ポ
ー
ズ
、
表
情
、
一
緒
に
描
く
小

プ
に
自
分
ら
し
さ
を
表
す
言
葉
を
付
け
加

物
等
を
考
え
る
。

え
る
よ
う
助
言
す
る
。

・
ア
イ
デ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
。

（
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
）

・
自
画
像
を
制
作
す
る
。

〇
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
い
て
も
タ
ブ
レ
ッ

・
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
構
図
の
工
夫
を

〇
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
て
写
真
や
映
像
を
用
い

６
す
る
。

て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
チ
で
も
よ
い
こ

と
と
す
る
。

（
行
動
観
察
、
作
品
）

・
様
々
な
画
材
や
表
現
技
法
を
選
択
し
て
活
〇

・
小
学
校
６
年
間
と
中
学
校
２
年
間
で
習
得

用
し
、
自
画
像
を
制
作
す
る
。

し
た
、
様
々
な
表
現
技
法
を
活
用
す
る
こ

・
作
品
を
撮
影
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
が
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
表
現
技

を
作
成
す
る
。

法
や
画
材
を
提
示
す
る
。

（
作
品
）

・
自
画
像
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

〇
・
活
用
し
た
表
現
技
法
や
工
夫
、
見
ど
こ
ろ

す
る
。

を
教
科
言
語
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
が

１
・
質
疑
応
答
を
す
る
。

で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
、
称
賛
す
る
。

・
作
品
を
互
い
に
鑑
賞
し
、
感
じ
た
こ
と
考

〇
・
意
見
交
換
に
よ
り
自
分
の
作
品
に
自
信
を

え
た
こ
と
、
作
品
か
ら
感
じ
た
イ
メ
ー
ジ

も
ち
、
友
達
の
よ
さ
を
認
め
合
う
こ
と
が

等
を
発
表
し
合
う
。

で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
称
賛
す
る
。

（
プ
レ
ゼ
ン
発
表
、
質
疑
応
答
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

自
分
の
内
面
と
向
き
合
い
、
自
分
ら
し
さ
と
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
表
現
の
構
想
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
自
分
が
作
成
し
た
「
人
生
の
樹
」
と
「
手
形

・
自
分
が
作
成
し
た
作
品
を
見
る
こ
と
で
自
分
の

ア
ー
ト
」
を
鑑
賞
す
る
。

心
と
身
体
の
成
長
や
変
化
を
感
じ
取
る
。

２
自
分
の
外
見
的
特
徴
を
鏡
で
観
察
し
た
り
、

・
「
す
ご
い
！
私
の
手
っ
て
こ
ん
な
に
小
さ
か
っ

内
面
を
考
え
た
り
し
な
が
ら
自
分
を
表
す
キ
ー

た
ん
だ
。
成
長
し
て
る
」

問
ひ

ワ
ー
ド
を
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
記
入
す
る
。

・
「
私
ら
し
さ
っ
て
何
か
な
？
ま
ず
は
、
部
活
と

ら
趣
味
、
好
き
な
食
べ
物
と
将
来
の
夢
は
…
…
」

め
自
分
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
言
葉
で
書
き
出
し

・
「
〇
〇
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
、
□
□
だ

い
き

て
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
し
て
み
よ
う
。

か
ら
〇
〇
色
じ
ゃ
な
い
か
な
」

・
「
ど
ん
な
ポ
ー
ズ
に
し
よ
う
か
な
？
全
身
に
し

３
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
た
め
の
背
景
や
服

よ
う
か
、
上
半
身
に
し
よ
う
か
、
顔
を
ズ
ー
ム

装
、
ポ
ー
ズ
、
表
情
、
一
緒
に
描
く
小
物
や
イ

に
し
よ
う
か
な
」

メ
ー
ジ
色
等
を
考
え
る
。

・
「
私
の
自
分
ら
し
さ
っ
て
何
だ
と
思
う
？
」
な

ど
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

あ
な
た
の
自
分
ら
し
さ
っ
て
何
で
す
か
？

ら
自
分
ら
し
さ
を
追
究
し
て
い
る
。

４
撮
影
し
た
画
像
を
も
と
に
構
図
を
考
え
る
。

・
撮
影
し
た
画
像
を
ト
リ
ミ
ン
グ
や
フ
ィ
ル
タ
ー

※
必
要
に
応
じ
て
追
加
撮
影
す
る
。

等
で
加
工
し
な
が
ら
、
構
図
を
考
え
て
い
る
。

(
1
)
レ
イ
ア
ウ
ト
の
決
定
、
画
面
の
縦
横

・
画
像
を
見
な
が
ら
班
で
話
し
合
い
、
互
い
の
表

(
2
)
自
分
の
サ
イ
ズ
、
画
面
に
入
れ
る
割
合

現
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
の
情
報
を
交
換
し
て

問
試

(
3
)
ポ
ー
ズ
、
表
情

い
る
。

い
行

(
4
)
画
面
の
人
数

・
「
や
っ
ぱ
り
〇
〇
さ
ん
の
背
景
に
は
、
グ
ラ
ウ

直
錯

ン
ド
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
が
似
合
う
よ
」

し
誤

自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
に
は
ど
ん
な
ポ
ー
ズ

・
「
動
画
で
素
振
り
（
シ
ュ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
）
を

や
表
情
、
構
図
が
効
果
的
か
考
え
よ
う
。

撮
影
し
て
あ
げ
る
か
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
に
し
て
静
止
画
に
し
た
ら
」

※
構
図
を
決
定
し
た
人
か
ら
制
作
す
る
。

５
制
作
中
の
作
品
や
ア
イ
デ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
チ
を

・
制
作
の
課
程
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

撮
影
し
、
保
存
す
る
。

の
表
現
を
客
観
的
な
視
点
で
見
つ
め
て
い
る
。

振
６

友
人
の
発
想
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
鑑
賞
し
、
表

・
「
こ
ん
な
レ
イ
ア
ウ
ト
も
か
っ
こ
い
い
な
。
次

り
共

現
の
工
夫
を
知
り
、
自
分
の
制
作
の
見
通
し
を

の
美
術
の
授
業
ま
で
に
、
家
で
写
真
撮
影
し
て

返
感

も
つ
。

構
図
を
考
え
て
こ
よ
う
」

り

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
対
話
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
自
分
の
思
い
や
願
い
、
考
え
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

〇
自
分
が
描
い
た
作
品
の
鑑
賞
を
通
し
て
、
自
分
で
も

で
き
る
よ
う
に
、
今
年
度
描
い
た
「
人
生
の
樹
」
と

気
が
付
か
な
か
っ
た
、
自
己
の
内
面
性
や
心
の
成
長

入
学
時
に
描
い
た
「
手
形
ア
ー
ト
」
を
準
備
す
る
。

を
認
識
し
て
い
る
。

・
互
い
の
外
面
と
内
面
に
つ
い
て
、
班
で
話
し
合
い
な

・
あ
の
頃
は
幼
か
っ
た
な
。

が
ら
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
言
葉
を
記
入
し
て
い
く
こ

・
こ
ん
な
こ
と
書
い
て
い
る
ん
だ
な
。

と
で
、
見
方
・
考
え
方
を
広
げ
る
。

・
少
し
恥
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
こ
う
や
っ
て
見
る
と
自
分
も
成

長
し
て
い
る
ん
だ
な
。

・
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
も
の
を

〇
班
で
話
し
合
い
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
に
置
き
換

画
面
に
入
れ
る
と
効
果
的
か
、
具
体
例
を
言
葉
で
提

え
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
記
入
す
る
こ
と
で
、
自
分

示
す
る
。

ら
し
さ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
明
確
に
し
て
い
る
。

〇
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
何
を
画
面
に
入
れ

背
景
、
服
装
、
ポ
ー
ズ
、
表
情
、
趣
味
、
部
活
動

る
べ
き
か
考
え
、
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、

好
き
な
物
、
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
、
現
在
の
目
標
、

構
想
を
練
り
始
め
て
い
る
。

将
来
の
夢
な
ど

・
悩
ん
で
い
る
姿
を
表
現
し
た
い
な
。

・
充
実
し
た
日
々
や
夢
に
向
か
う
姿
を
表
現
し
た
い
な
。

〇
何
度
で
も
撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ
機
能
の
よ
さ
を
生
か

自
画
像
へ
の
苦
手
意
識
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

し
、
た
く
さ
ん
撮
影
し
た
写
真
を
も
と
に
表
現
の
イ

る
よ
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
活
用

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

す
る
。
撮
影
し
た
画
像
を
組
み
合
わ
せ
た
り
加
工

〇
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
加
工
等
を
活
用
し

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
客
観

た
表
現
等
に
も
取
り
組
み
、
イ
メ
ー
ジ
を
瞬
時
に
映

的
な
視
点
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

像
化
で
き
る
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
て
い
る
。

・
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
楽
し
い
な
。

・
カ
メ
ラ
は
使
用
せ
ず
、
鏡
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
な

・
背
景
に
何
を
加
え
た
ら
い
い
か
な
。

が
ら
描
い
て
も
よ
い
と
指
示
す
る
。

・
撮
影
画
像
と
他
の
画
像
を
組
み
合
わ
せ
て
レ
イ
ア
ウ

自
分
の
内
面
と
向
き
合
い
、
自
分
ら
し
さ
と
は
何

ト
を
工
夫
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
を
伝
え
る
。

か
を
考
え
な
が
ら
表
現
の
構
想
を
練
っ
て
い
る

（
行
動
観
察
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
）

・
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
、
次
時
に
向

〇
友
人
の
発
表
に
共
感
し
、
次
の
時
間
に
向
け
て
の
自

け
て
構
想
を
練
り
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

分
の
制
作
の
見
通
し
を
明
確
に
も
っ
て
い
る
。

う
に
、
友
人
の
発
表
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
や
様

（
t
e
a
m
s
を
活
用
し
た
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

々
な
表
現
方
法
、
発
想
を
探
る
よ
う
に
伝
え
る
。
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－本実践から見えてくること－

本校美術科の指導に学ぶこと

共同研究者：長 瀬 達 也

（秋田大学大学院教育学研究科）

本題材の授業には，各学校の教員や，教員を

目指す学生にとって，学ぶべきことや参考とな

ることがあった。主な２点を挙げてみる。

１．創造に躊躇しない意欲の醸成

本題材はいわゆる自画像表現の題材である。

自画像表現の題材は，小学校図画工作科や中学

校美術科でたくさんの実践があり，現在も題材

の「定番」と認識されている。図画工作科や美

術科の授業で，デューラー・レンブラント・ゴ

ッホなど有名画家の自画像を鑑賞してから，あ

るいは意識しながら自画像に取り組んだ経験が

ある方は少なくないだろう。

頻繁に扱われる自画像表現の題材であるが，

授業者が指摘している通り，実は思春期の中学

生にとっては非常に難しいものである。「あり

のままの姿を表現しよう」などと教師から提示

されても，抵抗感が生じると考えられる。

大概の思春期にある中学生は，自分の外見が

他者からどう見られるのかに対して小学校時代

より，過度とも言えるくらいに気にしてしまう。

外見に対する恥ずかしさや不安感が渦巻いてい

る。よく表現できても，できなくても，作品を

全面的に肯定することは難しいだろう。

では，外見ではなく，内面表現でよいことに

すれば解決だろうか。これも，他の生徒の前で

自分の喜怒哀楽が錯綜するような思春期の内面

を率直に，そしてあるがままにに表現すること

には，強く抵抗や苦痛を感じると考えられる。

そこで授業者は自己の外見を客観的に描くだ

けなく，「出身地，服装，場所，雰囲気 ，背

景，ポーズ ，持ち物，所属部活動 ，趣味，夢」

などに視点を当てて表現することも，「自画像」

となることを本題材の導入において，自作のス

ライドショーによるプレゼンテーション「15歳

の自画像」を提示して丁寧に説明している。こ

の中には，１年次での自分を「手形アート」で

表現した「○○を色で表すと」や，卒業生が取

り組んだ自画像表現の作品画像もあって，発想

の一助となっていた。

これだけでなく授業者は，イメージマップを

用いて発想や構想に取り組む方法も提案してい

る。生徒たちは例えば，自分のどんな面を見せ

ればよいのか，あるいは自分の何を誇張化，象

徴化すれば効果的なのかなどと，柔軟に試行錯

誤して考えるようになっていた。自然に，そし

て躊躇せず，他者に自らアピールしたいことを

創造的に表現するようになっていたのである。

２．表現の材料や用具としてのＩＣＴ

本題材では授業者がＩＣＴ活用を提案してい

る。提案が可能なのは，ストレス無しにＩＣＴ

を使いこなせるところまで，本校生徒が成長し

ているからである。本校では全教員が教育活動

全体で継続して，ＩＣＴを教育活動のツールと

して活用している。この環境によって生徒たち

も，ツールとしてＩＣＴを学習や表現で活用す

ることができている。この成果や価値は大きい。

ふだん使わない，つまり身に付いていないツ

ールで学習したり，表現したりすることは難し

いことであり，むしろマイナスである。ふだん

から継続的に，クレヨン・パスや水彩絵の具の

ように，これから一層身近な存在となるＩＣＴ

を習熟して活用することが非常に重要である。

表面的な目新しさからではなく，新しい見方や

考え方が生まれてくるからである。

本題材の授業では，美術教育において生徒が

得ることや，教員が果たす責任のために，ＩＣ

Ｔを活用するという原則が崩れていなかった。

生徒たちの中には，オーソドックスに鏡を利用

する生徒もいたし，パソコンで参考作品検索や

画像編集などを行う生徒もいたのである。ＩＣ

Ｔを表現の材料や用具の一つとして，選択して

活用できるように，生徒が授業者の３年間の指

導で成長していた姿があった。

以上，本題材では授業者の手立てによって，

生徒が有能な「表現者」として，借り物ではな

い「リアルな自分」を表現する姿があった。
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令和４年度の実践記録（保健体育）

－実践記録（第１学年）－

１ 単元名

「体育理論」 －運動やスポーツがもつ「する・みる・支える・知る」

といった多様な楽しみ方について考えを深めることができたか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) ＩＣＴの三つの特質

「Teams」、「Ｃ－ラーニング」を活用し、これまでの自他の考えについて客観的に触れ合

い、学習の軌跡を確認したり、本時の学習を振り返ったりすることができるようにした。

(2) 対話の三つの方向性

一人一人が自分の経験や考えをもちながら話し合いに臨み、自他の考えを広げたり、深め

たりすることができるようにした。そのためにも、相手に対して明確に伝えたり、説明した

りする対話、相手のよさや立場を踏まえた傾聴や伝え合いが進められる機会を設けた。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ これまで学習した運動やスポーツの４ 〇「主に運動やスポーツには、する、みる、支

つの関わり方を再確認する。 える、知る、の４つの関わり方があった」

「前回学習した４つの関わり方にはどん

な関わり方があったでしょうか。」

■前時の学習内容に触れ、本時の活動が

課 スムーズに進められるようにする。

題

を ２ 本時の学習課題を確認する。 〇モニターを見たり、話を聞いたりしながら、

捉 「豊かなスポーツライフを実現するため 本時の学習課題を自分ごととして捉えてい

え には、中学生として４つの関わり方に具 る。

る 体的にどう関わればよいでしょうか。」

■４つの関わり方において、得意や苦手 〇４つの関わり方のうち、指定された一つの関

という視点以外から運動やスポーツと わり方について、どう楽しむか具体的に考え

の多様な関わりについて考え、新たな ている。

価値を発見してほしい。

・前時の学習内容と生徒の振り返りについ

て、Teamsを用いて共有する。

（瞬時の共有化）
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３ 提示されたテーマについて、自分の考 〇前時の話合い活動によって出された関わり方

課 えをまとめ、グループで話し合う。 の例も参考にし、自分が経験したことも含め

題 「指定された関わり方について、具体的 ながら自分の考えをまとめている。

解 に自分の考えをまとめよう。」

決 ■自分の考えを明確にもつことで、話合

いの材料や多くの視点を見つけてほし

視 い。

点

や 「自分の考えを紹介しながら、４人で話

考 し合おう。」

え ■４人での話合いでは、他者に自分の考 〇互いに発表や意見交換を行い、自分たちの話

の えを伝えるとともに、様々な考え方に 合いテーマについての具体的な楽しみ方につ

見 触れる。 いて話し合っている。

直 〇ホワイトボードも使いながら、自分たちの考

し 「同一テーマで話し合っているグループ えをまとめようとしている。

と情報交換をして、自分たちのテーマの

具体的な楽しみ方をまとめよう。」

■８人での話合いでは、４人で話し合っ

た内容を伝え合いながら、よりよい考

えを導き出し、発表に向けた打ち合わ

せも行う。

４ 自分たちのテーマについて、ワーク 〇「誰もが行きやすく、自由に使える施設、場

ショップ方式で発表する。 所で体を動かす。」

「自分たちで話し合った具体的な楽しみ 〇「スポーツ中継や動画サイト、ＳＮＳ、マン

方を紹介しよう。」 ガ、アニメなど多様な触れ方がある。」

■話し合った結論について、役割分担を 〇「試合観戦でチームを支えたり、グッズを購

しながらはっきりと他者に伝えてほし 入したりすることも支えることになる。」

い。 〇「マスメディアやＳＮＳを活用して、ルール

やスポーツの知識を得る。」

５ 自他の発表等を踏まえ、自分が大切に 〇自グループ以外の話を聞き、新たな視点や考

したい関わり方について考える。 え方について触れることができている。

「自分たちの話合いや他グループの発表

を参考にしながら、自分が大切にしたい 〇「する、みる、支える、知る」のそれぞれの

関わり方を具体的に考えよう。」 多様な関わり方についての理解を深め、自分

■自分で考えたことや他者の考えたこと が大切にしたい関わり方を見つけている。

を生かしながら、自分が大切にしたい

具体的な関わり方を見つけ、その内容

を相手に伝えるための整理をする。

・発表の際は、ホワイトボードを活用しなが

ら話合いの過程や結論を発表し、それぞれ

のテーマの楽しみ方が共有できるようにす

る。

（認知過程の外化）
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６ 自分が大切にしたい関わり方について ◎運動やスポーツへの関わり方について、自分

伝え合う。 の考えを相手に伝えたり、互いに認め合った

「自分が大切にしたい関わり方について りしている。

互いに伝え合おう。」

■運動やスポーツの多様な関わり方につ

いて、互いに自分の日常生活に関連し

て考えてほしい。

ま ７ 本時の学習で考えたことや学んだこと 〇自分で考えたことや相手の考えに触れたこと

と について振り返る。 により、運動やスポーツの多様な関わり方に

め 「関わり方について知ったり、伝え合っ ついての意識が高まった。

と たりした活動によって、確認できたこと

振 や新たに気付いたりしたことについて振

り り返ってみよう。」

返 ■運動やスポーツとの多様な関わり方を

り 実践するきっかけをつくるとともに、 〇自分自身の運動やスポーツとの関わり方につ

今後の体育分野の運動領域との関連付 いて具体的に考えることで、自分の日常生活

けができるようにしたい。 でも実践できることについて発見できた。

≪生徒の振り返りから≫

・スポーツは、多くの人たちが支えあって成り立っているのだと思いました。知ることによって

スポーツが楽しくなったり、誰かと一緒にすることによって、よりスポーツを楽しむことがで

きるのではないかと思いました。

・友達とはじめてみたり、身近なところから楽しむことが大切だと思った。これからもスポーツ

などを楽しく続けていきたい。

・実際にスポーツを「する」前に試合やマンガを「みる」と、より一層スポーツを楽しめるので

はないか、と思いました。オリンピックや試合をみて、いろいろなスポーツについて知ったう

えで、やってみたいと思いました。

・スポーツをするには、スポーツをする人だけでなく、審判やスタッフさん、家族など、たくさ

んの人に支えられているということを知ることができました。これから、スポーツなどをする

ときには、感謝の気持ちを大切にしていきたいです。

・スポーツができる環境には多数の人達が協力してくれているということを、改めて知ることが

できました。スポーツの関わり方について、さらに深堀りすることができたと思います。

・話合い結果や振り返りを瞬時に共有するた

め、TeamsとＣ－ラーニングを使う。

（瞬時の共有化）
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４ 批判的・実践的省察

(1)「未来を自立的に生きる－出会い・発見・喜びのある秋田の学びを通して－」について

今回の体育理論分野の学習は、保健体育科の研究主題「運動を『する・みる・支える・

知る』楽しさや喜びを味わう」を実現するための礎となる学習である。この学習を深める

ことにより、体育の多様な関わり方に出会い、体育学習や日常生活における運動の実践の

仕方等を発見することに結び付く。具体的には「様々な視点」や「多様な考え方」に触れ

ることで運動やスポーツとの多様な関わりを認知し、楽しさや喜びの味わい方の幅が広が

ることになる。

(2)ＩＣＴの三つの特質（瞬時の共有化、思考の可視化、試行の繰り返し）について

前時の学習活動の確認や本時の振り返りについては、ＩＣＴを使うことで瞬時の共有化

や思考の可視化を図ることができた。TeamsとＣーラーニングを用いた学習シートや振り

返りでは、そのやりとりをスムーズに進めることができた。

課題としては、授業中に相手の発表等を聞きながらメモ等をとる際、タブレットＰＣの

使い方に工夫が必要であることが挙げられる。前時までの授業では生徒がパソコンでメモ

をとる形で行っていたが、発表者の方を見ずにタブレットＰＣを見ながらメモ内容をひた

すら打ち込むという姿に違和感を覚え、発表を聞くときにはタブレットＰＣは使わないこ

ととした。ＩＣＴを使うことによって学習が停滞したり、ねらい達成の妨げになったりす

る可能性があると判断したからである。今後は、指で書くようなホワイトボード機能等を

活用し、発表者に対する失礼がないように、「聞くこと」「書くこと」を両立していきたい。

(3)ねらいを達成させるための手立て（学習の質を高めるポイント）について

話合い活動の流れをルーティーン化させることで、教師側の説明時間を最小限にし、生

徒の活動機会や時間を確保するようにした。そして、必要感のある身近な学習課題を設定

することで、全生徒が自分の考えを明確にもつことができるようにし、各グループでの話

合いがスムーズに進められるようにした。また、話合うための資料として前時の学習活動

の内容を紹介し、前時とのつながりももたせるようにした。さらに、自分たちで話し合っ

た内容について全ての生徒が発表できるようにするために、ワークショップ方式によって

発表場面を設けることができた。これらにより、自他の多様な考え方に触れるとともに、

自分の考えを様々な場面で相手に伝えることができた。

今回の授業において、生徒が話合うテーマ選択は全て教師側からの指示によるものとし

た。テーマごとの人数のばらつきが出ることにより、発表機会のばらつきやタイムロスを

避けるためである。それによって、全生徒の発表の場を確保することと時間の有効活用は

ほぼ達成できたものの、自己の課題を発見するというねらいの達成には課題が残った。今

後は自己決定させる場面と発表機会の確保を両立させる実践を展開したい。
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保
健
体
育
科
学
習
指
導
計
画

 

学
級

 
１

年
Ａ

組
 

３
２

名
 

授
業

者
 

藤
倉

 
 

修
 

共
同

研
究

者
 

松
本

 
奈

緒
 

 Ⅰ
 
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

 
  
 
  
  

  
 

 
「

体
育

理
論

」
 

－
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

が
も

つ
「

す
る

・
み

る
・

支
え

る
・

知
る

」
 

と
い

っ
た

多
様

な
楽

し
み

方
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
か

－
 

 Ⅱ
 
単
元
に
つ
い
て

 

体
育
理
論
の
内
容
は
、
体
育
分
野
に
お
け
る

運
動
の
実
践
や
保
健
分
野
と
の
関
連
を
図
り
つ
つ
、
豊
か
な
ス
ポ
ー

 

ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
第
１
学
年
で
は

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
を
、

 

第
２
学
年
で
は
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
効
果
と
学
び
方
を
、
第
３
学
年
で
は
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
中
心

 

に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
学
習
す
る
こ
と
が
、
中
学
校
期
に
お
け
る
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
合
理
的
な
実
践
や

 

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
る
上
で
必
要
と
な
る
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識
等
の

 

習
得
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
。

そ
の
効
果
的
な
習
得
の
た
め
に
、
体
育
分
野

の
他
の
運
動
に
関
す
る
領
域
と
の
関

 

連
を
図
り
つ
つ
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
く
。

 

 
第
１
学
年
の
学
習
内
容
で
あ
る
「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
」

で
は
、
そ
の
必
要
性
と
楽
し
さ
、
多
様
な
関
わ

 

り
方
、
多
様
な
楽
し
み
方
に
つ
い
て
の
学
習
を
通
し
て
、
体
育
の
見
方
・
考

え
方
を
育
み
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け

 

る
自
己
の
適
性
に
応
じ
た
多
様
な
関
わ
り
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 

  Ⅲ
 
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

 

 
 

当
該

学
級

に
お

い
て

、
ス

ポ
ー

ツ
を

会
場

や
Ｔ

Ｖ
で

見
た

こ
と

が
あ

る
と

い
う

生
徒

は
約

7
0
％

で
あ

り
、

運
 

 
動

す
る

機
会

の
多

い
生

徒
が

そ
の

多
く

を
占

め
る

。
ま

た
、

所
属

部
活

動
等

の
補

助
役

員
と

し
て

「
支

え
る

」
 

と
い

う
関

わ
り

方
を

し
た

こ
と

が
あ

る
生

徒
は

4
0
％

程
度

で
あ

る
。

本
校

の
夏

季
休

業
中

に
お

け
る

自
由

研
究

 

で
は

、
保

健
体

育
分

野
の

研
究

を
し

た
生

徒
は

全
て

運
動

部
の

所
属

生
徒

で
あ

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
も

、
運

 

動
や

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
わ

り
方

は
、

「
す

る
」

と
い

う
こ

と
が

主
と

な
っ

て
い

る
状

況
が

見
ら

れ
る

。
 

体
育

の
見

方
・

考
え

方
は

、
生

涯
に

わ
た

る
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
を

実
現

す
る

観
点

を
踏

ま
え

て
、

運
 

 
動

や
ス

ポ
ー

ツ
を

そ
の

価
値

や
特

性
に

着
目

し
な

が
ら

楽
し

さ
や

喜
び

と
と

も
に

体
力

の
向

上
を

果
た

す
役

割
 

の
視

点
か

ら
捉

え
、

自
己

の
適

正
等

に
応

じ
た

『
す

る
・

み
る

・
支

え
る

・
知

る
』

の
多

様
な

関
わ

り
に

よ
っ

 

て
、

育
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
全

て
の

生
徒

が
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
必

要
性

に
気

付
く

こ
と

は
、

運
動

 

の
得

意
や

苦
手

に
関

係
な

く
運

動
を

楽
し

も
う

と
す

る
意

欲
に

つ
な

が
る

。
多

様
な

楽
し

さ
か

ら
生

み
だ

さ
れ

 

て
き

た
運

動
の

楽
し

さ
に

気
付

く
こ

と
は

、
生

徒
の

運
動

機
会

の
二

極
化

傾
向

を
緩

和
す

る
こ

と
に

も
つ

な
が

 

り
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
心

身
の

健
康

を
保

持
増

進
し

、
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
を

実
現

す
る

た
め

の
資

質
・

 

能
力

の
育

成
に

も
結

び
付

く
も

の
と

考
え

る
。

 

 

Ⅳ
 
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

 

(
1
)
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
三

つ
の

特
質

（
瞬

時
の

共
有

化
、

思
考

の
可

視
化

、
試

行
の

繰
り

返
し

）
と

の
関

連
 

「
Ｃ

－
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
を

活
用

し
、

こ
れ

ま
で

の
自

他
の

考
え

に
つ

い
て

客
観

的
に

触
れ

合
い

、
学

習
の

 

軌
跡

を
確

認
し

た
り

、
本

時
の

学
習

を
振

り
返

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

話
合

い
 

場
面

に
お

い
て

は
、

「
T
e
a
m
s
」

に
よ

っ
て

自
分

た
ち

の
活

動
の

ヒ
ン

ト
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

(
2
)
対

話
の

三
つ

の
方

向
性

（
集

団
で

の
省

察
、

認
知

過
程

の
外

化
、

教
え

合
い

）
と

の
関

連
 

一
人

一
人

が
自

分
の

経
験

や
考

え
を

も
ち

な
が

ら
話

し
合

い
に

臨
み

、
自

他
の

考
え

を
広

げ
た

り
、

深
め

 

 
 

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

そ
の

た
め

に
も

、
相

手
に

対
し

て
明

確
に

伝
え

た
り

、
説

明
し

た
 

り
す

る
対

話
、

相
手

の
よ

さ
や

立
場

を
踏

ま
え

た
傾

聴
や

伝
え

合
い

が
進

め
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

Ⅴ
 
 
目
標

 
  

  
(
1
)
 運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

、
次
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
を
動
か
し
た
り
健
康
を
維
持
し
た
り
す
る
な
ど
の
必
要
性
及
び
競
い
合
う
こ
と
や
課

題
を
達
成
す
る
こ
と
な
ど
の
楽
し
さ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
発
展
し
て
き
た
こ
と
。

 

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
行
う
こ
と
、
見
る
こ
と
、
支
え
る
こ
と
及
び
知
る
こ
と
な
ど
の
多
様
な
関
わ
り
方
が

あ
る
こ
と
。

 

・
世
代
や
機
会
に
応
じ
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
は

、
自
己
に
適
し
た
多
様
な

楽
し
み
方
を
見
付
け
た
り
、
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

 

  
(
2
)
 運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
己
の
課
題
を
発
見
し
、

よ
り
よ
い
解
決
に
向
け
て
思
考

 

 
 

 
し
判
断
す
る
と
と
も
に
、
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

  
(
3
)
 運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

 

 Ⅵ
 
全
体
計
画

（
総

時
数

３
時

間
）

 

  
 

 
 

１
 

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
の

必
要

性
と

楽
し

さ
・

・
・

・
・

（
１

時
間

）
 

 
 

２
 

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
多

様
な

関
わ

り
方

・
・

・
・

（
１

時
間

）
 

 
 

３
 

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
多

様
な

楽
し

み
方

・
・

・
・

（
１

時
間

）
 

 

時
数

 
ね

ら
い

・
学

習
活

動
等

 
評

価
の

観
点

 
評

価
方

法
と

指
導

の
留

意
点

等
 

知
 

思
 

態
 

１
 

・
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
必
要
性
と
楽
し

 

さ
に
つ
い
て
の
学
習
に
積
極
的
に
取

 

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

〇
 
・

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
が

多
様

で
あ

る
こ

と
に

つ
い

 

て
、

記
述

や
意

見
交

換
な

ど
か

ら
見

取
り

、
他

 

の
考

え
に

触
れ

た
り

、
自

分
た

ち
の

考
え

を
紹

 

介
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

必
要

性
と

楽
し

さ
を

 

学
習

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

（
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

・
発

言
・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

）
 

１
 

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
、
行
う
こ
と
、

 

見
る
こ
と
、
支
え
る
こ
と
及
び
知
る

 

こ
と
な
ど
の
多
様
な
関
わ
り
方
が
あ

 

る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 

〇
 

 
 

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
も
つ
「
行
う
こ
と
、
見
る
こ

 

と
、
支
え
る
こ
と
及
び
知
る
こ
と
な
ど

」
の
多
様

 

な
関
わ
り
方
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
自
身

 

の
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

 

る
よ
う
に
す
る
。

 

（
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

・
発

言
・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

）
 

本
時

 

3
/
3
 

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
多
様
で
あ
る
こ

 

 
と
に
つ
い
て
、
自
己
の
課
題
を
発
見

 

 
し
、
よ
り
よ
い
解
決
に
向
け
て
思
考

 

 
し
判
断
す
る
と
と
も
に
、
他
者
に
伝

 

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
〇

 
 

・
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

と
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

話
 

し
合

う
こ

と
に

よ
り

、
自

分
の

関
わ

り
方

を
再

 

確
認

し
た

り
、

新
た

に
気

付
い

た
り

し
た

こ
と

 

を
今

後
の

自
分

の
生

活
に

役
立

て
ら

れ
る

よ
う

 

に
す

る
。

 

（
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

・
発

言
・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

）
 

  

189

Akita University



Ⅶ
 
本
時
の
計
画

 

  
１

 
ね

ら
い

 

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
へ
の
関
わ
り
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
己
の
課
題
を
発
見
し
、

よ
り
よ
い
解
決

 

に
向
け
て
思
考
し
判
断
す
る
と
と
も
に
、
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
２

 
展

 
開

 

過
程

 
学

習
活

動
・

主
な

発
問

等
 

想
定

さ
れ

る
生

徒
の

学
習

状
況

 

  問
 

  

い
 

 

 

 課 題 を 捉 え る
 

 

１
 

こ
れ

ま
で

学
習

し
た

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
の

 

 
４

つ
の

関
わ

り
方

を
再

確
認

す
る

。
 

「
４

つ
の

関
わ

り
方

」
に

は
何

が
あ

っ
た

？
 

 ２
 

本
時

の
学

習
課

題
を

確
認

す
る

。
 

    

・
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

は
「

す
る
、
み
る
、
支
え
る
、

 

知
る
」

の
４

つ
の

主
な

関
わ

り
方

が
あ

っ
た

。
 

 

 ・
「

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
楽

し
さ

を
考

え
直

そ
う

」
 

・
「

ス
ポ

ー
ツ

観
戦

の
楽

し
さ

を
Ｐ

Ｒ
し

よ
う

」
 

・
「

補
助

役
員

で
感

じ
た

こ
と

を
思

い
出

そ
う

」
 

・
「

ど
ん

な
こ

と
を

知
る

と
、

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
ラ

 

 
イ

フ
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

だ
ろ

う
か

」
 

 

   

問
 

 

い
 

 

直
 

 

し
 

    

課
 

題
 

解
 

決
 

  

視 点 や 考 え の 見 直 し
 

３
 
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
、
既
習
事
項
を

 

活
用
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
活
動

 

を
す
る
。

 

  ４
 
自
分
た
ち
が
話
し
合
っ
た
内
容
に
つ
い
て

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
発
表
す
る
。

 

     ５
 
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
や
質
問
さ
れ
た
こ
と

 

 
等
を
踏
ま
え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

 

   

 ６
 
自
分
の
考
え
を
４
人
組
で
伝
え
合
う
。

 

・
「
目
標
達
成
や
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
」

 

・
「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
余
暇
を
楽
し
む
」

 

・
「
活
動
を
支
え
る
こ
と
で
地
域
を
活
性
化
す
る
」

 

・
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
方
法
を
知
る
」

 

 ・
「
自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
、
機
会
に

 

応
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り
を
す
る
」

 

・
「
部
活
動
や
秋
田
の
ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
す
る
」

 

・
「
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自
分
も
楽
し
む
」

 

・
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
健
康
づ
く
り
の
情
報
な

 

ど
を
調
べ
て
み
る
」

 

 ・
「
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
力
を
合

 

わ
せ
て
達
成
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
も
し
た
い
」

 

・
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
全
て
の
関
わ
り
方
に
触
れ
る
こ

 

と
が
大
切
だ
と
思
う
。
毎
日
の
運
動
や
観
戦
、
授

 

業
で
の
活
動
な
ど
で
関
わ
り
た
い
」

 

 ・
「
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
家
族
や
友
だ
ち
と

 

一
緒
に
運
動
す
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
」

 

・
「
知
識
や
理
論
を
知
る
こ
と
で
、
練
習
の
効
果
が

 

 
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
運
動
を
行
い
た
い
」

 

  振 り 返 り  

ま と め と 振 り 返 り  

７
 
本
時
の
学
習
で
、
考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ

 

こ
と
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

 

     

・
「
話
合
い
を
通
し
て
、
色
々
な
形
に
よ
る
ス
ポ
ー

 

ツ
の
楽
し
み
方
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」

 

・
「
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

 

 
家
族
と
も
話
題
に
し
て
み
た
い
」

 

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

 

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
ラ

イ
フ

を
実

現
す

る
 

た
め

に
は

、
中

学
生

と
し

て
４

つ
の

関
わ

 

り
方

に
つ

い
て

ど
う

関
わ

る
べ

き
か

 

・
様
々
な
関
わ
り
方
を
知
っ
た
り
、
伝
え

 

合
っ
た
り
す
る
活
動
に
よ
っ
て
、
確
認

 

で
き
た
こ
と
や
新
た
に
気
付
い
た
り
し

 

た
こ
と
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う

 

・
自
分
た
ち
が
話
し
合
っ
た
関
わ
り
方
や

 

楽
し
み
方
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う

 

・
今
後
の
生
活
に
お
い
て
、
具
体
的
に
ど

 

の
よ
う
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
っ

 

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
か

 

 

 

     
 
  
  
  

 ＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的
  
  
 
  
  
 
  
  
  

  
  
  
  

 ＝
対
話
の
活
用
目
的
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 
＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿
 

指
導

の
目

的
と

手
立

て
 

見
取

り
た

い
生

徒
の

姿
 

・
前

時
の

活
動

を
思

い
出

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
 

る
た

め
、

キ
ー

ワ
ー

ド
や

振
り

返
り

コ
メ

ン
ト

を
紹

 

介
す

る
。

 

 ・
ス

ム
ー

ズ
に

話
合

い
活

動
に

移
行

で
き

る
よ

う
に

す
 

る
た

め
、

グ
ル

ー
ピ

ン
グ

や
テ

ー
マ

を
指

示
す

る
。

 

・
話

し
合

っ
た

結
論

を
相

手
に

伝
わ

り
や

す
く

す
る

た
 

 
め

に
、

実
践

す
る

内
容

に
具

体
性

を
取

り
入

れ
る

よ
 

う
に

説
明

す
る

。
 

〇
４

つ
の

関
わ

り
方

に
対

し
て

、
深

く
追

求
し

よ
う

と
 

す
る

意
欲

を
高

め
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

・
４

つ
の

関
わ

り
方

の
う

ち
、

自
分

が
あ

ま
り

行
っ

て
い

な
い

 

 
関

わ
り

方
に

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
だ

ろ
う

。
 

〇
本
時
の
学
習
課
題
を
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
意

 

欲
的
に
学
習
に
参
加
し
て
い
る
。

 

・
豊
か
な

ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
フ

を
送

る
た
め

に
、
色
々

な
関
わ

り
方

に

つ
い
て
、

自
分
に
合

っ
た
も

の
を

見
つ

け
た
い
。

 

・
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
深
め
る
た
め
に
、
個
人

 

で
考
え
た
後
、
４
人
で
自
分
た
ち
の
テ
ー
マ
に
つ
い

 

て
話
合
い
を
進
め
て
か
ら
、
同
一
テ
ー
マ
の
も
う
１

 

グ
ル
ー
プ
と
の
意
見
交
流
を
行
う
よ
う
に
促
す
。

 

ウ
）
教
え
合
い

 
ア
）
集
団
で
の
省
察
・
意
思
決
定

 

・
多
角
的
・
多
面
的
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
す

 

る
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
話
し
合
っ
た
内
容
を
他
の

 

テ
ー
マ
で
話
合
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
へ
説
明
す
る
よ

 

う
に
伝
え
る
。

 

イ
）
認
知
過
程
の
外
化

 
 

  

・
自
分
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

 

 
た
め
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
と
の
関
わ
り
、
話

 

合
い
活
動
や
発
表
内
容
を
受
け
て
、
ど
う
す
れ
ば
豊

 

か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
で
き
る
か
具
体
的
に

 

考
え
る
よ
う
に
促
す
。

 

 

・
互
い
の
結
論
を
確
認
し
合
う
た
め
に
、
自
分
が
ど
の

 

関
わ
り
方
を
重
視
し
、
具
体
的
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

 

く
か
を
伝
え
合
う
よ
う
に
促
す
。

 

〇
経
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
い
、
そ
れ

 

ぞ
れ
の
関
わ
り
方
の
楽
し
さ
を
見
出
し
て
い
る
。

 
 

   〇
互
い
に
発
表
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自

 

分
に
合
う
関
わ
り
方
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

〇
結
論
や
理
由
を
示
し
な
が
ら
、
関
わ
り
方
に
つ
い
て

 

 
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い
る
。

 

〇
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
た
意
見
や
質
問
を
参
考
に
し
、

 

 
様
々
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

 〇
中
学
生
の
自
分
に
合
っ
た
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
具

 

体
性
の
あ
る
関
わ
り
方
を
見
つ
け
て
い
る
。

 

・
今
後
の
自
ら
の
生
活
に
役
立
て
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

 

や
運
動
と
の
関
わ
り
方
、
話
合
い
活
動
の
成
果
を
関

 

連
さ
せ
て
振
り
返
る
よ
う
に
促
す
。

 

イ
）
認
知
過
程
の
外
化
 

   

〇
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
再
確

 

認
し
た
り
新
た
に
気
付
い
た
り
し
た
こ
と
を
今
後
の

 

生
活
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

・
活
動
を
通
し
て
、
様
々
な
考
え
方
に
触
れ
、
自
分
自
身
の
こ

 

と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
わ
り
方
に
関
す
る
課
題

を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
自
分
な
り
の
考
え

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

話
合
い
結
果
や
振
り
返
り
を
瞬
時
に
共
有
す
る

 

た
め
、

T
e
a
m
s
と
Ｃ
－
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
う
。
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―本実践から見えてくること―  

 

 

 

共同研究者：松本  奈緒  

（秋田大学教育文化学部  スポーツ・健康教

育講座）                      

 

「生涯スポーツ」という言葉は人間が一生

何らかの形でスポーツに関わっていく、豊か

なスポーツライフを実現するための資質・能

力を体育を通じて獲得していくという、大き

な目標を示す言葉である。従来の生涯スポー

ツはスポーツを行う「する」を中心に考えら

れてきたものであるが、スポーツとの関りを

スポーツを行う事で実施する「する」以外に

もスポーツ観戦を含む「見る」、スポーツボラ

ンティア等を含む「支える」を含めるとより

多くの幅広い人達が関わることができるであ

ろう。本実践は通例でいうと軽視されがちな

「体育理論」を運動やスポーツとの関わり方

を知ったり、考えを深める時間として設定す

ることで、このような部分を補完する意味の

ある時間として設定されていた所が興味深い

点であった。  

本実践では教科書等は用いずに、話し合い

を中心に生徒達の多様な意見を引き出す形式

の授業展開であった。各班に配られたホワイ

トボードを上手く活用し、様々な意見を生徒

は活発に出していく。この授業案を相談され

た際に、話し合い中心の授業展開をする場合、

教師が話し合いの場だけ設けて何も準備をし

ない、あるいは、知識の部分が皆無の授業は

避けたいと思い、ヒントカードとして具体的

な資料を出すことと意見集約のための工夫を

お願いした。この点が上手く機能し、ヒント

カードの例を参考にし、検討しながら、自分

オリジナルの意見を時間を活用しながら出せ

ていたように思う。  

意見を出す場面だけでなく、各班の意見を

発表し、お互いに助言したり価値づけたりす

る場面においても工夫が、見られた。各班の

意見を移動式のホワイトボードにまとめ、発

表者がその前で説明し、順次場所を移動しな

がら発表を聞く発表の仕方の工夫があった。

発表者も１名だけではなく、複数の発表の機

会を設けることで輪番とし、発表の機会も全

員に保証することが出来ていた。各発表場面

が活気づき、生徒がやる気を出して発表・質

疑応答する場面が見え、大変良かったように

思う。  

ICT の活用については、授業中では、自分

の意見を PC に書き込む場面が見られた。ワ

ープロ機能を用いて入力する場面では生徒達

はだいぶ慣れていて、スムーズに入力をして

いた。１時間のみの参観ではその入力内容が

どのように活用されているのか、分かりかね

る部分もあったが、授業では入力するだけで

それを上手く活用する場面が見られなかった。

ICT の活用という視点でみれば、手書きで入

力する所をワープロで PC に入力するだけで

は不十分であったように思う。記入した内容

が他の生徒のものも含めて、即座に画面等を

通じて生徒に見せる等の ICT の特徴を十分

利用したより良い活用方があったのではない

か。ICT の活用については、課題が残るので

はなかったろうか。  

最後になるが、生徒が授業のまとめとして

発表してくれた感想に「自分は文化系部活動

に入っていてスポーツを行う機会は少ないが、

見るとか支えるならできそうだ。」と今後のス

ポーツ従事が発展する見通しが感じられるも

のがあった。本研究授業を実施したことで生

徒達の今の、あるいは、数年後のスポーツ従

事が改善したのならこれ程大きな成果はない

と考える。  

多様な運動・スポーツとの関わり方を論議

し表現する体育理論の授業  
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令和４年度の実践記録（技術・家庭）

－実践記録（第２学年）－

１ 題材名

「幼児との関わり」

－課題別グループでの話合いを通して、幼児とのよりよい関わりを見つけることができるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 対話の三つの方向性

生活や社会の中から問題を見いだし課題を設定するという力を育成するために、幼児との関

わり方について同じ課題意識をもった生徒で話し合うことで、よりよい関わり方について集団

での深い学びにつなげた。

(2) 柔軟な授業展開

問い直しの場面では、ゲストティーチャーの助言を取り入れることで、新たな気付きが生ま

れるようにした。その気付きを生かして、これまでの自分の考えを見直したり深めたりできる

ような授業を展開した。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 前時までの学習を振り返る。

「幼児の身体的特徴にはどんなものがあっ

ただろう。班の人と話してみて。」

■自分の考えを、近くの生徒に伝え、自信 ○「自分たちと比べて手足が小さい」

をもっている様子の生徒を見つける。 ○「体の割に頭が大きい。だから転びやすい」

■生徒の反応は予想通り。新しい考えより、

課 前時までの学習を生かして考えている生

題 徒がほとんどである。

の

発 ２ 本時の学習課題を確認する。 ○自分たちの班の課題を確認し、本時の話合い

見 「自分たちの課題を解決するために、幼 の見通しをもっている。

児とどんな関わり方をしたらよいだろ

う。」

■前時に定めた自分たちの課題を確認させ

交流への期待を高める。

幼児が生活している様子について、瞬時に

共有化できるように、大型モニターに提示す

る。
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■本時の活動を説明し、これまでの学習を

生かそうとする生徒の様子を見取る。

課 ３ 課題別グループで、幼児とのよりよい ○どんなことに気を付けながら関わったらよい

題 関わり方について話し合い、全体で共 か、グループで意見を出し合っている。

方 有する。 ○「前の授業でやっていたけれど、話す時に目

法 線を合わせるとかやった方がいい」

の 「幼児の成長につながる関わり方ができれ

検 ばいいね。」

討 「班で話し合った後、全体で発表してもら

います。」

■机間指導をしながら、生徒の思考の傾向

を 捉える。

■話し合いが停滞している班に、「どう

してこう考えたの？」と声かけをして

意見に根拠をもたせるようにする。 ○ホワイトボードを活用することで、各々の考

えを可視化している。

○幼児と実際に触れ合う場面を想像している。

学 ○自分の考えを、グループのメンバーに伝えて

び いる。

の

共

有

○「幼児に積極的に話しかける。その時、難し

い言葉は簡単に、ジェスチャーを使うとい

いった意見が出ました」

○「何でもやってあげるのではなく見守りなが

らできないことがあったら手伝ってあげるこ

とで幼児の自主性が光るのでは？」

発表の際は、ホワイトボードを活用し、そ

れぞれのグループの根拠が学級全体で共有で

きるようにする。
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◎幼児の心身の発達や生活の特徴など既習事項

に着目して、よりよい関わり方を提案したり

その根拠を説明している。

４ 幼稚園教諭の助言をもとに、自分たち

が考えた関わり方について修正したり、

検討し直したりする。

「附属幼稚園の先生にインタビューをお ○「５歳児のダイナミックな動きってどんな動

願いしました。年齢別にお話ししてもら き方なんだろう」

っています。見てみましょう。」 ○年齢別の違いや共通点に気付き、メモを取っ

■インタビューを聞きながらメモを取る様 ている。

子が見られた。しかし、付け加えた内容

についてグループで再検討したり、どの

部分を見直したかの話し合いには進展し

なかった。

■明確な指示が必要だった。

５ 本時の学習の振り返りをする。

「振り返りを発表してもらいましょう。」

新 ■机間指導しながら幼稚園教諭の助言によ ○「幼児と関わる時に気を付ける点に気付き、

た って、新たな気付きが生まれている生徒 幼児の成長に関わる関わり方をしたいと思っ

な を見取り、指名する。 た。３歳の子どもたちは初めての集団生活で

手 緊張しているから、幼児同士の距離や僕た

法 ちとの距離が近づくような交流をしたい。」

○より深く関わるという視点をもてた生徒がい

る。

○幼児との関わりに、前向きな気持ちをもてて

いる。

○振り返りの時間が不足している生徒がいる。

≪生徒の振り返りから≫

・３、４、５歳児の違い、共通点を園の先生の話を聞いて、しっかりと学ぶことができた。また、

自分たちの班の課題を解決するための関わり方について、私は、中１の時の職場体験学習で学

んだことを生かして話し合うことができた。訪問した時は、たくさんの幼児とコミュニケーシ

ョンをとって関わっていきたい。

・ミエルトークはよくできたが、話し合いの論点がずれてしまった。だが、関わり方については

他の班のものも参考にできたからよかった。また、幼稚園児と遊ぶ時には、先生たちのインタ

ビューにあった通り、園児にけがをさせないように頑張りたい。

・今日の授業の中で、幼児のことを第一に考えて関わり方を考えることができたのでよかった。

けがの面などでは、あまり考えることができていなかったので、その辺りも考えて自分たちの

幼稚園教諭の助言を瞬時に共有化できるよう

に、大型モニターに提示する。
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課題を解決できるように関わっていきたいと思う。

・自分が幼児の時に実際に経験した出来事から、今の私たちが関わりの際に注意しなければいけ

ないことについて深く考えることができた。年齢にかかわらず、思いやりをもって接すること

は大切だと改めて実感した。

４ 授業の省察

本時は自分たちで設定した課題別グループで話し合いを進めた。一般的な幼児との関わり方で

大切だと思われることについて、生徒は既習事項からある程度は一人で考えることができるが、

さらに深い部分にたどりつくためにも、本時はミエルトークを活用した。

学習した知識や技能を実践に生かせる場が題材の中に設定されていることで、話し合う必要性

が生まれていたように感じる。生徒は、「学習したことは○○だけれど、実際の場では△△なの

ではないか」「職場体験学習で幼稚園を訪問した時に□□だった」といった意見交流を通して様

々な考えと出会うことができていた。しかし、話し合いが一般的な意見のやりとりで終わってし

まった班もあった。さらに話し合いを効果的なものにするためにも、自立思考の時間を保障し、

話し合うための材料をもたせる工夫も必要である。また、学習課題のつくりが、「自分たちの課

題をどのように解決するのか」「幼児とどのように関わるのか」といった二段重ねになっていた

ために、話し合っている内容が、グループによってずれていた部分もあり、整理する必要があっ

た。

終末において幼稚園教諭のインタビューを活用した。生徒同士の話し合いでは分からない現場

の生の声を聞くこと、年齢別に幼児の様子を聞くことは生徒の考えを深めることにつながった。

映像データとしたことで、生徒は自分の見たいタイミングでもう一度見ることもでき、他の学級、

次年度も活用できるといったメリットもある。

また、教室内に「幼児期の発達段階」を掲示することで、話し合う際の一助となり、視覚的な

情報を効果的に活用できたと考える。
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技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
学
習
指
導
計
画

 

学
級

 
２
年
Ａ
組

 
３
２
名

 

授
 
業

 
者

 
三
浦

 
幹
子

 

共
同
研
究
者

 
堀
江
さ
お
り

 

Ⅰ
 
題
材
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

 
  
 
  
  

 

  
 

 
「
幼
児
と
の
関
わ
り
」

 

－
課
題
別
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
を
通
し
て
、
幼
児
と
の
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
－

 

 Ⅱ
  
題
材
に
つ
い
て

 

 
「
Ａ
家
族
・
家
庭
生
活
」
の
内
容
に
お
い
て
は
、
課
題
を
も
っ
て
家
族
や
地
域
の
人
々
と
協
力
・
協
働
し
、
よ

り
よ
い
家
庭
生
活
に
向
け
て
考
え
、
工
夫
す
る
活
動
を
通
し
て
、
家
族
・
家
庭
生
活
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を

身
に
付
け
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
展
望
し
て
、
家
族
・
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
生
活
の
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養

い
、
家
庭
生
活
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

 

現
在
、
少
子
化
、
幼
児
虐
待
な
ど
子
ど
も
に
関
わ
る
社
会
問
題
は
増
え
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し

続
け
て
い
る
。
そ
ん
な
中
「
幼
児
と
の
関
わ
り
」
の
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
特
徴
を

も
つ
幼
児
を
理
解
し
、
思
い
や
り
の
心
や
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
、
自
己
を
含
め
た
人
間
の
成
長
や
発
達
と
そ
れ

に
関
わ
る
家
庭
や
地
域
、
周
囲
の
環
境
の
影
響
や
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
実
践
的
・

体
験
的
な
学
習
の
場
と
し
て
幼
稚
園
訪
問
を
行
い
、
実
際
に
幼
児
と
触
れ
合
う
体
験
を
す
る
こ
と
で
幼
児
へ
の
関

心
を
高
め
、
生
徒
自
身
も
家
族
や
周
り
の
人
々
に
見
守
ら
れ
て
成
長
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
様
々
な
影
響
を
配
慮
し
、
園
と
綿
密
な
連
絡
を
取
る
と
と
も
に
準
備
を
十
分
整
え
、

生
徒
が
幼
児
と
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 Ⅲ
 
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

 

本
学
級
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
７
割
の
生
徒
は
幼
児
に
対
し
て
「
か
わ
い
い
」
な
ど
好
意
的
に
捉
え
て

い
る
が
、
３
割
の
生
徒
は
苦
手
だ
と
感
じ
て
い
る
。
苦
手
な
理
由
と
し
て
は
、
「
幼
児
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
反

応
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
「
泣
か
れ
た
時
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
「
関
わ
る
機
会

が
な
い
か
ら
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
不
安
な
気
持
ち
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
訪
問
す
る
幼
稚
園
に
つ
い
て
も

事
前
学
習
を
行
う
。
本
時
は
、
実
際
に
幼
稚
園
を
訪
問
し
た
時
の
幼
児
と
の
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
を
考
え
る
時
間

と
な
る
。
事
前
に
設
定
し
た
幼
児
の
遊
び
、
言
葉
、
情
緒
な
ど
の
課
題
別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
発
達
段
階
や
活

動
状
況
、
感
染
症
予
防
に
応
じ
た
関
わ
り
方
を
考
え
さ
せ
た
い
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
習
得
し
た
知
識

及
び
技
能
、
家
族
か
ら
の
話
や
自
身
の
生
活
経
験
、
幼
稚
園
教
諭
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
さ
せ
な
が
ら
、
関
わ

り
方
の
工
夫
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
幼
児
と
の
触
れ
合
い
が
意
義
の
あ
る
活
動
に
な
る
た
め
に
も
、
関
わ

り
に
対
す
る
期
待
や
不
安
を
整
理
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
助
言
し
た
い
。
そ
し
て
生
徒
一

人
一
人
が
、
幼
稚
園
訪
問
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
、
活
動
の
展
望
が
も
て
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

 

 Ⅳ
 
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

 

(
1
)
対
話
の
三
つ
の
方
向
性

 

生
活
や
社
会
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し
課
題
を
設
定
す
る
と
い
う
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
幼
児
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
同
じ
課
題
意
識
を
も
っ
た
生
徒
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
に
つ
い
て
集
団

で
の
深
い
学
び
に
つ
な
げ
る
。

 

(
2
)
柔
軟
な
授
業
展
開

 

問
い
直
し
の
場
面
で
は
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
助
言
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
新
た
な
気
付
き
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
気
付
き
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え
を
見
直
し
た
り
深
め
た
り
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

 

Ⅴ
 
目
標

 

(
1
)
 
幼
児
と
の
交
流
を
通
し
て
、
幼
児
の
発
達
や
生
活
の
特
徴
に
応
じ
た
関
わ
り
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

 

(
2
)
 
幼
児
の
心
身
の
発
達
や
生
活
の
特
徴
に
応
じ
た
関
わ
り
方
を
工
夫
し
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
3
)
 
幼
児
と
触
れ
合
う
活
動
に
向
け
て
、
課
題
を
も
ち
主
体
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

 

 

 
  

 
 

 
 

Ⅵ
 
全
体
計
画
（
総
時
数
７
時
間
）

 

 

時
数

 

 

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

 

 

評
価
の
観
点

 
 

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点

 

 
知

 
思

 
態

 

 

１
 

 

・
幼

稚
園

訪
問

に
向

け
て

、
幼

児
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

問
題

を
見

い

だ
し
、
課
題
を
設
定
す
る
。

 

（
幼

児
の

言
葉

、
情

緒
、

遊
び

、
運

動
機
能
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
）

 

  

  

  

○
 

・
自
分
の
興
味
・
関
心
や
既
習
事
項
を
も
と
に
、
幼

児
と
関
わ
る
上
で
の
課
題
を
設
定
し
て
い
る
か
を

見
取
り
、
課
題
設
定
が
で
き
な
い
生
徒
に
は
個
別

に
助
言
す
る
。

 
 

 
 

 
 
（
学
習
シ
ー
ト
）

 

本
時

２
/
７
 

・
課

題
別

グ
ル

ー
プ

で
の

話
合

い
を

通
し

て
、

幼
児

と
の

よ
り

よ
い

関

わ
り
方
を
見
つ
け
る
。

 
 

○
 

 
・
幼
児
の
心
身
の
発
達
や
生
活
の
特
徴
な
ど
既
習
事

項
に
着
目
し
て
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
を
提
案
し

た
り
、
そ
の
根
拠
を
説
明
し
た
り
し
て
い
る
か
を

見
取
る
。
関
わ
り
方
の
捉
え
が
不
十
分
な
生
徒
に

は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
確
認
す
る
よ
う
助
言
す
る
。

 

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
行
動
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

 

 

１
 

 

・
幼

稚
園

訪
問

当
日

の
活

動
の

流
れ

や
心
構
え
を
確
認
す
る
。

 

 

  

 

  

 

 

 

○
 

 

・
幼
稚
園
訪
問
当
日
の
活
動
の
流
れ
に
つ
い
て
理
解

し
、
注
意
事
項
を
ま
と
め
て
い
る
か
を
見
取
る
。

活
動
の
流
れ
が
つ
か
め
て
い
な
い
生
徒
に
は
、
で

き
て
い
る
生
徒
の
学
習
シ
ー
ト
を
モ
ニ
タ
ー
に
提

示
し
、
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

（
学
習
シ
ー
ト
、
行
動
観
察
）

 

 

２
 

 

・
幼

稚
園

を
訪

問
し

、
事

前
学

習
を

も
と
に
幼
児
と
触
れ
合
う
。

 

 

   

 

○
 

 

 

○
 

 

・
課
題
に
沿
っ
て
幼
児
と
関
わ
っ
て
い
る
か
活
動
状

況
を
見
取
り
、
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
に

は
個
別
に
助
言
や
支
援
を
行
う
。

 （
行
動
観
察
）

 

 

１
 

 

・
コ

ラ
ボ

ノ
ー

ト
を

活
用

し
、

幼
稚

園
訪
問
の
ま
と
め
を
行
う
。

 
 

○
 

 

   

 
・
幼
児
と
関
わ
る
こ
と
で
課
題
解
決
し
た
こ
と
、
新

た
な
発
見
や
更
に
知
り
た
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
と
め
ら
れ

な
い
生
徒
に
は
、
活
動
時
の
写
真
を
提
示
し
支
援

す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 
（
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
）

 

１
 

・
ま

と
め

た
こ

と
を

グ
ル

ー
プ

や
学

級
で
共
有
化
す
る
。

 

 
 

 

○
 

 

・
学
ん
だ
こ
と
を
共
有
し
、
次
の
学
習
や
生
活
に
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
か
を
見
取
る
。
ま
と
め
が
不

十
分
な
生
徒
に
は
視
点
を
示
す
こ
と
で
、
体
験
や

学
び
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
行
動
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）
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Ⅶ
 
本
時
の
計
画

 

  
１

 
ね
ら
い

 

 
 

 
幼
児
の
心
身
の
発
達
や
生
活
の
特
徴
な
ど
既
習
事
項
に
着
目
し
て
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
を
提
案
し
た
り
、

そ
の
根
拠
を
説
明
し
た
り
で
き
る
。

 

  
２

 
展

 
開

 

過
程

 
学
習
活
動

 
・

主
な
発
問

等
 

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

 

 

 問
 

  

い
 

 課 題 の 発 見
 

１
 
前
時
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
る
。

 

   ２
 
本
時
の
学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

 

     

・
「
幼
児
と
自
分
た
ち
と
で
は
様
々
な
違
い
が
あ
っ

た
な
」

 

・
「
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
成
長
し
て
き
た
」

 

 ・
「
実
際
に
触
れ
合
え
る
の
は
楽
し
み
だ
な
」

 

・
「
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
だ

ろ
う
か
」

 

・
「
小
さ
い
子
は
怖
い
」

 

    

問
 

 

い
 

 

直
 

 

し
 

    

解 決 方 法 の 検 討
 

   

学 び の 共 有
 

３
 
課
題
別
グ
ル
ー
プ
で
、
幼
児
と
の
よ
り
よ

い
関
わ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
全
体
で

共
有
す
る
。

 

 
 

       
  
 
  
  
 
  
  
  

   
  
 
  
  
 
  
  
 
  

  ４
  
幼
稚
園
教
諭
の
助
言
を
も
と
に
、
自
分
た
ち

が
考
え
た
関
わ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
。

 

 
 

  

・
「
幼
児
に
ど
ん
な
ふ
う
に
話
し
か
け
た
ら
い
い
の

か
な
」

 

・
「
自
分
か
ら
遊
び
を
提
案
し
て
も
い
い
の
か
な
」

 

・
「
コ
ロ
ナ
対
策
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」

 

・
「
話
が
で
き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

 

・
「
体
の
大
き
さ
が
違
う
か
ら
怖
が
ら
せ
て
は
い
け

 

な
い
」

 

・
「
視
野
の
広
さ
が
違
う
と
何
に
気
を
付
け
な
い
と

 

い
け
な
い
の
か
な
」

 

・
卒
園
生
は
園
の
様
子
を
つ
か
ん
で
い
る
。

 

・
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
こ
と
を
具
体
的
に
説
明
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

 

 ・
「
自
分
た
ち
の
考
え
は
こ
の
ま
ま
で
い
こ
う
」

 

・
「
幼
稚
園
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
行
動
の
根
拠

 

が
明
確
に
な
っ
た
」

 

・
「
自
分
た
ち
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
幼
児
と
触

れ
合
う
人
た
ち
は
深
く
考
え
て
い
る
の
だ
な
」

 

・
「
早
く
幼
稚
園
に
行
っ
て
、
園
児
と
話
し
て
み
た

い
な
」

 

    

振 り 返 り
 

新 た な 手 法
 

 ５
 
本
時
の
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。

 

 

・
「
今
日
の
自
分
の
学
び
方
は
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
ど
れ
か

な
」

 

・
「
今
日
の
学
習
の
ね
ら
い
は
達
成
で
き
た
か
な
」

 

  

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
文
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

 

自
分
た
ち
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
幼

児
と
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
 

課
題
解
決
に
向
け
て
、
ど
ん
な
関
わ
り
が
で

 

き
る
か
各
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

 

う
。

 

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
す
か
。

 

ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
し
て
、
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

 

    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

指
導
の
目
的
と
手
立
て

 
見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

 

 

 

  ・
互
い
の
思
考
の
共
通
点
や
相
違
点
を
つ
か
め
る
よ
う

に
、
近
く
の
人
と
考
え
を
伝
え
合
う
よ
う
に
促
す
。

 

○
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
、
幼
児
の
言
動
や
生

活
の
様
子
を
想
起
し
て
い
る
。

 

  ○
幼
児
と
の
交
流
に
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

 

〇
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
課
題
解
決
を
目

指
そ
う
と
し
て
い
る
。

 

 

・
個
々
の
意
見
を
つ
な
ぎ
、
全
体
像
を
導
き
出
す
た
め

に
集
団
で
の
省
察
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
。

 

・
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
際
に
、
互
い
の
考
え
を
可
視

化
で
き
る
よ
う
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
る
。

 

・
交
流
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
附
属
幼
稚

園
の
様
子
や
交
流
の
条
件
を
提
示
す
る
。

 

・
幼
児
の
年
齢
別
の
発
達
の
様
子
（
体
の
大
き
さ
や
運

動
機
能
な
ど
）
に
つ
い
て
想
起
で
き
る
よ
う
に
、
資

料
を
準
備
す
る
。

 

・
課
題
が
異
な
る
グ
ル
ー
プ
と
の
相
違
点
や
共
通
点
を

確
認
し
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
に
つ
な
が
る
よ
う
に

す
る
。

 

 

〇
幼
児
の
安
全
や
発
達
段
階
、
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え

た
関
わ
り
方
を
考
案
し
て
い
る
。

 

〇
こ
れ
ま
で
の
生
活
経
験
、
既
習
事
項
、
自
分
の
疑

問
、
気
付
き
な
ど
多
く
の
意
見
を
交
換
し
て
い
る
。

 

・
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
押
し
つ
け
ず
幼
児
の
気
持
ち
を
優

先
さ
せ
る
。

 

・
体
の
大
き
さ
の
違
い
が
あ
る
か
ら
目
線
を
合
わ
せ
る
配
慮
が

必
要
だ
。

 

・
幼
児
の
言
葉
を
し
っ
か
り
聞
い
て
あ
げ
よ
う
。

 

・
真
似
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
乱
暴
な
言
葉
遣
い
は
し
な
い
。

 

〇
他
の
グ
ル
ー
プ
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
て
い
る
。

 

 〇
幼
稚
園
教
諭
の
助
言
を
得
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
付

き
が
生
ま
れ
、
考
え
た
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
や
修

正
を
し
て
い
る
。

 

〇
幼
児
の
特
性
や
個
性
に
応
じ
た
関
わ
り
方
の
大
切
さ

に
気
付
い
て
い
る
。

 

・
関
わ
る
中
で
、
幼
児
の
思
い
を
く
み
取
る
こ
と
が
大
切
だ
。

 

     

・
Ｎ
評
価
に
つ
い
て
は
「
向
上
し
た
い
点
は
何
か
」

 

・
Ｅ
評
価
に
つ
い
て
は
「
ど
ん
な
自
分
を
発
見
で
き
た

か
」

 

・
Ｓ
評
価
に
つ
い
て
は
「
ど
ん
な
点
に
満
足
で
き
た

か
」
を
記
述
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

 

〇
次
時
の
活
動
の
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
。

 

・
園
児
に
早
く
会
い
た
い
な
。

 

 

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

 

 
＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

 

   

幼
児
が
生
活
し
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
、
瞬
時
に

共
有
化
で
き
る
よ
う
に
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
提
示

す
る
。

 

 

＝
対
話
の
活
用
目
的

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

幼
児
の
心
身
の
発
達
や
生
活
の
特
徴
な
ど
既
習
事

項
に
着
目
し
て
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
を
提
案
し

た
り
、
そ
の
根
拠
を
説
明
し
た
り
で
き
る
。

 

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
行
動
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

 

幼
稚
園
教
諭
の
助
言
を
瞬
時
に
共
有
化
で
き
る
よ

う
に
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
提
示
す
る
。
ま
た
、
繰

り
返
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
準
備

す
る
。

 

197

Akita University



   －本実践から見えてくること－     

よりよい生活を工夫し，創造する 

－実生活を検証・評価し，計画・実践する

学びを通して－ 

             共同研究者：堀江さおり 

（秋田大学教育文化学部・教育実践講座） 

 

１ 本実践の特徴 

 少子化が進む現在，生徒の日常では一人っ

子であったり兄弟姉妹がいても年齢が近いな

どで幼児と関わる機会が大幅に減少してお

り，幼児と接することそのものが特別な出来

事になりつつある。また，生徒自身は幼児期

を経て，発達・発育し中学生となっているが，

「育てられている」という自覚のもと周囲の

関わりを見ていたわけではないため，周囲が

子どもの成長に良くも悪くも影響を与えると

いうイメージをはっきりとは持ちにくい。 

 子どもを育てていくことは，その保護者だ

けでなく周囲の適切な協力も必要である。生

徒に直接的にも間接的にも幼児の成長に関わ

るという自覚と意識を育むことは，自分自死

が望む将来設計を実現するためにも必要不可

欠な学習といえるだろう。 

 本実践は幼稚園訪問を核に幼児との関わり

方を実践的・体験的に学ぶことを通して，幼

児の成長に貢献するための生徒なりの理論の

確立を目指しているだけでなく，生徒自身の

養育者としての成長を促すことも目指してい

る。 

 

２ 本実践の概要と生徒の様子 

 導入では，これまでに学習した幼児の発達

や成長の特徴を踏まえ，グループ毎に設定し

た幼児と関わるうえで解決したい課題を確認

し，幼児への思いを膨らませていた。生徒が

設定した課題は，遊びを通して運動機能を向

上させる，人との関りを通して情緒を育てる，

積極的に話しかけることで言語能力の向上を

促すなど多岐にわたっており，周囲が幼児の

成長を促していることを十分に考えていた。 

 展開では，実際に幼児と接する場面をイメ

ージしながら，育てる主体としてどうすべき

かを検討していたが，「怖がらせないために

どうしよう？」「本当に受け入れてもらえる

かな？」など不安を感じつつも，「幼稚園の

先生ってすごいよね」「うちの親も色々考え

ていたんだな」など幼児の成長に良い影響を

与えるための働きかけを検討していた。生徒

が，自分たちの想像している幼児と実際の幼

児には乖離があることを十分理解していたた

め，指導教諭が提示した幼稚園教諭からのア

ドバイス動画は効果的であった。月齢毎の幼

児の特徴と関わり方のポイントから，自分た

ちの課題解決手段を再度見直し修正を加え

る，判断がつかないので現場で確認しながら

やってみようなど，より建設的に幼稚園訪問

に取り組む姿勢がみられた。幼児が中学生と

触れ合うことを楽しみにしているという幼稚

園教諭の話に，幼児と接することが怖いと言

っていた生徒の表情も明るくなっていた。 

 まとめでは，幼児と接する際の注意点と新

型コロナ感染症対策を再確認したが，授業開

始当初よりも生徒のわくわくした様子がうか

がえ，やってみたいという意欲の高まりを感

じ取れた。 

 

３ 今後の展望 

 自分自身が保護者や周囲の協力のおかげで

成長してきたとはいえ十分な自覚があるわけ

ではないため，育てる立場で幼児との関りを

考えることで，育てることの大切さや保護者

の苦労を改めて実感させることのできる実践

であった。 

 新型コロナ感染症の影響で中学生が幼児と

接触することは難しくなっていると思うが，

実践から学ぶことで知識の定着や意欲の向上

が望めるため，制約がある中での効率の良い

関わり方を検討し，学習をさらに深めていっ

てほしい。 

198

Akita University



令和４年度の実践記録（外国語） 

－実践記録（第２学年）－ 

１ 題材名 

Unit 2: Food Travels around the World ( 東京書籍 New Horizon 2 ) 

       ―質問やコメントをもとにスピーチを再構築する活動になっていたか― 

 

 

 ２ 具体的な実践事項との関連 

(1) ＩＣＴの三つの特質 

教師用デジタル教科書を使用し、一斉指導の場面で視覚的補助を効果的に使うことで、生徒たちの理解

度が高まるように工夫した。生徒たちは、食の歴史に関する情報や使いたい英単語などをタブレット機器

を使用して短時間で見つけ、伝える内容に取り入れることができるようにした。また、やりとり中にＩＣ

レコーダーを使用することで、教師が授業内で見取ることができなかったペアのやりとりを確認した。 

(2) 対話の三つの方向性 

やりとりの中で、聞き手がうなづいたり相づちの言葉を返したりすることで、聞き手が話し手の発言内

容を理解していることを示すことができた。また、聞き手が、聞き取った内容に関する質問をすることで、

話し手により深く考える機会を与えることができた。 

 

     

 ３ 授業の実際 

過程 

学習活動 

「教師の発問や指名」 

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） 

教師の手立て 

○：見取った生徒の姿 

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿 

問 
 

い 

疑
問
・
興
味
・
関
心 

１ Read and Think ①の内容をペアで確認す
る。 

「What happened to curry?」 
■今までの学習内容の定着度を確かめるとと
もに、今後の活動の参考となる表現を確認
する。 

 
 
 
 
 
２ 学習課題を確認する。 
「Today’s key word is “change.”どんな
課題になりそうかな。」 

■自分たちで学習課題を設定することで、目
標達成への意欲をもたせる。 

   
  
 

 
 
 
○カレーの歴史について英語で伝え合おうとしてい
た。 

○ 「In the 18th century, curry spices came to 

the U.K. from India.  In the 19th century, the 

curry arrived in Japan.」 
 
 
 
 
○ 自分たちで話合い、学習課題を設定することが
できた。 

○「 食べ物は各国でどのように変化したのだろう
か。」 

 
 
 

Warm-upでの既習の内容を取り上げ、本時とのつ
ながりをもたせる。 

 

学習課題を明確に提示することにより、生徒に
活動のイメージを持たせやすくする。 
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問 

い 

直 

し 

学
び
の
共
有
・
様
々
な
表
現
の
試
み 

３ 教科書本文を読み、自分の紹介を推敲す
るための参考にする。 

「How did makizushi change?」 
「Let’s take a look at next example.」 
■教科書の内容を理解することで、紹介の順
序立てや表現方法を参考にする機会を与え
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  自分が調べた食べ物について意見を伝え
合う。 

「How did food you researched change?」 
■カリフォルニアロールやナポリタンの例を
参考にして、自分が調べた食べ物を紹介す
るためのメモを作成させ、やりとりの手助
けとさせる。 

 
 
「Please ask your partner, “How did 
your food change?”」 

■やりとりを通して、発話の練習をしたり他
の生徒から表現などのよいところを参考に
させたりする。 

 
 
 
 
「Please go back to your seat. 
やりとりしてみて、情報が足りなかったこ
とや質問して返せなかったことを付け足し
てみて。」 

■会話の内容をより充実させるために、初め
のやりとりで上手くいかなかった部分を再
度考える時間を与える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 留学生に質問する際のポイントを考え
る。 

「Which type is the food you researched, 
California rolls or Napolitan?」 

 

 

 

 

○「Raw fish changed to avocado.」 

○「American people use rice outside to wrap.」 

○「The name “norimaki”changed to “California 

rolls.”」 

 

 

 

○ペアで話合い、前後の英文をヒントとして穴埋め

をすることができた。 

 

 

 

○タブレットを用いたり、あらかじめ調べてきた情

報を参考にしたりして、紹介に必要なキーワード

を選択している。 

 

 

 

○教師の支援を受けながら、キーワードを使って発

言していた。 

 

 

 

 

 

○初めのやりとりから、上手く伝えられなかったこ

とを調べたり聞いたりしてメモを書き直してい

た。 

◎「My favorite food is cookies. In the 17th 

century, It come to Japan from Florida. In 

China, there are make cookies at home. Also, 

in Florida, a house of sweets made. What kind 

of sweets do you like?」 

 

 

 

 

○挙手で、自分の選んだ食べ物のタイプを確認した。 

 

 

 

デジタル教科書を用いて、ジョシュの発表を聞

き、瞬時の共有化を図る。 

読み取りの理解度を確認するために、生徒に質問

をする。 

伝える内容の充実を図るため、悩んでいる生徒に適

宜アドバイスをする。 

 

やりとりが滞っているペアには、表現方法のヒン

トを与える。 

 

 

より内容が充実した発表になるように、ペア活動を

通して、新たに取り入れたいと考えた内容などを整

理するように促す。 

 

 

 

留学生に、自分が選んだ食べ物とは違うタイプの食

べ物について聞き出すために、自分が選んだ食べ物

はどちらのタイプか確認する。 
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振 

り 

返 

り 

表
現
・
伝
達 

６ 振り返りシートを記入する。 
 

 
 
 
 
 

≪生徒の振り返りから≫ 
・ 食べ物の変化について、自分の選んだ食べ物と比較しながら聞くことができたのでよかったです。友だ

ちの話も面白かったので、英語以外にも学んだところがありました。 
・ 英語で言おうと思うと上手く言えないことが多かったけれど、単語と単語をつないだり、質問したりし

て上手く会話がつながりました。 
・ ものの流れを言うことが難しかったですが、自分が知っている単語を組み合わせて考えられました。も

っと簡潔にまとめられるようになりたいです。 
・ 調べたキーワードをつなげて話すのが難しかったです。他の国の食べ物がそのまま伝わってくるのか、

いくつか組み合わさって変わるのかという違いがあって面白かったです。 
 
 
 
 
 

 

 

４ 授業の省察 

今年度は３年次研究のテーマ「英語をツールとして、思いを即興で伝え合う－効果的なコメントで対話を

つなげていく学びを通して－」の２年次である。授業では、small talkを取り入れてやりとりを行う時間を

毎時間確保してきた。その中で、自然な相づちや相手の発言を受けた質問ができるように練習を重ねている。

また、秋田大学の留学生との交流を行い、聞き手が変わると伝える内容が変わることを生徒たちに実感させ

る機会を設けることができた。 

今回の授業では、あらかじめ集めた情報の中から教科書に取り上げられている紹介方法を参考にするなど

して、自分の食べ物を紹介するメモを作成し、やりとりを行った。間違いを恐れる生徒が多いので、場数を

こなす十分な時間を与えたいと考えた。また、一度やりとりをしてみて上手くいかなかったことを修正し、

英語で話すことに自信をもてるように、再度チャレンジする時間を設けた。英語で話すことを難儀に思う一

方で、完璧な英語でなくても伝わることを実感できた生徒がいたことがよかったと感じる。複数の生徒とや

りとりを行ったことも、自分と違う伝え方を発見する機会になったと思う。 

また、やりとりをＩＣレコーダーで録音することで、教師が生徒の発話を見取ったり、生徒が自身の英語

を振り返ったりすることが可能となる。今は主に、教師が生徒の達成度を確認するために録音を活用してい

る。生徒が３０人以上在籍する学級でのやりとりを毎時間見取るのは難しい。そこで、ＩＣレコーダーやカ

メラの活用など、こまめにデータとして残すことで評価につなげていきたい。 

今後は、やりとりにおいて、自分の変容が感じられる機会を作り、英語を話すことにより自信がもてるよ

うに指導していきたい。そのため、ＩＣレコーダーを引き続き活用し、生徒がよりよい内容や表現にするた

めに、自分の英語を聞いて繰り返し練習する機会も作りたい思う。 

 

 

振り返りシートに本時の振り返りを記入し、次時に
つなげる。 
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英
語
科
学
習
指
導
計
画

 

学
級
 
２
年
Ｃ
組
 
３
２
名
 

授
 
業
 
者
 
佐
藤
絵
理
香
 

共
同
研
究
者
 
若
有
 
保
彦
 

Ⅰ
 
題
材
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

  
  
  
  

  

  
 
 

Un
it
 
2:
 F
oo
d 
Tr
a
ve
ls
 a
ro
un
d 
t
he
 W
o
rl
d 
( 
東
京
書
籍

 
Ne
w 
Ho
r
iz
on
 2
 )
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
も
と
に
ス
ピ
ー
チ
を
再
構
築
す
る
活
動
に
な
っ
て
い
た
か
―
 

Ⅱ
 
題
材
に
つ
い
て
 

本
題
材
は
、
登
場
人
物
の
ジ
ョ
シ
ュ
が
日
本
の
カ
レ
ー
料
理
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
食
に
つ
い
て
調
べ
る

中
で
食
文
化
の
広
が
り
や
融
合
に
気
付
き
、
食
べ
物
の
起
源
と
発
展
の
仕
方
を
学
ん
で
い
く
内
容
で
あ
る
。
食
文
化
は
、
私
た

ち
が
他
国
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
の
１
つ
で
、
食
材
、
調
理
方
法
、
マ
ナ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
他
国
と
の
交
流

が
進
む
に
つ
れ
て
、
各
国
独
自
の
食
文
化
に
さ
ら
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
日
本
人
に
愛
さ
れ
る
カ
レ
ー
は
、
イ
ン
ド
か
ら
日
本

に
伝
わ
る
ま
で
に
各
国
で
形
を
変
え
、
日
本
で
は
カ
レ
ー
ル
ー
と
い
う
形
で
普
及
し
た
。
本
題
材
を
通
し
て
、
食
文
化
の
広
が

り
の
よ
い
面
を
学
び
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
食
の
問
題
に
も
目
を
向
け
、
生
徒
た
ち
が
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
考
え
直
す
機

会
と
し
た
い
。
 

ま
た
、
文
法
項
目
で
は
接
続
詞
を
扱
っ
て
い
る
。
接
続
詞
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
条
件
や
理
由
な
ど
を
付
け
加
え
て
情
報
を

伝
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
主
節
に
つ
い
て
の
情
報
を
補
う
こ
と
で
、
相
手
に
伝
え
る
内
容
が
充
実
し
、
聞
き
手
や
読
み
手

に
十
分
な
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
、
生
徒
た
ち
は
初
め
て
従
属
接
続
詞
を
学
習
す
る
。
複
文
を
使
う
際
は
、
文

の
構
造
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
徒
が
言
語
活
動
で
正
し
く
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
主
節
と
従
属
節
の
関
係
や
日
本
語
と

の
違
い
に
着
目
し
、
定
着
を
図
り
た
い
。
 

 Ⅲ
 
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１
年
生
で
は
即
興
で
の
対
話
活
動
に
多
く
取
り
組
ん
だ
た

め
、
質
問
に
対
す
る
返
答
を
的
確
に
で
き
る
生
徒
が
育
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
知
識
が
豊
富
で
、
語
彙
の
定
着
度
が
高
い
生

徒
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
コ
メ
ン
ト
の
仕
方
に
戸
惑
い
、
会
話
の
発
展
に
繋
が
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
身
に
付
け
た
語
彙
や

文
法
を
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
中
で
使
え
る
段
階
に
到
達
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。
 

会
話
の
発
展
に
は
、
会
話
の
流
れ
に
合
っ
た
質
問
や
話
題
を
即
時
に
考
え
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
生
徒
が
「
見
方
、
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
力
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
場
面
設
定
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
伝

え
る
相
手
に
よ
っ
て
、
場
面
に
応
じ
て
ど
う
い
う
情
報
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
か
考
え
た
り
、
学
習
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
ど
う
い
う
内
容
を
、
ど
の
よ
う
な
表
現
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切
か
判
断

し
た
り
す
る
力
を
養
っ
て
い
き
た
い
。
繰
り
返
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
む
中
で
、
生
徒
が
よ
り
分
か
り
や
す

く
伝
わ
る
表
現
や
文
章
構
成
を
再
構
築
し
て
い
く
過
程
を
大
切
に
し
、
常
に
相
手
意
識
を
も
っ
て
伝
え
る
内
容
の
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
継
続
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。
 

 Ⅳ
 
 研

究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

 

今
年
度
は
３
年
次
研
究
の
テ
ー
マ
「
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
て
、
思
い
を
即
興
で
伝
え
合
う
－
効
果
的
な
コ
メ
ン
ト
で
対
話
を

つ
な
げ
て
い
く
学
び
を
通
し
て
－
」
の
２
年
次
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
主
体
的
に
自
分
の
考
え
を
伝
え

る
」
こ
と
に
加
え
、
「
聞
き
手
、
読
み
手
」
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
。
相
手
や
場
面
が
変
わ
る
と
伝
え
る
内
容
が

変
わ
る
。
そ
の
た
め
、
場
面
設
定
を
明
確
に
し
て
、
相
手
に
配
慮
し
た
英
語
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
 

生
徒
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
う
な
ず
き
や
あ
い
づ
ち
を
実
践
し
つ
つ
、
相
手
の
理
解
を
確
認
し
な
が
ら
や
り
と
り
を
進
め

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
生
徒
た
ち
が
、
聞
き
手
や
読
み
手
へ
の
思
い
を
言
葉
に
の
せ
て
、
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
英
語
に

よ
る
会
話
を
自
然
と
楽
し
め
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。
 

Ⅴ
 
 
目
標

 
  

 
 

  
(1
) 

接
続
詞
を
用
い
た
表
現
の
特
徴
や
き
ま
り
の
理
解
を
基
に
、
英
文
を
読
み
取
っ
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  
(2
) 

食
に
関
す
る
話
題
に
つ
い
て
、
聞
き
手
や
読
み
手
に
配
慮
し
た
内
容
を
取
り
入
れ
て
、
学
ん
だ
こ
と
や
自
分
の
考
え
を
理

由
や
具
体
例
等
と
と
も
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
  

  
(3
) 

食
に
関
す
る
話
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
た
め
に
、
英
文
の
要
点
を
捉
え
よ
う
と
し
た
り
、
相
手
の
話
を
理

解
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。
 

 Ⅵ
 
本
活
動
内
容
の
指
導
計
画
（
総
時
数
１
１
時
間
）
 

時
数
 

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等
 

 

評
価
の
観
点
 

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

 

 
知
 

思
 

態
 

 ２
  

・
ジ
ョ
シ
ュ
の
発
表
を
聞
き
、
自
分
が
選

ん
だ
食
べ
物
の
背
景
を
調
べ
て
発
表
す

る
。
 

   

   

   

・
モ
デ
ル
を
示
し
、
生
徒
が
達
成
す
べ
き
姿
を
明
確
に
す

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

  
 
（
観
察
）
 

 １
  

・
会
話
文
を
読
み
取
り
、
ジ
ョ
シ
ュ
の
発

言
に
つ
い
て
自
分
の
予
想
を
ペ
ア
で
伝

え
合
う
。
 

 
 

 
・
や
り
と
り
を
見
取
り
、
う
ま
く
意
見
交
流
が
で
き
て
い
る

ペ
ア
を
紹
介
す
る
。
 
 

 
 
 
 
  

 
  

（
観
察
）
 

 ２
  

・
前
時
の
予
想
に
対
す
る
答
え
と
な
る
英

文
を
読
み
取
り
、
感
想
を
ペ
ア
で
伝
え

合
う
。
 

   

   

  

・
十
分
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
見
取
り
、
会
話

が
滞
っ
て
い
る
ペ
ア
に
適
宜
声
を
掛
け
る
。

 
（
観
察
）
 

 １
 

・
自
分
が
選
ん
だ
食
べ
物
の
歴
史
を
探

り
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。
 

〇
 

 
 

・
論
理
的
な
英
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
見
取

り
、
接
続
詞
を
用
い
て
、
理
由
な
ど
を
付
け
加
え
る
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
 
 
 
 
（
Q
＆
A、

レ
ポ
ー
ト
）
 

１
 

本
時

7/
11
 

・
ジ
ョ
シ
ュ
の
発
表
の
結
論
に
着
目
し
、

今
ま
で
の
学
習
内
容
か
ら
例
に
な
る
も

の
を
考
え
て
留
学
生
に
伝
え
る
準
備
を

す
る
。
 

 
 

 
・
発
表
内
容
に
十
分
な
情
報
や
考
え
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を

見
取
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
紹
介
し
た
り
す
る
。
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （

観
察
、
録
音
、
シ
ー
ト
）
 

 １
  

・
留
学
生
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
自

分
が
伝
え
た
内
容
と
留
学
生
か
ら
得
た

情
報
を
ま
と
め
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。
 

 
○
 

○
 
・
最
終
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
留
学
生
と
の
や

り
と
り
を
通
し
て
、
質
問
さ
れ
た
こ
と
や
さ
ら
に
考
え
た

こ
と
を
整
理
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
声
を
掛
け
る
。
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
録
画
、
レ
ポ
ー
ト
（
宿
題
）
）
 

 １
  

・
日
本
食
の
誇
ら
し
い
点
と
日
本
が
抱
え

る
食
の
問
題
に
つ
い
て
調
べ
、
生
徒
同

士
で
口
頭
で
紹
介
し
合
う
。
 

 
 

 
・
聞
き
手
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
調
べ
た
内
容
を
簡
単

な
英
文
で
伝
え
て
い
る
か
を
見
取
り
、
称
賛
し
た
り
全
体

に
紹
介
し
た
り
す
る
。
 
 
 

 
 
（
観
察
、
シ
ー
ト
）
 

 

 

２
  

・
Un
it
2を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

AL
Tに

伝
え
る
た
め
に
情
報
を
整
理
し
、
伝
え

る
準
備
を
す
る
。
 

・
AL
Tに

Un
it
2で

学
ん
だ
こ
と
と
考
え
た

こ
と
を
伝
え
、
や
り
と
り
す
る
。
 

     

○
     

○
 

    

・
聞
き
手
の
興
味
を
引
く
内
容
で
あ
る
か
を
見
取
り
、
自
分

が
伝
え
た
い
内
容
に
、
聞
き
手
へ
の
質
問
や
自
分
の
考
え

等
が
入
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

 
 
 
（
観
察
）
 

・
聞
き
手
を
意
識
し
た
や
り
と
り
を
し
て
い
る
か
を
見
取

り
、
よ
か
っ
た
点
を
称
賛
す
る
。

 
 
 
 

  
（
観
察
）
 

※
評
価
に
関
し
て
〇
が
付
い
て
い
な
い
時
間
に
は
記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
確
実
に
見
届
け

て
指
導
に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
必
ず
行
う
。
活
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
。
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Ⅶ
 
本
時
の
計
画

 

  
１
 
ね
ら
い
 

食
べ
物
の
変
化
の
過
程
に
関
し
て
、
教
科
書
の
内
容
や
級
友
と
の
や
り
と
り
で
得
た
情
報
を
自
分
の
考
え
に
取
り
入
れ

て
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
２
 
展
 
開
 

過
程
 

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等
 

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

 

 問
 

  い
 

 

疑 問 ・ 興 味 ・ 関 心
 

１
 R
e
ad
 
an
d 
T
hi
nk
 ①

の
内
容
を
ペ
ア
で
確
認
す
る
。
 

   ２
 
学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

 

  
 

   

・
「
カ
レ
ー
は
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た

ん
だ
っ
た
か
な
」
 

  ・
「
カ
レ
ー
の
話
が
ヒ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
な
」
 

・
「
食
べ
物
が
変
化
す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
」
 

 

 

   問
 

 い
 

 直
 

 し
 

    

 

学 び の 共 有
 

・ 様 々 な 表 現 の 試 み
 

３
 
教
科
書
本
文
を
読
み
、
自
分
の
紹
介
を
推
敲
す
る
た

め
の
参
考
に
す
る
。
 

     ４
  
自
分
が
調
べ
た
食
べ
物
に
つ
い
て
意
見
を
伝
え
合
う
。
 

         ５
 
留
学
生
に
質
問
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
る
。
 

  

・
「
ナ
ポ
リ
タ
ン
は
日
本
人
シ
ェ
フ
の
ア
レ
ン
ジ
か
ら
で

き
た
ん
だ
」
 

・
「
海
外
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
食
材
っ
て
他
に
も
 

あ
る
の
か
な
」
 

・
「
食
べ
物
の
変
化
に
は
、
ナ
ポ
リ
タ
ン
タ
イ
プ
と
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
タ
イ
プ
が
あ
る
ん
だ
な
」
 

 〇
自
分
の
発
表
と
比
較
し
な
が
ら
、
ペ
ア
の
発
表
内
容
を

聞
い
て
い
る
。
 

・
「
ど
の
情
報
を
、
ど
ん
な
表
現
で
伝
え
よ
う
か
な
」
 

・
「
自
分
が
調
べ
た
食
べ
物
は
、
ナ
ポ
リ
タ
ン
と
ア
ボ
カ

ド
ロ
ー
ル
、
ど
ち
ら
の
例
に
近
い
の
だ
ろ
う
か
」
 

・
「
ペ
ア
か
ら
の
質
問
を
発
表
内
容
に
取
り
入
れ
よ
う
」
 

・
「
○
○
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
表
現
が
よ
か
っ
た
な
」
 

・
「
文
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
み
る
と
分
か
り
や
す
い

発
表
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な
」

 

 ・
「
補
足
情
報
を
入
れ
た
方
が
い
い
か
な
」
 

・
「
話
す
順
番
を
変
え
た
方
が
い
い
か
な
」
 

・
「
ど
ん
な
表
現
を
使
え
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」
 

振 り 返 り
 

表 現 ・ 伝 達
 

６
 
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
記
入
す
る
。
 

  
  

    

・
「
聞
き
手
が
興
味
を
も
つ
よ
う
に
、
質
問
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
 

・
「
理
由
や
具
体
例
を
入
れ
て
、
う
ま
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
」
 

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。
 

 

食
べ
物
は
各
国
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
 

W
ha
t
 h
a
pp
e
ne
d
 t
o
 N
ap
ol
it
an

? 

W
ha
t
 h
a
pp
e
ne
d
 t
o
 s
us
hi

? 

P
le
a
se
 
te
l
l 
y
ou
r
 p
a
rt
n
er
 
ab
o
ut
 
yo
u
r 
f
oo
d
. 

W
ha
t
 h
a
pp
e
ne
d
 t
o
 c
u
rr
y
?
 

      
  
  
  
 
 ＝

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
 ＝

対
話
の
活
用
目
的
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
  

 ＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

 

指
導
の
目
的
と
手
立
て
 

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿
 

・
Wa
rm
-u
pで

の
既
習
の
内
容
を
取
り
上
げ
、
本
時
と
の
つ
な
が

り
を
も
た
せ
る
。
 

  ・
学
習
課
題
を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
生
徒
に
活
動
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
や
す
く
す
る
。
 

 

○
カ
レ
ー
の
歴
史
に
つ
い
て
英
語
で
伝
え
合
お
う
と
し
て
い

る
。
 

・
In

 t
h

e
 1

8
th

 c
e
n

tu
ry

, 
cu

rr
y
 s

p
ic

e
s 

ca
m

e
 t

o
 t

h
e
 U

.K
. 
fr

o
m

 

In
d

ia
. 

 
In

 t
h

e
 1

9
th

 c
e
n

tu
ry

, 
th

e
 c

u
rr

y
 a

rr
iv

e
d

 i
n

 J
a

p
a

n
. 

○
「
食
べ
物
の
変
化
」
に
着
目
し
て
、
自
分
の
考
え
を
伝
え

よ
う
と
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。
 

  

   ・
読
み
取
り
の
理
解
度
を
確
認
す
る
た
め
に
、
生
徒
に
質
問
を

す
る
。
 

  ・
伝
え
る
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
悩
ん
で
い
る
生
徒
に
適

宜
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
 

・
や
り
と
り
が
滞
っ
て
い
る
ペ
ア
に
は
、
表
現
方
法
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
る
。
 

・
よ
り
内
容
が
充
実
し
た
発
表
に
な
る
よ
う
に
、
ペ
ア
活
動
を

通
し
て
、
新
た
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
た
内
容
な
ど
を
整

理
す
る
よ
う
に
促
す
。
 

   ・
留
学
生
に
合
わ
せ
た
補
足
情
報
を
付
け
加
え
た
り
、
自
分
が

選
ん
だ
食
べ
物
と
は
違
う
タ
イ
プ
の
食
べ
物
に
つ
い
て
聞
き

出
す
質
問
を
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
 

○
教
科
書
の
内
容
を
聞
き
取
っ
た
り
読
み
返
し
た
り
し
な
が

ら
、
質
問
に
答
え
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
見
付
け
よ
う

と
し
て
い
る
。
 

〇
自
分
が
選
ん
だ
食
べ
物
の
変
化
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
欲

が
高
ま
っ
て
い
る
。
 

  ○
教
科
書
の
内
容
を
整
理
し
、
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
る

な
ど
の
工
夫
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

・
P

e
o

p
le

 i
n

 o
th

e
r 

c
o

u
n

tr
ie

s
 d

id
n

’t
 l

ik
e

 s
e

a
w

e
e

d
 a

n
d

 r
a

w
 f

is
h

. 
 

S
o

, 
p

e
o

p
le

 i
n

 t
h

e
 U

.S
. 

m
a

d
e

 C
a

lif
o

rn
ia

 r
o

lls
. 

 
I 

k
n

o
w

 t
h

e
 

e
x
a

m
p

le
 

lik
e

 
th

is
. 

 
D

o
 

y
o

u
 

k
n

o
w

 
ta

ko
ya

k
i?

 
 

In
 

o
th

e
r 

c
o

u
n

tr
ie

s
, 

p
e

o
p

le
 d

o
n

’t
 e

a
t 

o
c
to

p
u

s
. 

 
S

o
, 

s
o

m
e

 r
e

s
ta

u
ra

n
ts

 

u
s
e

 c
h

ic
k
e

n
 o

r 
s
h

ri
m

p
. 

○
ペ
ア
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
自
分
の
話
す
内
容
を
見

直
し
、
再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

   

・
振
り
返
り
シ
ー
ト
に
本
時
の
振
り
返
り
を
記
入
し
、
次
時
に

つ
な
げ
る
。
 

・
伝
え
た
か
っ
た
表
現
が
あ
れ
ば
シ
ー
ト
に
書
か
せ
、
個
別
に

添
削
す
る
こ
と
で
個
々
の
表
現
力
向
上
を
支
援
す
る
。
 

 

○
自

他
の

頑
張

り
を

認
め

、
留

学
生

が
興

味
を

も
っ

て

く
れ

る
よ

う
に

話
の

内
容

を
充

実
さ

せ
た

り
、

積
極

的

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

っ
た

り
し

た
い

と
い

う

思
い

を
も

っ
て

い
る

。
 

 

食
べ
物
の
変
化
の
過
程
に
関
し
て
、
情
報
を
再
構
築

し
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
用
い
て
、
ジ
ョ
シ
ュ
の
発
表
を
聞
き
、

瞬
時
の
共
有
化
を
図
る
。
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   －本実践から見えてくること－     

教科書の題材に関して、自分が調べた内容

を紹介したり、やりとりを行う取り組み 

         共同研究者：若有 保彦 

 （秋田大学教育文化学部 英語・理数教育講座） 
 

１. 本実践の活動とその意義について 

2年生を対象とした今年度の公開授業では、

食文化をテーマに取り上げた New Horizon 

English Course の Food travels around the 

world (Unit 2)を扱った。単元の最終目標を、

この Unit で学んだ内容を ALT に伝えること

とし、本時では、自分が調べた食べ物につい

てクラスメートに紹介し、クラスメートから

の質問に答える活動を行った。指導手順は以

下の通りである：(1) 本時の学習課題の確認、

(2) 教科書を補足したプリントを使用しての

内容理解、 (3) それぞれが調べた食べ物の変

化に関する紹介及びやりとり。 

本実践は、新学習指導要領の「話すこと［や

りとり］」に関する「日常的な話題について、

事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて伝えたり、相手からの

質問に答えたりすることができるようにす

る」という目標を意識した取り組みと位置づ

けられる。また県教育委員会の『令和 4 年度 

学校教育の指針』にある「伝える内容やその

ために用いる言語材料等を児童生徒が自分で

考えて、表現する言語活動に取り組ませる必

要がある」という前年度の課題をふまえた実

践でもある。 

 

２. 本実践で行った工夫と成果 

本実践で行った工夫は 4 つある。一つは、

生徒が題材への関心を高められるよう、自分

が興味を持っている食べ物について調べる課

題を課したり、留学生と交流する機会を設定

したことである。題材への関心を高めた結果、

生徒は自身が調べた食べ物について一生懸命

クラスメートに伝えようとしていた。  

2 つ目は情報の整理である。情報の整理を

行う際には、（整理が必要となるだけの）十

分な情報量を提供しておく必要がある。本実

践では、教科書を補足した情報を追加したプ

リントを用いて内容理解の活動を行ったり、

自分が調べた情報を取捨選択してクラスメー

トからの質問に答える活動を行った。  

3 つ目は自分の調べた内容にクラスメート

に紹介する際、相手を交代しながら複数回実

施したことである。複数回実施することで、

話し手の fluencyを高めることにつながった。

また、聞き手にとっては、複数の食べ物の変

化について学ぶ機会となった。 

4 つ目は IC レコーダーの活用である。クラ

スメートとのやりとりの記録を確認すること

で、授業外の時間でリスニングを行うことが

できる。またクラスメートとの複数回のやり

とりの中で自身のパフォーマンスがどう変化

したかを知ることで、達成感を持たせたり、

改善に向けた課題を把握することができる。 

 

３. 本実践で残された課題 

全般的には新学習指導要領を意識した提案性

の高い授業であったが、細かい部分に関して、

本実践では次の課題が残っている：(1) 内容理

解のプリントの解答を行う際に、文章中の空欄

ではなく選択肢の順番で答え合わせを行ったた

め、文脈の理解が難しかった、(2) 生徒のタイ

ムマネジメントの意識を高めるため、タイマー

をもっと積極的に活用してもよかった、(3) 食

べ物に関するやりとりの後で、教師が全体で確

認する際、指名された生徒が自分の食べ物だけ

でなく、相手が調べた食べ物も確認する方が、

やりとりの活動により意味を持たせることがで

きた、(4) 本時では、How did the food change? 

を主なテーマとしたが、より異文化に関してよ

り深い理解を促す上では、Why did the food 

change? についても取り上げることが重要とな

る。上記の課題に対する今後の取り組みに期待

したい。 
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令和４年度の実践記録（道徳）  

－実践記録（第１学年）－    

１ 教材名  

「ウォルト・ディズニー」（抜粋）  コミック版世界の伝記 ポプラ社 

内容項目 〔Ａ－（４）〕希望と勇気・克己と強い意志 

     －自分の好きなことを大切にして努力する生き方に、どんな価値を見いだせるか－   

 

２ 具体的な実践事項との関連    

(1) 「コラボノート」の活用 

「コラボノート」を活用し、個々の考えを共有することで、授業を通じて思考がどのように変容

していくのかを見取ったり、各自の振り返りに役立てたりすることができると考えた。            

(2) 「ミエルトーク」の実践 

「ミエルトーク」を問い直しの場面で行うことで、個から全体へと思考を広げられるものと考え

た。「コラボノート」の活用後に「ミエルトーク」を行うことで、その効果が一層深まるものと考

えた。 

 

３ 授業の実際 

過程 

学習活動 

「教師の発問や指名」 

■発問や指名の意図(教師の試行錯誤) 

教師の手立て 

〇：見取った生徒の姿 

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿 

価
値
の
方
向
付
け
（
問
い
） 

 

（
問
い
） 

   

１ アンケート結果を提示する。 

 「自分が好きなことを職業にしたいと思いま

すか？」「したいと思う人、そうは思わない

人、それぞれ、発表してください。」 

 

■対照的な考え方に触れることで、生き方につ

いての様々な考え方があることを感じるこ

とができるようにしたい。 

 

２ 学習課題を提示する。 

「今日は、自分の大好きなことを一生をかけて

追い求めた、ウォルト・ディズニーについて

学びましょう。 

 

■作品のポイントを確認するために、黒板に場 

面を整理する。 

 

 

 

 

 

〇自分と他の人との考え方の違いに注目し、自

身の生き方について考えてみようという気

持ちが高まっている。 

 

 

 

 

 

 

〇ウォルト・ディズニーの生き方から、何かを 

 学び取ろうという気持ちが高まっている。 

事前にアンケートを実施することで、本

時のねらいとする価値に迫れるようにす

る。 

 臨めるようにする。。 

彼の作品が多くの人々に夢や希望を与

えたことを知るために、ディズニーアニ

メと世界恐慌、戦後の日本アニメに及ぼ

した影響などについて紹介する。 
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価
値
の
共
有
（
問
い
直
し
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

振
り
返
り 

 

（
価
値
の
一
般
化
） 

 

３ 学習課題について考える。 

「十分に成功を収めたディズニーが、そ

れでもなお新しい試みを続けたのはな

ぜだと思いますか。コラボノートに書きま

しょう。」 

 

「倒産などの危機を脱して成功したのだ

から、それでもう十分だと思いません

か？みなさんならどう思いますか？」 

 

■コラボノートを活用することで、瞬時に学級

全体の考えを共有できるようにする。 

■各自の考えを学級全体で共有し、この後のミ

エルトークが深まるようにしたい。 

 

４ 問い直しをする。 

 「事業に成功していなければ、得られるもの

は何もなかったのでしょうか。」 

 

■多様な考えに触れ、議論することができるよ

うに、ミエルトークを行う。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇夢の実現に向かう根底に、大好きなアニメで 

 みんなを笑顔にしたいという思いがあった  

 ことに気付いている。 

◎ウォルト・ディズニーが現状に満足すること 

なく、好きなことや可能性を追い求めた点に 

気付き、その生き方に関心を高めている。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「ディズニーの夢は人を楽しませることなの

で、自分の作ったキャラクターや映画で世界

中の人を元気にしたいという、とても強い夢

があったから」 

〇「ディズニーは、オズワルドの所有権を奪わ

れたことで、もっと大きいものを築きあげた

いという目標をもったのだと思いました」 

〇「アクシデントに負けない自信があり、その

うえで、世界中の人々を笑顔にしたいという

強い思いがあったから」 

 

 

 

 

 

 

〇「挑戦する過程で、必ず人々の笑顔を得られ

ていたし、改善策を見つけることもできたの

ではないかと考えました」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

価
値
の
追
求 

（ 

言
語
活
動 

最大の危機に瀕していた時の心情も考

えられるように、アニメーターを他社に引

き抜かれ、破産寸前までに追い込まれた事

実を紹介する。 

「なぜ、挑戦し続けることができたの 

か」という補助発問を準備しておくこと

で、家族の存在や経営者としての自信な

ど、広い視点で考えられるようにする。 
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〇「失敗は成功のもと。経験や、その時に考え

たことから得られる向上心があったはずで

す」 

〇「最初に失敗した時と同じように、失敗を次

に生かそうとする姿勢を得られたのではな

いでしょうか」 

〇「ディズニーの生き方を見ていると、失敗す

ることで、更に新しいことを見つけられたの

ではないかと思いました」 

○「たとえ失敗に終わっても、ディズニーにと

っては充実した人生であったはずだと考え

ました」 

〇「アニメを創ることが好きだったのだから、

最初に失敗した時と同じように、失敗を次に

生かそうとする姿勢を得られたのではない

でしょうか」 

〇「ディズニーがやった努力は、事実として残

ると思います。そして、失敗しても後悔はし

なかったと思います」 

 

◎好きなことだったからこそ、希望や勇気をも  

って取り組んだり立ち向かったりできたこ

とに気付いている。 

 

４ 本時について、振り返りを行う。 

「自分はどんな姿勢で好きなことを追求

していきたいですか。振り返りシートにまと

めましょう」 

 

■自分の考えや友達の発表を振り返り、学びの

思考を整理しながらまとめることができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

〇「好きなことに、限りない向上心や好奇心を

もって挑んでいきたいと思いました。そして

どんな時も、好きなことには楽しく取り組み

たいです」 

〇「何度も失敗しても、諦めずに夢を追求して

いきたいです。もし成功しなくても、努力し

たという事実は残るので、後悔はしないと思

います（常に前向きな姿勢で）」 

〇「夢を追い求めるためには、家族の支えも大

きいので、自分も感謝の気持ちをもちたい」 

◎夢や希望をもって努力できる生き方は、人生

の充実につながるという点に気付き、今後に

生かそうとしている。 

時間を十分にとることで、コラボノート

やミエルトークの内容を見直すことがで

きるようにする。 

する。 
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≪生徒の振り返りから≫ 

・好きなことを職業にする人もしない人もいるけれど、好きなことを職業にすることの魅力が少し

わかったような気がしました。常に向上心をもち続けることが大切だと思いました。 

・たしかにお金を得ることも大事だけれど、自分の本来の目的を見失わずに、誰かを少しでも幸せ

にできるような働き方をしたいです。 

・私だったら、もし失敗したらそこで諦めてしまうと思いました。でも、ウォルトさんのように、

強い信念をもって行動すれば夢が叶うかもしれないし、自分の人生にとってはとても意味がある

と思いました。 

・失敗したらそこを直して前へ進んでいけるように、好きなことを追求していく人になりたいです。 

・好きなことというのは、自分の考えや取り組み方しだいで成長の度合いが大きく変わってくると

思います。だから私は、好きなことをもっと高められるように、しっかりと自分と向き合って追

求していきたいと思います。 

 

４  授業の省察 

成果 

  ○ウォルト・ディズニーが好きなことを追求した理由について考える学びを通じて、「様々な立場 

から自己の生き方を見つめてほしい」という思いに基づいて授業を行った。実践前と比べ、自分 

の好きなことに挑戦することの意味を考えたり、目標の実現に向けてどんなことができるかを前  

向きに考えたりしようとする気持ちが高まったことが、振り返りの表現に表れていた。 

  ○ウォルト・ディズニーが夢を追い求めることができた理由について、「なぜ追求し続けることが 

できたのか」という補助発問を用意したことが、家族の支えや同僚の存在など、感謝の気持ちに  

基づく発言を引き出す結果につながった。本時のねらいとする価値項目だけでなく、積み重ねて 

きた生活経験や学習にまで考えを巡らせていることを確認できた。   

○事前に「自分が好きなことを職業にしたいと思いますか？」という内容のアンケートを実施し、   

導入で活用したことは、本時のねらいとする価値に迫るという目的を達成できただけではなく、 

総合学習における「生き方」の学びを深めることにもつながった。 

○コラボノートで個々の考えを共有し、そのうえでミエルトークを行ったことで、広い視点に立っ 

た話合いを展開することができた。 

課題 

●学習活動の中に葛藤場面を生み出すことで、話合いや議論をより活発にすることができた。 

より多くの生徒の考えを引き出すためには、発問の内容を吟味する必要があった。 

  ●「コラボノート」と「ミエルトーク」の両方を活用したことは、生徒の考えを学級全体で共有し、  

考えを広げたり深めたりすることができたという点において有効であった。しかし一方で、それ 

ぞれにかける時間が短くなってしまい、じっくりと落ち着いて活動することが難しい結果となっ  

た。今後は「コラボノート」の活用方法や、活用場面について検討していく必要がある。 

  ●「危機を乗り越えたのだから、もう十分ではないか」という問いをもっと掘り下げることができ 

れば「事業に成功していなければ、得られるものは何もなかったか」という問い直しが焦点化さ  

れ、よりたくさんの意見が出たのではないか。まとめを深めるために、問いの内容や話合いを  

充実させる必要がある。 
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道
徳
科
学
習
指
導
計
画

学
級

１
年
Ｂ
組

３
２
名

授
業

者
伊
藤

郁
子

共
同
研
究
者

佐
藤

修
司

Ⅰ
主
題
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
」

内
容
項
目

〔
Ａ
－
（
４
）
〕
希
望
と
勇
気
・
克
己
と
強
い
意
志

－
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
努
力
す
る
生
き
方
に
、
ど
ん
な
価
値
を
見
い
だ
せ
る
か
－

Ⅱ
ね
ら
い
と
教
材

(
1
)
ね
ら
い

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
生
き
る
た
め
に
必
要
な
選
択
や
行
動
に
つ
い
て
考
え
、
追
求

し
よ
う
と
す
る
実
践
意
欲
を
育
て
る
。

(
2
)
教
材
名

「
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
」
（
抜
粋
）

コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記

ポ
プ
ラ
社

Ⅲ
主
題
設
定
の
理
由

(
1
)
主
題
に
対
す
る
指
導
者
の
基
本
的
な
考
え
方

自
分
自
身
で
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
や
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
。

し
か
し
、
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
過
程
で
挫
折
や
失

敗
を
経
験
す
る
こ
と
も
あ
る
。

中
学
生
の
時
期
は
、
難
し
い
問
題
に
直
面
し
て
簡
単
に
物
事
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
り
、
挫
折
や
失
敗
を
悪
い
こ

と
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
れ
を
見
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
必
要
以
上
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
て
健
康
を
害
す
る
な
ど
、
理
想
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ
と
に
苦
し
む
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

様
々
な
人
の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
困
難
や
失
敗
を
乗
り
越
え
て
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
、
人
生
の
充
実
に
も

つ
な
が
る
こ
と
に
気
付
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
同
時
に
そ
れ
が
、
他
者
の
個
性
を
認
め
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見

方
や
考
え
方
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
充
実
し
た
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
、
深
い
喜
び
を
伴
っ
た
人
生
を
送
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

(
2
)
主
題
に
関
す
る
生
徒
の
実
態

本
校
生
徒
の
実
態
と
し
て
、
１
年
生
の
段
階
で
は
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
生
き
生
き
と
語
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
目
標
と
現
状
の
差
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
気
力
を
な
く
し
て
し
ま
う
生
徒

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
進
学
校
に
合
格
す
る
こ
と
や
、
社
会
的
に
地
位
が
高
い

と
思
わ
れ
る
職
業
に
就
く
こ
と
こ
そ
が
人
生
の
成
功
と
捉
え
る
考
え
が
、
生
徒
の
背
景
に
強
く
あ
る
も
の
と
推
察

す
る
。

本
時
の
学
び
が
、
主
観
的
な
も
の
の
見
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
客
観
的
に
考
え
る
こ
と
や
、
見
方
や
考
え
方
が
一

面
的
に
な
っ
た
り
、
硬
直
化
し
た
り
す
る
傾
向
を
和
ら
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
広
い
視
点
に

立
っ
て
掲
げ
た
希
望
や
目
標
で
あ
れ
ば
、
勇
気
を
も
っ
て
、
苦
し
さ
か
ら
目
を
背
け
ず
に
努
力
し
た
り
、
あ
る
い

は
、
新
た
な
夢
を
見
つ
け
て
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

(
3
)
教
材
の
特
質
と
取
り
上
げ
た
意
図

こ
の
教
材
の
出
典
で
あ
る
『
世
界
の
伝
記
「
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
」
』
は
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
を
創
っ
た
人
物
の
人
生
を
紹
介
し
た
学
習
ま
ん
が
で
あ
る
。
世
界
的
に
有
名
な
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る

こ
と
や
、
国
際
的
な
大
企
業
『
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
』
の
創
立
者
で
あ
る
こ
と
が
際
立
っ
て
有
名
な
ウ
ォ
ル
ト

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
人
生
は
、
数
々
の
挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
っ
た
、
波
乱
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
信
頼
し
て
い
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
大
半
を
ラ
イ
バ
ル
社
か
ら
引

き
抜
か
れ
、
自
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
オ
ズ
ワ
ル
ド
）
を
失
っ
て
破
産
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
夢

を
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
彼
は
、
そ
の
後
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」
を
世
に
送
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

成
功
を
収
め
、
全
て
を
手
に
入
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
人
物
で
も
、
実
は
そ
の
背
景
に
様
々
な
失
敗
や

苦
悩
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
努
力
し
続
け
る
た
め
に
は
、
希
望
と
勇
気
を

失
わ
な
い
前
向
き
な
態
度
や
、
失
敗
を
柔
軟
に
受
け
と
め
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が

好
き
な
こ
と
を
追
求
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
学
び
を
通
じ
て
、
自
分
が
追
い
求
め
る
生
き
方
に
つ
い
て
真
剣

に
悩
ん
だ
り
、
目
標
の
実
現
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
前
向
き
に
考
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、

様
々
な
立
場
か
ら
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
高
揚
を
求
め
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

問
い
直
し
の
場
面
で
は
、
絶
望
や
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
自
分
の
夢
を
追
求
し
続
け
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
生

き
方
に
つ
い
て
、
学
級
全
体
で
考
え
る
。
自
暴
自
棄
に
な
ら
ず
に
信
念
を
貫
く
こ
と
や
、
好
き
な
こ
と
を
追
い
求

め
る
生
き
方
の
価
値
に
つ
い
て
、
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
考
え
さ
せ
た
い
。
「
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
」
と
、
従

来
の
「
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
」
を
活
用
し
、
生
徒
の
考
え
を
学
級
全
体
で
共
有
し
、
議
論
し
合
う
中
で
、
考
え
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ⅴ
全
体
的
な
指
導
の
構
想

【
１
年
生
の
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
】

各
教
科
・
特
別
活
動
等
と
の
関
連

１
０
月

第
３
週

５
月

第
２
週

特
別
活
動

（
１
）
教
材
名
『
風
を
感
じ
て
』
〔
Ａ
－
（
４
）
〕

□
題
材
名
『
人
生
の
樹
』

□
主
発
問
…
「
村
上
さ
ん
が
、
レ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
」

９
月

第
１
・
２
週

学
校
行
事

□
行
事
名
『
芸
術
祭
に
向
け
て
』

《
事
前
指
導
》

道
徳
教
材
「
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
で
き
ご
と
」
を
読
ん
で
、

キ
ャ
ス
ト
の
視
点
で
見
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
学
ぶ
。

１
０
月

第
２
週

総
合
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

１
１
月

第
１
週

（
本

時
）

□
題
材
名
『
働
く
意
義
』

（
２
）
教
材
名
『
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
』
〔
Ａ
－
（
４
）
〕

□
主
発
問
…
「
事
業
に
成
功
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
得
ら
れ
る

も
の
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」

１
２
月

第
２
週

総
合
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

□
題
材
名
『
職
場
体
験
学
習
』

《
事
後
指
導
》

ゆ
と
り
の
時
間
を
活
用
し
、
振
り
返
り
を
見
合
っ
た
り
、
道

徳
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
考
え
を
共
有
す
る
。

【
２
年
生
の
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
】

（
３
）
教
材
名
『
私
は
十
四
歳
』
〔
Ａ
－
（
３
）
〕

（
４
）
教
材
名
『
左
手
で
つ
か
ん
だ
音
楽
』
〔
Ａ
－
（
４
）
〕

【
３
年
生
の
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
】

（
５
）
教
材
名
『
ぼ
く
に
も
こ
ん
な
「
よ
い
と
こ
ろ
」
が
あ
る
』

〔
Ａ
－
（
３
）
〕

（
６
）
教
材
名
『
高
く
遠
い
夢
』
〔
Ａ
－
（
４
）
〕
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Ⅵ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
生
き
る
た
め
に
必
要
な
選
択
や
行
動
に
つ
い
て
考
え
、
追
求
し
よ
う
と
す

る
実
践
意
欲
を
育
て
る
。

Ａ
（
４
）
希
望
と
勇
気
・
克
己
と
強
い
意
志

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・

主
な
発
問

等
想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

・
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
で
き
た
ら
い
い
な
」

価
「
好
き
な
こ
と
を
職
業
に
し
た
い
と
思
い
ま

・
「
好
き
な
こ
と
が
あ
っ
た
方
が
、
人
生
が
豊
か
に

値
す
か
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

な
る
よ
ね
」

問
の

提
示
し
、
本
時
の
ね
ら
い
を
方
向
づ
け
る
。

方 向
２

教
材
の
概
要
を
確
認
し
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ

・
「
成
功
す
る
ま
で
に
、
い
ろ
ん
な
困
難
や
危
機
を

い
付

ィ
ズ
ニ
ー
に
つ
い
て
知
る
。

乗
り
越
え
た
ん
だ
な
」

け
・
「
今
ま
で
、
成
功
し
た
姿
し
か
知
ら
な
か
っ
た
」

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
生
き
方
か
ら
学

べ
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。

３
絶
望
や
困
難
を
乗
り
越
え
、
自
分
の
夢
を

・
「
好
き
な
ア
ニ
メ
の
世
界
を
広
げ
、
も
っ
と
み
ん

価
追
求
し
続
け
た
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

な
を
幸
せ
に
し
た
か
っ
た
か
ら
」

問
値

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
「
自
分
に
は
ア
ニ
メ
し
か
な
い
と
い
う
信
念
が
あ

の
っ
た
か
ら
」

追
・
成
功
を
収
め
て
も
な
お
、
新
し
い
試
み
を

・
「
好
き
な
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求
し
、
自
分
の
能

い
求

し
続
け
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

力
や
可
能
性
を
ど
こ
ま
で
広
げ
ら
れ
る
か
、
挑

戦
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
」

直
価 値

（
問
い
直
し
）

・
「
好
き
な
ア
ニ
メ
を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
と
い
う

の
・
事
業
に
成
功
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
得
ら

充
実
感
や
満
足
感
を
得
ら
れ
た
と
思
う
」

し
共

れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

・
「
次
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
、
新
し
い
こ
と

有
に
挑
戦
し
た
の
で
は
な
い
か
な
」

・
「
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
た
め
の
、
他
の
方
法
を

考
え
出
し
た
と
思
う
」

価
４

自
分
は
ど
ん
な
姿
勢
で
好
き
な
こ
と
を
追

・
好
き
な
こ
と
を
貫
く
生
き
方
に
は
、
不
安
定
な
状

振
値

求
し
て
い
き
た
い
の
か
、
振
り
返
り
シ
ー
ト

況
や
危
険
も
伴
う
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

り
の

に
ま
と
め
る
。

・
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
、
自
分
で
決
め
た
こ
と
を

返
一

や
り
通
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
や
覚
悟
が
必
要
で

り
般

あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

化

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
思
考
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
対
話
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
教
材
を
事
前
に
配
付
し
、
内
容
を
理
解
し
て
授
業
に

○
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
生
き
方
か
ら
、
何
か
を

臨
め
る
よ
う
に
す
る
。

学
び
取
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
共
有
し
、

ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
迫
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
た
め
に
、
黒
板
に
場
○
困
難
を
乗
り
越
え
て
夢
を
叶
え
た
こ
と
や
、
最
後
ま

面
を
整
理
す
る
。

で
あ
き
ら
め
ず
に
夢
を
追
い
続
け
た
こ
と
、
自
分
の

・
彼
の
作
品
が
多
く
の
人
々
に
夢
や
希
望
を
与
え
た
こ

好
き
な
ア
ニ
メ
で
、
世
界
中
の
人
々
を
勇
気
づ
け
よ

と
を
知
る
た
め
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
と
世
界
恐

う
と
し
た
こ
と
な
ど
、
成
功
を
収
め
る
ま
で
の
過
程

慌
、
戦
後
の
日
本
ア
ニ
メ
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に

に
目
を
向
け
て
い
る
。

つ
い
て
触
れ
る
。

・
最
大
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
時
の
心
情
も
考
え
ら
れ

○
夢
の
実
現
に
向
か
う
根
底
に
、
大
好
き
な
ア
ニ
メ
で

る
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
を
他
社
に
引
き
抜
か
れ
、

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ

破
産
寸
前
ま
で
に
追
い
込
ま
れ
た
事
実
に
触
れ
る
。

と
に
気
付
い
て
い
る
。

○
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
瞬
時
に

な
く
、
好
き
な
こ
と
や
可
能
性
を
追
い
求
め
た
点
に

学
級
全
体
の
考
え
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

気
付
き
、
そ
の
生
き
方
に
関
心
を
高
め
て
い
る
。

・
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

○
友
達
の
意
見
を
聞
い
て
、
考
え
を
広
め
た
り
深
め
た

う
に
、
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
行
う
。

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
）
集
団
の
省
察

○
好
き
な
こ
と
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
希
望
や
勇
気
を
も

・
「
な
ぜ
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
と
い

っ
て
取
り
組
ん
だ
り
立
ち
向
か
っ
た
り
で
き
た
こ
と

う
補
助
発
問
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
家
族
の
存

に
気
付
い
て
い
る
。

在
や
経
営
者
と
し
て
の
自
信
な
ど
、
広
い
視
点
で
考
・
好
き
な
こ
と
を
追
い
求
め
て
充
実
感
を
得
る
生
き
方
っ
て
す
ば

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

ら
し
い
な
。

・
時
間
を
十
分
に
取
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
や
友
達

・
夢
や
希
望
を
も
っ
て
努
力
で
き
る
生
き
方
は
、
人

の
発
表
を
振
り
返
り
、
学
び
の
思
考
を
整
理
し
な
が

生
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
い
う
点
に
気
付
き
、
今
後

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

・
前
向
き
な
気
持
ち
で
挑
戦
し
続
け
る
生
き
方
を
し
た
い
で
す
。

・
自
分
が
好
き
な
こ
と
に
誇
り
や
責
任
を
も
て
る
生
き
方
を
目
指

し
た
い
思
い
ま
し
た
。
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   －本実践から見えてくること－     

「問い・問い直し・振り返り」を活性化す

ることで道徳的価値に迫る授業実践 

             共同研究者： 佐藤 修司 

（秋田大学教育学研究科・教職実践専攻） 

 

１．研究の重点と本授業実践のねらい 

道徳科部会では、「人間としての生き方に

ついての考え方を深める～みんなで考え、み

んなで伝え合う学びを通して～」をテーマに

掲げ、道徳的諸価値についての理解を基に、

他者との対話を重ねながら様々な状況下にお

いて人間としてどのように対処することが望

まれるかを考え、広い視野から多面的に判断

する力を高めることを目指している。 

こうしたテーマのもと、本授業実践は、（1）

生き方を学び、生徒が自分の生き方を見つめ

直し、新たな考えをもつこと、（2）コラボノ

ートの活用で生徒が個々の考えを共有し議論

を深めること、を二つの視点として実施され

た。 

 

２．視点１：生き方を学び、生徒が自分の生

き方を見つめ直し、新たな考えを持つ 

ディズニーに関する学習漫画を教材とした

点は、ディズニーが生きた時代背景や日本の

漫画・アニメ文化、ディズニーランドとの関

連など、生徒の興味関心を惹くものであった。

生徒たちは自己肯定感や自己効力感が低く、

頑張っていても失敗するとすぐに諦めるな

ど、克己心の弱さを抱えている。進路やキャ

リアの面では学校の「序列」や社会一般の職

業イメージで選択しようとする傾向が強い。 

 ディズニーが好きなことを大切にして、失

敗しても挑戦し続け、また成功に安住せずに

さらなる挑戦を続けたことから、基本発問と

して、「ディズニーが自分の夢を追求し続け

たのはなぜだろうか」を問い、中心発問（問

い直し）を「成功を収めてもなお新しい試み

をし続けたのはなぜだろう」とした。さらに、

振り返り発問として、「自分ならどんなこと

を追求していきたいか」を問い、自分事とし

てとらえさせることを目指した。 

 

３．視点２：コラボノートの活用で生徒が個

々の考えを共有し議論を深める 

基本発問はコラボノートを使って、全員が

個々の意見を見ることができるようにして、

数人に発表を求めた。また、中心発問はミエ

ルトークによりグループ協議を行い、小型ホ

ワイトボードでグループの代表が発表した。

問い返し・振り返り発問では振り返りカード

に記入後にやはり数人に発表してもらった。 

生徒は丁寧に考え、活発に深め合い、発表

していた。附中の研究テーマである、目を輝

かせて、進んで活動する生徒、笑顔で関わり、

熟慮し伝え合う生徒、満足げな顔で、自ら省

みて考える生徒の姿が具現していた。 

導入で、事前の生徒へのアンケート調査「好

きなことはあるか、それを職業にしたいか」

の結果が示され、締めくくりでもディズニー

の印象的な言葉を紹介して、余韻を残す工夫

がこらされていた。 

 

４．課題と今後の展望 

仮想だが、第一に、職業と趣味・余暇が混

在してしまい、職業に限定した方が論点を明

確にできたかもしれない。第二に基本発問と

して、「成功しても」より、「失敗しても」

挑戦した・成功した理由を、意識面だけでな

く、条件面も含めて教材を深く読み込ませる

ことが必要だったかもしれない。第三に、夢

を追い続ける理由として、自分の満足よりも、

みんなの笑顔を挙げていることについてもっ

と深めてもよかったかもしれない。第四に、

中心発問を「自分なら挑戦し続けられるか、

挑戦し続けるためには何が必要か」として、

ミエルトークで深めることも面白かっただろ

う。その上で、振り返りを行うともっと深ま

ったのかもしれない。 
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令和４年度の実践記録（特別活動）

－実践記録（第３学年）－

１ 主題名

「進路選択の準備をしよう」

－批判的な思考を働かせた話合いにより、進路選択において大切にしたいことを明確にできるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 自己肯定感を高め、「目指したい将来の生き方」に迫るための「人生の樹」「人生の森」の

継続的活用と、傾聴を基盤とした、「ミエルトーク」の活性化

・「人生の樹」の活動を通して自己理解、他者理解を促進し、職業を超えた「目指したい将来

の生き方」に迫った。

・傾聴の４つのステージをより意識して実践することで、安定した支持的な風土を築き、「ミ

エルトーク」における意見交換の活性化を促した。

(2) 情報モラルを踏まえたＩＣＴ活用の取組

・一人一台のタブレットパソコンの活用をさらに浸透させるとともに、正しい使い方（時間

・内容）を考えて実践する取組を、生徒の自治活動の一環に取り入れた。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 前時に行った学習内容を想起する。

「前時に学習した、「人生の樹」を実現 ○「高校入試が大切である。」

するに当たり、全員が成し遂げなけれ

ばならないことは何ですか。」

■生徒の意識を進学に向かわせたい。

２ 学習課題を設定する。

「ですが、こちらを見て下さい。どのよ

問 うに進路を決めれば分からない生徒

い や、親のすすめた高校に行くことに不

の 安を感じている生徒がいます。自分の

練 進路を自分で決められないのに、『人

り 生の樹』の枝は実現できるのでしょう ○全員が真剣なまなざしでモニターを見つめて

上 か。今日は、皆さん自身が進学先を選 いる。

げ 択する上で何を大切にすべきか、考え

ていきたいと思います。」

・真剣に進学先を決めることの大切さに

気付けるよう、進学先を決められない

生徒の実際の言葉を提示する。

（瞬時の共有化）
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■進学先を自分で決めることができない

という問題について、自分事として捉

えてほしい。

３ 学習課題について考え、発表する。

（個→全体）

「各自、コラボノートに考えを打ち込ん

で下さい。」

■教室内は他者の目があるので「将来の ○それぞれ、自分の考えを記入している。「将

実現に繋がる高校を選ぶ」といった理 来の実現に繋がる高校を選ぶ」といった内

想的な回答が多く出されるであろう。 容が多かった。

「『夢の実現に繋がる高校』という結果

が多いですね。ではここで、先日みん

なから採ったアンケート結果を表示し

ます。このように３０％の生徒は、『親

や大人のすすめ』『みんなそこにいく

から』と答えています。これで本当に

人生の樹は達成されるのですか？」

■上位３位中１位の「進路の実現」を先 ○全員が驚きの表情でモニターを見つめてい

に出すことで、それ以外の理由のしめ る。

る幅の大きさについて驚かせたい。

４ 「３」で得たそごを踏まえ、学習課題

追 について考え直す。

究 「皆さんすでに希望する進学先が決まっ

と ている人もいると思うのですが、ここ

問 でこちらを見て下さい。秋田市内の複

い 数の高校で行われている授業科目と、

直 大学進学の実績です。微妙な違いはあ

し りますが、複数の高校からでも同じ進

学先に行くことができます。」 ○「Ａ高校とＢ高校では共通した進学先や授業

「『人生の樹』の『枝』を実現するため 科目があるが、微妙な違いが見られる。こ

には、本当にその高校に行く必要があ れが高校の特色なのではないかと思う。」

るのですか？」

■複数の高校で共通する教育課程の共通 ○「ない」側の考え

点や進学実績を示すことで、１つの高 「枝（将来像）が抽象的だから高校も抽象的」

校にこだわる必要がないのではないか 「高校はゴールではなく、本人の頑張りが大切

と考えさせたい。 だから。」

・公の場で記名で書いた内容と、匿名で

書いた本心との差に気付くことができ

るよう、事前に採ったアンケート結果

「みんなが行くから」、「親が勧める

から」と考えている生徒の多さを円グ

ラフで伝える。（瞬時の共有化）

・生徒が進学希望先について深く考える

ことができるよう、秋田市内の複数の

高校の進学実績や教育課程の共通点を

示す。

・自他の考え方の違いを踏まえて考えを

広げられるよう、ミエルトークを用い

て批判的に考えられるようにする。

（集団での省察）
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「習うことなど、自分のためになる基本的なこ

とは同じである。」

○「ある」側の考え

「高校卒業後の選択肢を増やす。好きなことと

関係ないことを学ぶ必要もある。」

「物作りの仕事がしたいからその高校を選ぶ。」

「レベルの高い環境でライバルを作りたい。」

「ネームバリューも大切。」

５ 本時の学習で、考えたこと・学んだこ 前「自分がそこに行って何がしたいのか。ま

とを記入する。 た、将来に向けての選択肢を広げられる

振 「『進学先を選択する上で大切なこと』に こと」

り ついて、新たに考えたことをコラボノー ↓

返 トの「②話合い後」に書き込んで下さい。」 ◎後「自分を高めていくために、周りの環境や

り ■「①話合い前」よりも深まった考えが出 その高校の特性をよく知ること」

てくることを期待する。

「人生の樹は、書くためではなく実現する 前「偏差値が高いところに行けば何とかなる

ためにあります。進路選択については私 と思う」

たち１人１人が必ず直面する問題なの ↓

で、真剣に考えていきましょう。」 ◎後「その高校のことを知り本当に自分の役に

立つのか考えることが大切」

≪生徒の振り返りから≫

・高校を選ぶ理由として、周りの人の影響がとても大きいことに驚いた。自分の中であまり意識

していなかったけれど、思い直してみると友達や親の意見に引っ張られている自分があると思

った。本当に自分がしたいことを将来できるようにするためにも自分の意志を大切にしていき

たい。

・私は将来やりたいことがはっきりと決まっておらず、レベルの高い高校に行っておけばまあ困

らないだろうと考えていた。しかし、実際の大学への進学実績を観て、高校による大きな違い

がないことを知り驚いた。「ここでなければいけない」という固定観念にはとらわれないよう

にしようと思った。「将来の選択肢が増えるから」という観点からも高校を選びたい。

・最初は自分のやりたいことや自分の現状の学力について考えて決めることが大切なことだと思

っていた。しかし、班でミエルトークで話しているうちに、将来のことも考え、選択肢を増や

すために決めることが大切であることが分かった。

・私は今まで、とりあえず親が進める学校に、とりあえずみんなが行く学校に、という形でしか

進学希望先を観ていなかった。しかし、ミエルトークや学級での話合いを通して今までの自分

の考えに疑問を持つことができた。入った学校によって選択肢も変わらないし、学力が伸びる

かどうかも本人の気持ちの持ちようだと思う。学生がすべきことは勉強なのかもしれないんが、

学生の間でしかできない経験や感情をもつことができる高校生活にしたい。
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４ 授業の省察

(1) 自己肯定感を高め、「目指したい将来の生き方」に迫るための「人生の樹」「人生の森」の継続

的活用と、傾聴を基盤とした、「ミエルトーク」の活性化

○「人生の樹」の「枝」（将来の自分）の実現のための、よりよい進路選択について考えを深

めることができた。本授業により、多くの生徒が、親や周囲の意見ではなく自分で進学先を

決めることの大切さや、高校について良く情報を集めること、選択肢を増やすための高校選

択という考え方もあることに気付いていた。また、本授業での気付きをもとに、生徒は「人

生の樹」に「日光・雨」という形で「自分がこれから努力すること」を記入し、人生の森を

完結させた。

○「ミエルトーク」は、正しい答えのない問いでこそ効果を発揮することを改めて認識できた。

本授業では「本当にその高校に行く必要があるのか？」という問い直しでミエルトークを行

ったが、その前提として、秋田市内の複数の高校の教育課程や進学実績の提示により共通点

を示したことで、生徒達は賛否について議論を深めることができた。

▲本校の生徒達の多くが大学進学を前提とした特定の普通高校に進学する傾向があるため、本

授業のような題材を取り扱う際にねらいとする、多様な考え方に触れることは、扱いづらか

った。しかし、特定の普通高校に進学する理由を自分で決めることができないでいる生徒に

とっては自分の考えをもついいきっかけになったのではないかと考える。

(2)情報モラルを踏まえたＩＣＴ活用の取組

○円グラフの提示や、生徒の考え方をパワーポイントで示し、生徒の学習への関心を高めるた

めに効果的な活用ができた。

○１人一台のタブレットを常時使用可能な状態とし、コラボノートを活用することで授業参加

者全員考えを１つの画面に表すことができるようになり、同一の学習課題に対する考えを、

資料提示の前と資料提示の後で比較することが容易になった。

▲本授業では情報モラルについては触れていない。今後、特別活動における情報モラルの取り

扱いが必要である。

215

Akita University



学
級
活
動
学
習
指
導
計
画

学
級

３
年
Ｂ
組

３
６
名

授
業

者
小
熊

大
樹

共
同
研
究
者

鈴
木

翔

Ⅰ
題
材
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
進
路
選
択
の
準
備
を
し
よ
う
」

－
批
判
的
な
思
考
を
働
か
せ
た
話
合
い
に
よ
り
、
進
路
選
択
に
お
い
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
で
き
る
か
－

内
容

(
3
)
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
自
己
実
現

ウ
主
体
的
な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計

Ⅱ
題
材
に
つ
い
て

本
題
材
で
は
、
生
徒
が
目
標
を
も
っ
て
、
生
き
方
や
進
路
に
関
す
る
適
切
な
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
個
性
や
興

味
・
関
心
と
照
ら
し
て
考
え
る
活
動
を
行
う
。
こ
れ
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
主
体
的
に
自
分
の
将
来
の
生
き
方
や
生

活
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
っ
て
進
路
選
択
を
行
い
、
自
己
実
現
に
向
け
て
努
力
し
、
意
思
決
定
に
基
づ
い
た
実
践
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
本
題
材
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
第
一
に
目
指

す
べ
き
自
己
の
将
来
像
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
生
涯
に
わ
た
る
段
階
的
な
目
標
の
達
成
を

通
し
て
、
自
ら
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
努
力
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
３
年
生
は

進
路
選
択
が
間
近
に
迫
っ
て
お
り
、
高
校
受
験
に
は
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
題
材
の
学
習
を
通
し
て
一
人
一
人

が
主
体
的
な
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
自
己
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

生
徒
は
こ
れ
ま
で
、
本
校
の
取
組
で
あ
る
総
合
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
や
、
特
別
活
動
で
の
「
人
生
の
樹
」
の
作
成
、
そ
し
て

「
鳩
翔
の
行
事
」
に
よ
り
、
一
人
一
人
が
自
分
の
理
想
と
す
る
職
業
観
や
目
指
す
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
発
表
を

行
っ
て
き
た
。
職
業
観
や
生
き
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
将
来
就

き
た
い
職
業
が
決
ま
っ
て
い
な
い
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
自
分
の
生
き
方
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
進
路
選
択

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
多
面
的
・
多
角
的
な
見
方
・
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
本
題
材
で
は
、
特
別
活
動
の

「
見
方
・
考
え
方
」
で
あ
る
、
「
集
団
や
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
、
自
己
の
将
来
像

を
描
い
て
、
自
己
実
現
に
向
け
た
実
践
に
結
び
付
け
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
し
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

(
1
)
「
人
生
の
樹
」
の
活
用

「
人
生
の
樹
」
の
「
枝
」
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
、
願
望
で
、
未
来
を
表
す
。
「
幹
」
は
今
ま
で
の
人
生
を

形
作
っ
て
き
た
出
来
事
で
、
過
去
を
表
す
。
最
終
学
年
で
あ
る
中
学
３
年
生
は
現
在
、
こ
の
「
枝
」
と
「
幹
」

の
間
に
位
置
し
て
い
る
と
言
え
る
。
本
題
材
で
は
、
「
枝
」
の
部
分
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
現
在
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
「
雨
や
光
」
と
捉
え
、
そ
の
内
容
を
考
え
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
学
習
内
容
が
抽
象
的
な
も
の
に

な
ら
な
い
よ
う
、
３
年
生
に
と
っ
て
具
体
的
で
現
実
的
で
あ
る
高
校
選
択
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
。

(
2
)
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

生
徒
が
、
最
終
的
に
個
別
最
適
な
意
思
決
定
を
す
る
に
は
、
自
分
と
異
な
る
考
え
に
触
れ
、
自
他
の
考
え
を

比
較
検
討
し
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
資
料
を
瞬
時
に
共
有
化
し
た
り
、
他
者
の
思
考
を
可
視
化

し
た
り
す
る
た
め
に
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
将
来
の
自
己
実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
理
解
し
、
そ
の
実

現
の
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
将
来
の
自
己
実
現
の
た
め
に
、
進
路
や
社
会
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
色
々
な
考
え
に
触
れ
、
生

き
方
や
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
の
決
め
方
に
つ
い
て
自
分
の
見
方
・
考
え
方
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
社
会
的
・
職
業
的
自
立
と
い
っ
た
将
来
の
自
己
実
現
に
向
け
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
大
切
に

し
た
い
こ
と
を
考
え
、
主
体
的
に
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ⅵ
本
活
動
内
容
の
指
導
計
画
（
総
時
数
６
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

２
・
「
人
生
の
樹
」
を
作
成
す
る
。

〇
・
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
来
歴
を
、
視
覚
的
に
分
か

り
や
す
く
「
人
生
の
樹
」
に
表
現
で
き
て
い
る

か
を
見
取
る
。

（
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

・
現
在
の
自
分
た
ち
が
、
「
人
生
の
樹
」
の
幹
と

枝
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
を
理
解
で
き
て
い
る

こ
と
を
見
取
る
。

（
行
動
観
察
）

１
・
「
人
生
の
樹
」
の
枝
と
幹
の
間
に

〇
〇
・
「
人
生
の
樹
」
の
枝
と
幹
の
間
に
入
る
べ
き
も

ど
ん
な
こ
と
が
入
る
の
か
を
考
え

の
を
考
え
、
発
表
し
て
い
る
か
を
見
取
る
。

る
。

（
行
動
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

・
進
学
先
を
選
択
す
る
上
で
最
も
大

〇
〇
・
進
学
先
を
選
択
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
に
対
す

本
時

切
な
こ
と
に
つ
い
て
、
他
者
の
考

る
考
え
を
広
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
見
取
り
、
で

4
/
6

え
を
踏
ま
え
な
が
ら
批
判
的
に
考

き
て
い
な
い
場
合
は
個
別
に
助
言
す
る
。

え
、
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

１
・
立
派
な
枝
を
伸
ば
す
た
め
に
自
分

〇
〇
・
人
生
の
樹
の
「
枝
」
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
学
習

は
何
か
、
考
え
を
ま
と
め
る
。

シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
で

き
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
取
る
。

（
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

１
・
高
校
説
明
会
で
ど
ん
な
情
報
を
集

〇
〇
・
本
題
材
の
学
習
を
踏
ま
え
、
高
校
説
明
会
で
集

め
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
。

め
た
い
情
報
を
具
体
的
に
学
習
シ
ー
ト
に
記
入

で
き
て
い
る
か
を
見
取
る
。

（
観
察
、
学
習
シ
ー
ト
）

立
派
な
枝
を
伸
ば
す
た
め
に
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

進
学
先
を
選
択
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、
他
者
の
考
え
を
踏
ま
え
な
が
ら
批
判
的
に
考
え
、
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
前
時
に
行
っ
た
学
習
内
容
を
想
起
す
る
。

・
「
今
日
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

の
だ
ろ
う
」

・
「
前
時
は
、
「
人
生
の
樹
」
の
「
枝
」
を
達
成

問
す
る
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
た
」

い

２
学
習
課
題
を
設
定
す
る
。

・
「
進
学
先
を
決
め
る
理
由
っ
て
そ
ん
な
に
大
切

な
の
か
」

・
「
進
学
先
は
多
く
の
人
が
決
め
て
い
る
だ
ろ
う

か
ら
話
し
合
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」

３
学
習
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
発
表
す
る
。

・
「
自
分
が
こ
の
高
校
を
選
ぶ
の
は
、
将
来
○
○

（
個
→
全
体
）

の
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
の
で
、
そ
の
た

め
の
大
学
進
学
に
有
利
だ
か
ら
」

問
・
「
と
り
あ
え
ず
高
レ
ベ
ル
な
高
校
に
入
っ
て
お

い
け
ば
そ
の
後
の
選
択
肢
に
困
ら
な
い
か
ら
」

直
・
「
好
き
な
部
活
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
」

し

４
「
３
」
で
得
た
齟
齬
を
踏
ま
え
、
学
習
課
題

・
「
ど
の
高
校
も
同
じ
よ
う
な
授
業
科
目
だ
け

に
つ
い
て
考
え
直
す
。

ど
、
や
は
り
自
分
は
こ
の
高
校
に
行
き
た
い
。

理
由
は
何
だ
ろ
う
」

・
「
ど
の
高
校
か
ら
も
同
じ
大
学
に
進
学
し
て
い

る
。
そ
の
高
校
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
か
も
し
れ

な
い
」

振
５

本
時
の
学
習
で
，
考
え
た
こ
と
・
学
ん
だ
こ

・
「
自
分
は
こ
の
よ
う
な
学
び
を
し
た
が
，
他
の

り
と
を
記
入
す
る
。
（
個
→
全
体
）

人
は
ど
う
考
え
た
の
だ
ろ
う
」

返
・
「
自
分
は
や
は
り
考
え
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
」

り
・
「
自
分
は
も
と
の
考
え
が
変
わ
り
そ
う
だ
」

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
独
創
的
な
表
現
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

前
時
に
学
習
し
た
、
「
人
生
の
樹
」
を
実
現

す
る
に
当
た
り
、
全
員
が
成
し
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

「
人
生
の
樹
」
の
「
枝
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
本
当
に
そ
の
高
校
に
行
く
必
要
が
あ
る
の

か
？

進
学
先
を
選
択
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
何
か

学
習
課
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
、
コ
ラ
ボ

ノ
ー
ト
に
追
加
し
て
書
き
ま
し
ょ
う

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
対
話
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
進
学
先
の
選
択
が
３
年
生
で
あ
る
自
分
た
ち
に
と
っ

○
「
人
生
の
樹
」
の
「
枝
」
の
部
分
で
あ
る
、
将
来
の

て
直
面
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
想
起
で
き
る
よ

自
分
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
進
学
先
を
考
え
な
け

う
、
数
人
の
生
徒
に
指
名
す
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

〇
進
学
先
を
決
め
ら
れ
な
い
で
い
る
同
級
生
の
実
際
の

言
葉
を
見
る
こ
と
で
、
進
学
先
を
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

〇
「
み
ん
な
行
く
か
ら
」
「
親
が
勧
め
る
か
ら
」
と
い

っ
た
自
分
以
外
の
考
え
で
進
路
を
決
め
て
い
る
生
徒

の
割
合
か
ら
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
を
難
し
く
感
じ

て
い
る
生
徒
の
多
さ
を
理
解
し
て
い
る
。

・
「
こ
れ
で
は
『
人
生
の
樹
』
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
な
進
路

・
自
分
で
進
路
を
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
重
大
さ
に
気

選
択
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」

付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

が
「
人
生
の
樹
」
の
「
枝
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

か
ど
う
か
問
い
か
け
る
。

・
生
徒
が
進
学
希
望
先
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が

○
共
通
点
を
も
つ
複
数
の
高
校
か
ら
特
定
の
高
校
を
選

で
き
る
よ
う
、
秋
田
市
内
の
複
数
の
高
校
の
進
学
実

ぶ
選
ぶ
理
由
に
つ
い
て
考
え
直
し
て
い
る
。

績
や
教
育
課
程
の
共
通
点
を
示
す
。

・
「
進
学
実
績
の
数
は
高
校
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
こ
の
高
校

・
自
他
の
考
え
方
の
違
い
を
踏
ま
え
て
考
え
を
広
げ
ら

に
行
く
べ
き
だ
と
思
う
」

れ
る
よ
う
、
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
用
い
て
批
判
的
に
考

・
「
や
は
り
、
こ
の
校
風
は
こ
の
高
校
し
か
な
い
」

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
（
集
団
で
の
省
察
）

・
「
こ
の
情
報
を
見
る
と
、
別
に
他
の
高
校
で
も
良
い
の
か
も

・
真
剣
に
進
学
先
を
決
め
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付

け
る
よ
う
、
進
学
先
を
決
め
ら
れ
な
い
生
徒
の
実

際
の
言
葉
を
提
示
す
る
。
（
瞬
時
の
共
有
化
）

進
学
先
を
選
択
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い

て
、
他
者
の
考
え
を
踏
ま
え
て
広
げ
た
考
え
を
コ
ラ

ボ
ノ
ー
ト
に
記
入
し
て
い
る
。

・
生
徒
の
考
え
の
変
容
が
わ
か
る
よ
う
、
「
２
」
で

記
入
し
た
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
と
異
な
る
コ
ラ
ボ
ノ
ー

ト
に
考
え
を
記
入
す
る
よ
う
伝
え
る
。

（
試
行
の
繰
り
返
し
）

・
記
名
で
書
い
た
内
容
と
、
匿
名
の
本
心
と
の
差
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
採
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
「
み
ん
な
行
く
か
ら
」
「
親
が
勧

め
る
か
ら
」
と
考
え
て
い
る
生
徒
の
多
さ
を
伝
え

る
。
（
瞬
時
の
共
有
化
）
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   －本実践から見えてくること－     

「批判的な思考」を働かせて、進路選択を

考えることの難しさ 

             共同研究者： 鈴木 翔 

（秋田大学教育文化学部・こども発達・特別支

援講座） 

 

1．本実践の意義 

 本実践は「進路選択の準備をしよう：批判

的な思考を働かせた話合いにより、進路選択

において大切にしたいことを明確にできる

か」と題して行われた。 

本実践における授業者の願いや想いは、副

題にある「批判的思考」「明確に」という文

言に強く表れているように思う。対象は中学 3

年生であり、当たり前のように考えられてい

る高校進学（多くの生徒にとっては高校受験

かもしれない）という進路選択について、い

ったん立ち止まり、その自己選択を批判的に

検討する機会を設けた、意欲的な実践だと感

じられた。 

特にほとんどの生徒が、特定の高校を第一

志望とする対象校においては、「批判的に」

「明確に」進路選択の理由を考える機会は少

ないことが推察されるため、それを考えるき

っかけとして、生徒に影響を与えた可能性も

ある。 

 本実践では、「人生の樹」や「ミエルトー

ク」を用いながら、生徒の本音に迫る話し合

いが行われていた。特に授業者が、生徒を対

象に行なったアンケートの結果がはじめに提

示されたことによって、問題意識はある程度

明確化されたのではないかと思う。そのアン

ケートでは、「進学先を決定する上で大切な

ことは何か」という質問項目に対し、「将来

のため」と回答した割合が低く、「みんなが

そこに行くから」や、「親や大人がそこに行

けというから」という回答の割合が高いこと

が示されていた。 

 

2．本実践の課題 

 導入部における授業者の発問や、アンケー

トの提示によって、生徒たちは本音で進路選

択と向き合うこと自体はできていたように見

えた。しかし、もともとそこまで将来のこと

を考えて、高校進学あるいは高校受験を考え

ている生徒はごくわずかであり、ほとんどの

生徒にとっては、かなり困難な問いであった

ように思われた。 

 特に印象的だったのは、「海外で活躍した

いから、県内で一番の高校に進学して、視野

を広げたい」といった発言をした生徒に対し、

まわりの生徒全員がすんなり納得してしまっ

た場面だった。 

「海外で活躍したい」のであれば、中学卒

業後に海外の高校に進学することも選択肢に

入ってくるだろうし、特定の高校に進学する

ことが最適であるかどうかは、「海外でどの

ように活躍したいか」にかかってくるように

思われる。 

つまり、ここで周りの生徒が行うべきは、

「どのように海外で活躍したいのか」という

「明確化」を促す発言をしたり、「本当にそ

の高校に行くのがベストな選択なのか」とい

う「批判的な思考」を促すような問いを発し

たりすることであったのではないだろうか。 

どの班の話合いにおいても、本音で話し合

っていたように思われるのだが、発言者が「明

確化」しなくても納得してしまったり、批判

的に問う余地が十分にあるのに、そのままた

だ肯定してしまったりしている様子が見られ

たのが、少し残念であった。 

ただ、真剣に考えていないというわけでも

なかったため、たとえば架空の人物の進路選

択の理由を提示して、「明確化」「批判的な

思考」を促す発言の例を見せるなどの工夫を

講じれば、さらに話合いが活発化した可能性

はあったように思われた。 
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